



























































俺が好きなのは妹だけど妹じゃない４
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──当然のことだが、先日発売された〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉三巻の売れ行きは絶好調だ。先生にはこの調子で四巻の執しつ筆ぴつもお願いしたい。それと明日は以前から言っていた通り、先生のアニメを担当する監かん督とくを紹しよう介かいするので編集部までご足労願いたい。その際には例の美少女な妹さんを連れてきてもらってもかまわないぞ。なにしろ君はどうしようもない妹好きだから、一秒でも妹さんと離はなれたくないだろうし、こちらとしてもその姿勢には大いに感かん銘めいを──




「……そう言えば、明日は監督さんという人に会いに行くんでしたね」

　私は篠しの崎ざきさんからのメールを眺ながめながらポツリと呟つぶやきます。

　アニメ化は順調に進行し、三巻も問題なく発売され、作家としては順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな私。

　確かにうれしいのですが、それよりも大きな問題があって、私はため息を吐つきます。

「妹好き──と書いてはいますが、お兄ちゃんのあれは全て演技なんですよね……」

　お兄ちゃんに代理人になってもらい、二人で一人のラノベ作家・永遠とわ野の誓ちかいになってから早くも七カ月ほどが経たちました。

　その間いろいろあって、お兄ちゃんとの距きよ離りも前よりは近づいたと思います。

「最近ではお兄ちゃんも妹好きの演技が自然になって、この前も人前で頭をナデナデしてもらって……、えへ、えへへへ……」

　思い出すと顔が自然と緩ゆるんでしまいますが、喜んでいる場合ではありません。

　……その、いっぱいイチャイチャする機会ができたのはうれしいんですけど……、やっぱりそれはあくまで演技でしかないんです。それじゃダメなんです。

「お兄ちゃんに、本当の妹好きになってもらうにはどうすればいいんでしょうか」

　重要なのはやはりそこです。演技じゃなく本当に妹を好きになってもらわないと、そもそも私の方に振ふり向いてもらえないじゃないですか！

　とはいえ、そんな方法を簡単に思いつくはずもありませんけど……。

「……とりあえず、お風ふ呂ろに入りましょう」

　なにはともあれ、焦あせりは禁物です。お兄ちゃんに妹好きになってもらうという大たい業ぎようは、他ならぬ私こそが成し遂とげるべきことですから、慎しん重ちようにいかないといけません。

「だって、お兄ちゃんの妹は私だけなんですからね……！」








第一章　家出声優を拾いました？









「桜さくらを本当の妹にしてください！」

「………………は？」

　間もなく十一月も終わろうかというある日の夜のこと。

　俺こと永なが見み祐ゆうは、自宅近くの道路に突つっ立って、その謎なぞの台詞せりふに絶句していた。

「だから、桜を祐お兄ちゃんの妹にして欲しいんです！」

　俺があまりの意味不明さに呆気あつけに取られている間も、その台詞を言い放った張本人である目の前の現げん役えき女子高生声優──水み無な月づき桜は、いつも通りの輝かがやくような笑顔で再度同じことを繰くり返した。

「……いや、あの、マジでわけがわかんないんですけど!?」

　水無月さんは新人ながら既すでに大人気声優の地位を確立しているすごい人なのだが、一方で永遠とわ野の誓ちかいのサイン会にやって来て、アニメ化に際しては絶対に妹役を取ると意気込むほどのファンでもある。

　作中の妹キャラと自分を同一視しており、なぜか俺を兄キャラに見立てては「お兄ちゃん」と呼ぼうとする（俺より一歳年上なのに……）少々困った人でもあるのだが、そうやって振り回されるのは、不本意ながらいつものことだ。

　とはいえ、いきなりこんな遅おそい時間に呼び出された挙あげ句くこれでは、さすがに何がどうなっているのか理解できるわけがなかった。

　……落ち着け。状じよう況きようを整理しよう……。

　事の始まりは今から五分ほど前。

　俺は風ふ呂ろから上がって発売されたばかりの涼すず花かの新刊を読んでいた。

　ゲラの時点でわかっていたことだが、改めて涼花の作品の面おも白しろさを実感して「俺もいつまでも代理人なんてやってるわけにはいかないな！」と自分のラノベ大賞応おう募ぼ用原げん稿こうに取り掛かかろうとしてた時のことだ。

　突とつ然ぜん水無月さんから電話がきて、俺の家の近くにいるから会えないかと言われたのだ。

　驚おどろいて外に出てみると、そこには大きなバッグを抱かかえた水無月さんの姿が。

　こんな時間にどうしたんですか──という質問に、返ってきたのがさっきの言葉。

　……うん、整理してみてもやっぱり意味がわからんな……。

「そもそも、役を取るまでは俺をそうやって呼ぶのは控ひかえるんじゃなかったんですか？」

　なので、とりあえず少々的まと外はずれな質問をして落ち着こうとする俺。

「それも含ふくめて事情があるんです。先生にお話を聞いてほしくて、だからこんな時間に先生のところに……、くしゅんっ！」

　とその時、くしゃみで言葉が途と切ぎれる。

　見ると、水無月さんの身体からだがかすかに震ふるえているのがわかった。

　最近めっきり涼しくなって、夜は寒いくらいに冷え込むことが多い。今だってもう冬になったのかと思えるくらい冷たい風が吹ふいていて、寝ね間ま着き替がわりの長なが袖そでＴシャツにジャージの下という軽装の俺も、風呂上あがりということもあって身体がブルッと震えた。

「とりあえずこんなとこで立ち話して風邪かぜでもひいたらマズイんで、事情は家に行ってから聞きましょう」

「え!?　先生のお家に上がらせてもらえるんですか!?」

　期待に輝く水無月さんの視線に、俺は「う……」と言葉に詰つまる。

　その顔があまりにも無む邪じや気きで可愛いかったというのもあるけど、この人を本当に家に招待していいんだろうかと躊ちゆう躇ちよしたって方が大きい。

　……けど今からどこか他の場所に移ってというのもおかしいし、大体慌あわてて出てきたんで財布も持ってきてないんだ。他に選せん択たくの余地はなかった。

「先生のお家！　先生のお家！」

　水無月さんは上じよう機き嫌げんで、子犬みたいにはしゃぎながらついて来る。

　いろいろ困った人ではあるけど、大人気声優で美少女な水無月さんにこうも素直に喜ばれるとうれしくなってしまうのだから、俺も大たい概がいチョロいもんだった。

「お邪じや魔まします！　ここが先生のお家かぁ……」

　玄げん関かんのドアを開けて招き入れると、水無月さんはワクワクした顔で辺りを見回した。

　ちなみに、家の中からの返事はない。

「あれ？　……も、もしかして今日は先生一人なんですか？　男女が夜中に家で二人きりなんて、これは絶対にイベントが起こりますよね!?」

「なに考えてんですか!?　確かに両親は今いないですけど、涼花がいるから水無月さんと二人きりじゃないんで安心してください！」

　……って、なんでそこで「えー」って不満そうな顔になるんです。

「うーん、そっか。まあ涼花ちゃんはいますよね。でもご両親がいないのは残念ですね。せっかくご挨あい拶さつをしようと思ってたのに」

「水無月さんの口から『ご挨拶』って言葉が出てくると嫌いやな予感しかしない──って、いやそんなことないですよね!?　ごく普ふ通つうの意味しかないですよね!?」

「え？　もちろんですよ？　『私を娘むすめにしてください！』って言うだけですから！」

「案の定普通じゃなかった……」

「先生の妹を目指す者としては普通です！　……あ、でもそれだと私が先生と結けつ婚こんするって意味にも取られちゃうかもですね？　だったらストレートに『私を祐お兄ちゃんの妹にさせてください！』が正しいご挨拶ですね！」

「もういちいちツッコまないですからね!?」

　いい加減まともに相手していると損しかないのでスルーしておく。

　水無月さんは満面の笑みで「冗じよう談だんですよー」なんて言ってるが、この人には冗談が冗談とは思えない雰ふん囲い気きがあるから恐おそろしいんだ……。

　それにしても、ちょうど昨日から親父おやじもお袋ふくろも海外出張で助かったなー、などと安あん堵どしながら、俺は水無月さんに来客用のスリッパを用意する。

「ありがとうございます先生！　ところで、その涼花ちゃんはどこに？」

「あー……、あいつは今風呂に入ってるんだと思います」

　さっき部屋から出て行く気配がしたし、脱だつ衣い所に灯あかりが点ついてるのも見える。

「ええ!?　それはすいませんでした！」

「どうしたんですいきなり？」

「だって兄妹きようだいが家で二人きりで、しかも妹がお風呂とか、イベントフラグしかないじゃないですか！　桜、そんなところにお邪魔しちゃって……」

「俺と涼花の間にそんなイベントなんて発生しません！」

　……ってか、両親が家を空あけがちなんで妹と二人きりの生活が俺にとっては普通なんだから、変なこと言わないで欲しいな！

「そうなんですか？　でも、先生は妹大好きな作家さんですから、こういう時は一いつ緒しよに入ろうぜーって展開が普通なのでは？」

「うぐ……っ！」

　ねーよ！　と声こわ高だかに主張したいところだが、永遠野誓の作品が直球の妹モノなので、代理人の俺としてはバレないように妹好きの演技をしないといけないのだ。

　涼花に頼たのまれてこんなことになってからもう半年以上経たつ。

　俺もいい加減演技には慣れてきたとはいえ、実際の俺は妹好きとかそういうのでは全くないので、やっぱり無理が出てくる場面だってあるんだ。

　リアル妹がいるのに妹好きとか、そんなことはあり得ない。あっちゃいけない。

　いくら妹好きキャラになりきれるようになったからって、俺のそういった本質的な部分は何も変わっちゃいないんだからな。うん。

「と、とにかく上がってください。俺の部屋で話を聞きますから」

「先生のお部屋！　行きます行きます！」

　俺が話題を逸そらすと、水無月さんはそれ以上追つい及きゆうせずうれしそうに靴くつを脱ぬいだ。

　階段を上り、自室へと案内する。

「ふわぁ……、ここが先生のお部屋なんですね……！」

　胸の前で手を組んで、まるで夢の世界にやって来たような様子の水無月さん。

　こんな時間に家族以外の女性を部屋に入れたことがなかったので、俺は今いま更さらになって緊きん張ちようしてきた。

「……で、その事情ってのはなんなんです？」

　水無月さんに椅い子すを勧すすめ、俺は自分のベッドに腰こし掛かけながらそう言った。

　放っておくと水無月さんのペースに吞のみこまれてしまいそうだったので、さっさと話を進めるのが得策だ。

「あ、そうでしたね。実は桜、家出して来たんです」

「なるほど、家出──……家出!?」

　しかし、俺はいきなり飛び出したその単語に、腕うでを組んだ姿勢のままベッドからずり落ちそうになった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　家出っていうのは……、あの家出ですか!?」

「はい、あの家出ですよ。家に引きこもってたら急に異世界に出発しちゃったっていう方の家出じゃなくて」

「そんな家出はありません！　……い、いや、ないよなそんなの……？　じゃなくて！　い、家出ってどういうことなんですか!?」

「ちょっと家族とケンカをしてしまいまして……」

　さすがに事が事なのか、底そこ抜ぬけの明るさを持つ水無月さんも声を落とす。

「しばらくは家にいたくないって思って、荷物をまとめて飛び出して来たんです。でも行く場所もなくて、誰だれかに話を聞いてもらいたくて、それで気がついたら先生のお家の近くまで来てたから──」

　思わず俺に電話をしてしまったと、水無月さんはそう締しめくくった。

「……そりゃ相談ならいくらでも乗りますけど、それにしたって家出……」

「当分は顔も見たくないです。桜、今度ばかりは怒おこってるんですから」

　頰ほおをぷくっと膨ふくらませプンプンといった感じの水無月さんだが、普ふ段だんは笑顔しか知らない俺にしてみれば、怒ってる水無月さんというのは結構衝しよう撃げきだった。

「あの、仲直りの目め途どとかは……？」

「ありませんね」

　プイッと拗すねた様子でそっぽを向く。

　どこか涼花を彷ほう彿ふつとさせる仕草だったが、それはともかく決意は固いらしい。

　家庭の事情は人それぞれだから、軽々しく『家に戻もどって話し合った方が』的な模も範はん回答は言えないわけだけど、それにしたって家出とはなぁ……。

「なるほど、それで今後どうするかって相談をしに来たわけですか……」

　想定外だった水無月さんの事情に、俺は思わず唸うなる。

　結構深刻な事態だけど、水無月さんの力にはなってあげたい。

「そうなんです。それでできれば先生のお家に泊とめてもらえればなって思って」

「なるほど、俺の家に…………………………、ん？」

　俺は腕を組み直して、どういう感じで力になれるかなんて真しん剣けんに頭を悩なやませていたわけだが、ふと違い和わ感かんを抱いだく。

「……聞き間ま違ちがいかもしれないですけど、俺の家に泊まるとかなんとか言いました？」

「はい、言いましたよ？　聞き間違いじゃないです」

「いやいやいや！　なに言ってるんですか!?　水無月さんが俺の家に泊まるとか、そんなことできるわけないじゃないですか！」

「え？　どうしてですか？」

「いや、どうしても何も、俺は男で水無月さんは女なんですよ!?」

「それはそうですよ。先生の未来の妹が実は男だったとか、そんなの誰得すぎる展開ですからね。男だと思ってたら実は女だったっていうのならアリですけど！」

「何の話をしてるんです!?　そうじゃなくて！　万が一何か間違いでも起こったらどうするんですか！」

「何か間違いを起こしてくれるんですか!?」

「くれるってなに!?　今は目をキラキラさせる場面じゃないですよね!?」

「冗談です。それに桜は心配なんてしてませんよ。先生はそんなことする人じゃないですし、それにそんなことされたとしてもそれはそれで……、ぽっ」

「ぽってＳＥをリアルで口に出す人とか初めて見たわ！」

　って、そんなとこにツッコんでる場合じゃないだろ俺！

　……確かに水無月さんに手を出すようなことは、俺は断じてしないと誓ちかえるけど、そういうことじゃなくて世せ間けん体ていの問題だ！

　同年代の女の子を両親の留守中に泊めるってこと自体もうヤバイのに、それが大人気声優の水無月桜だなんてことが誰かにバレたら、スキャンダルってレベルじゃない！

「大だい丈じよう夫ぶですよ。先生は私の未来のお兄ちゃんなんですから、親しん戚せきのお家に泊まるのとそう変わりません。なんならここはもう一つの実家と言っても過言ではないです！」

「過言だよ！　過言にもほどがあるよ！」

　危機感の欠片かけらもない返答ばかりで、俺はいよいよ頭を抱かかえる。

「そもそも俺ん家ちでなくとも、学校の友達のとことかあるでしょう？」

「自じ慢まんじゃないですけど、そんな相談ができる友達なんていません！」

「本当に自慢じゃないけど俺も人のこと言えない……！　そ、そうだ、水無月さんは声優さんなんだからマネージャーの人に相談すればいいじゃないですか」

「マネージャーさんは、この前やっとできた彼氏と温泉旅行中なので、さすがに迷めい惑わくをかけるのはちょっと……」

「な、なんか微び妙みようにリアルで微妙に反論しづらい……！　そうだ！　なにも人の家じゃなくても、どっかホテルとかに泊まればいいんですよ！」

「それだと家出じゃなくて旅行みたいになっちゃいます。それに桜、あんまりそういうところに泊まったことがないからよくわからないし……」

　すると水無月さんは不安そうな表情で俺を見つめて、

「ごめんなさい先生……。桜、自分でも迷惑だってわかってるんですけど、本当に先生しか頼たよれる人がいなくて……。でもどうしてもダメなら、今から他の場所を探します」

　悲しげに顔を俯うつむかせるその様子に、俺の胸がグッと詰つまった。

　……くそ！　俺の言ってることは正論だけど、困ってる知り合いの力にもなれないようなら、なんの意味もないじゃねえかよ……！

　俺はチラッと時計を見る。夜ももう遅おそい。窓の外は真っ暗だ。おまけに寒い。

　そんなところに水無月さんを放り出して、自分一人だけぬくぬくとしてるなんてとてもできそうになかった。

「……わかった。わかりました。仕方ないから泊まってもいいです」

「本当ですか!?」

　さっきまでのシュンとした様子が一転、いつもの水無月さんが帰ってくる。

　その立ち直りの早さには呆あきれるが、うれしそうにしている姿を見ていると自分の判断は間違いじゃなかったと思える。……ただし、だ。

「とりあえず一晩だけってことですからね！　明日になったら、これからどうするのかをちゃんと考えてもらいますから！」

　それだけはハッキリと言っておく。今回はこっちが折れるにしても、妥だ協きようできる点はちゃんと確保しとかないといけないからな。

「えー」

「いや、そこは『えー』じゃなくて『はい！』って返事をする場面では!?」

「ふふ、冗じよう談だんです。ありがとうございます先生。やっぱり先生は優しい人ですね！」

　そう言って、心底うれしそうな笑顔の水無月さん。

　……とりあえず、決めた以上は仕方がない。今晩だけは家に泊めるとして……、となると一階の和室しかないよな。あそこに布団を敷しけばいいんだけど、客用の布団ってどこにしまってあるんだっけ？　そういうのは涼花に訊きかないとわからな──

「あ」

　と、そこで俺は初めて気付く。

　ダラダラと冷ひや汗あせが流れ、全身が小刻みに震ふるえてくる。

　……や、ヤバイ。一人で勝手に決めたけど、涼花にはどう説明すりゃいいんだ？

　両親がいない隙すきに女の子を家に引っ張り込んだとか、あいつに知られたら……。




　──お兄ちゃん、警察を呼びました。




　呼びますじゃなくて呼びましたですか涼花さん！　もう完かん了りようしてますかそうですか！

　……い、いやいや落ち着け！　そうなる可能性は大だし、ってかほぼ確実にそういう展開になるかもしれないけど、事情を話せばきっとあいつだって納得して……くれるに……違いないような……そうでもないような……。

「あれ？　先生？　なんか顔色が悪いみたいですけど」

　水無月さんが俺を見て首を傾かしげるので、俺は「ななななんでもありません」と落ち着いて返そうと──した時だった。

「……お兄ちゃん？　なんだか話し声が聞こえてくるんですけど」

　いきなりコンコンと部屋のドアがノックされ、俺は心臓が飛び出そうなほど驚おどろく。

「あ、涼花ちゃんですね。涼花ちゃんにも挨あい拶さつしないと──もがもご？」

　気がつくと俺は、立ち上がろうとしていた水無月さんの口を素早くふさいで「シーッ」と黙だまっているよう指示していた。

「……涼花に見つかるとヤバイので、静かにしててください……っ！」

　水無月さんがキョトンとしながらもコクコクと頷うなずいたので、俺は部屋の中が見えないようドアを少しだけ開けて、その隙すき間まからスルリと抜ぬけ出した。

「……どうかしたんですか？　お兄ちゃん」

　風ふ呂ろ上あがりで髪かみを下ろした状態の涼花が、怪け訝げんそうに俺を見上げる。

　俺の妹で、大人気ラノベ作家永遠野誓の正体。名門女子校の中等部に通い、成績優ゆうし秀ゆう運動神経抜ばつ群ぐんカリスマ性アリの生徒会長。そのうえ誰もが認める美少女という完かん璧ぺき超ちよう人じん。

　……と、今はそういった細かいプロフィールはどうでもいい。

　問題はそんな完璧な俺の妹さまの性格だった。

　真ま面じ目め。頭に「超」が付くほどの。それから潔けつ癖ぺきかつ完璧。

　そんな涼花に、この状じよう況きようで水無月さんの存在が知られたらどうなると思う？

　しかも、事情があるとはいえ泊めることになったとか言ったら？

　……結論から言おう。絶対に怒られる！　１００％激げき怒どされるに決まってんよ！

「い、いや、どうもしないぞ？　話し声ってのは、あれだ！　俺ってラノベを書く時はキャラになりきって書くからさ！　気づかないうちに台詞せりふとかを読み上げてたのかも！」

　だから俺は誤ご魔ま化かすしかないと判断した！　とにかく今晩だけは、水無月さんの存在を隠かくす！　さもないと、俺の人生デッドエンドにまっしぐらだからだ！

「ああ、そうでしたか。……それにしても、随ずい分ぶん臨場感がありましたけど。それに、女の人の声も聞こえたような？」

「そ、それも俺だよ！　ラノベを書く時は一人何役もやるのが基本だからな！　ヒロインの台詞の時とかは『こんな風に声も変えるのが普ふ通つうですわよ？』」

「……気持ち悪いのでやめてもらえますか」

　俺の裏声に、涼花は底冷えするような視線を向ける。

　ちなみに、気持ち悪いってところは我ながら完全に同意だった。

「でも、そういうことならわかりました。集中して執しつ筆ぴつするのは結構ですが、もう少し声を落としてください」

「あ、ああ、悪かった。気をつけるよ」

　俺がなんとか誤魔化せたことに内心安あん堵どしていると、

「それに、明日は朝から編集部に行く予定なんですから、あまり夜よ更ふかしはしないでください。……まさか、忘れたりはしてないと思いますけど」

　と、涼花に言われて思い出した。

　そういや明日は、篠しの崎ざきさんが涼花のアニメの監かん督とくを紹しよう介かいしてくれるとかいう話だった。今回は涼花と一いつ緒しよに行くのだが、あくまでも涼花は付き添そいの妹って形で、俺が永遠野誓として受け答えしないといけないいつものパターンだ。

「も、もちろん忘れてないぞ」

「それならよかったです。では、おやすみなさいお兄ちゃん」

　俺の答えに満足したのか、涼花はそれだけ言い残して自分の部屋へと入っていった。

「はぁー……、なんとかバレずに済んだか」

　かろうじて最悪の状況は回かい避ひされたわけだが、冷静に考えてみると事態は何も解決してなかったりするんだよな……。

　とはいえ当面の危機が去ったことに安心しながら、俺は自分の部屋へと戻もどった。

　……のだが、

「ひゃぁ……！　お兄ちゃんってこういうのが好きなんだ……！」

　そこには、床ゆかにペタッと座り真っ赤な顔で何かを読んでいる水無月さんの姿が。

　そして、その手にあるのが俺の隠していた二次エロ漫まん画がだとわかった瞬しゆん間かん、全身から血の気けが引いていく音がした。

「な……、ななな……っ、なん……っ!?」

「あ、お兄ちゃん？　お兄ちゃんっていつもは優しいけど、実はこんな激しい欲よく望ぼうもあるんだね！　鬼き畜ちく系の凌りよう辱じよくモノとか、桜びっくりしちゃったよぅ……」

「びっくりしちゃったのは明らかに俺の方なんですけど!?」

　なんか水無月さんの口調が変わってるんだけどそれどころじゃない！

　隠してたエロ本が女の子に見つかるとか、どんだけの緊きん急きゆう事態だよ!?

「ねえ、お兄ちゃんってやっぱりこういうのが好きなの？　女の子が無理矢理犯されて、最後には快楽に堕おちていく系の」

「違うから！　ってかそもそもそれは俺のじゃないから！　この前Ｗダブルピース先生が来て無理矢理置いてったやつであって、俺の性せい癖へきとは無関係だから！」

　俺は必死にそう主張するが、言い訳でも何でもなく全て事実だ。

　ちなみにＷピース先生というのは、涼花のラノベのイラストレーターをしている本業エロ原画家で、鬼畜・凌辱系をこよなく愛する金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女という謎なぞの人物である。

　ちなみに正式なペンネームはアヘ顔Ｗピースだが、そこはもちろん省略している。

「あ、これってあのＷピースさんの好みなんだね。そう言えばＷピースさんのサークルの同人誌もそれ系だった気がするよ」

「そうそう！　水無月さんもこの前買いに来てたから知ってるでしょ!?　その本は俺の意思とは無関係にこの部屋にいる居い候そうろうなんですよ！」

「じゃあ、これはお兄ちゃんの好みじゃない？」

「もちろんです！」

　必死に頷く俺に、水無月さんは納得してくれたのか「ふーん」と首を傾げていたが、

「じゃあ、お兄ちゃんのえっちぃ好みってどんなの？」

　いきなりすさまじい質問を投げかけてきて、俺は「はい!?」と変な声を上げる。

「やっぱり妹としては、お兄ちゃんの性癖を知っておきたいと思うんだよね」

「普通の妹はそんなこと絶対に思わないから！　……ってかさっきから言おう言おうと思ってたんですけど、なんでいきなり口調と態度が妹モードになってんですか!?」

「だって、桜が泊とまるとなるとやっぱりお兄ちゃんはいろいろ困るじゃない？　でも、桜が妹だったらそれは家族なわけで、泊まってもなにも困らないでしょ？　だからこの家にいる間は、桜もお兄ちゃんの妹なの！」

「超絶謎理論!!」

　とは言いつつも、それなりに筋が通ってると思ってしまった自分が憎にくい。

「いいの！　とにかく今は、桜はお兄ちゃんの妹だから！　というわけで、お兄ちゃんの好きなえっちぃシチュエーションを教えて？」

「そんなおねだりする妹がいてたまるかあああああぁっ!!」

　俺は必死に言い返すのだが、水無月さんはいつも通りのふわふわとした（それでいて不思議と強ごう引いんな）雰ふん囲い気きで受け流し、一向に堪こたえた様子がない。

「桜はお兄ちゃんのことはなんでも知りたい妹なんだよぅ。もっとえっちぃ本も隠してるんでしょ？　見せて見せて！」

　……くそぅ！　しかも無む邪じや気きにおねだりする水無月さんが結構可愛いから困る……っ！

　い、いや、気を確かに持て！　お兄ちゃんと連呼されながらおねだりされてなんか変な気分だけど、だからって自分から女の子にエロ本を開帳してたまるか！

　そんな感じで必死に耐たえていると、不意に俺のスマホが着信を報しらせた。

「で、電話だから、静かにお願いします！」

　俺はラッキーとばかりにすぐに電話に出る。

『あ、祐？　い、今何してんの？　どうせ暇ひまを持て余あましてるんでしょ？』

「ああ、舞まいか……」

　聞こえてきた声に、俺は思わずホッとしてしまった。

　電話の相手は氷ひ室むろ舞という俺のクラスメートだが、実は炎えん竜りゆう焰ほむらというペンネームのプロラノベ作家でもある。永遠野誓の大ファンを自じ称しようしていて、普ふ段だんからへっぽこストーカーな行こう為いに走る困ったやつだが、今はそんな相手でもありがたい。

『わ、私は忙いそがしいけど、ちょっとくらいなら付き合ってあげてもいいわよ!?』

　自分でかけてきておいて何言ってんだと思えるが、こういう面めん倒どうくさいやりとりも水無月さんに迫せまられて恥はずかしい思いをするよりはよほどマシだった。

「そ、そうだな。俺も忙しいんだけど、急な用事だってんなら仕方ないな」

　俺は水無月さんに聞こえるようにそう言って、だから静かにしててくださいと目で合図を送る。「むぅ」と頰ほおを膨ふくらませる水無月さん。

『なに言ってんのあんた？　急な用事って何？』

「あんまり気にしないでくれ。それで話ってなんだ？」

『え？　そ、そうね。じゃあ、その、あんたって今何をやって──』

　俺は、このまま舞と適当な会話をしつつ場のクールダウンを図はかろうとしたのだが、

「……むぅ、お兄ちゃん！　電話はできるだけ手短にね！」

『い、今の声ってなに？　なんか女の子の声だったけど!?』

　急に水無月さんが声を上げて、それが舞にもバッチリ聞かれちまった！

「ななななんのことだ!?　ききき気のせいじゃないか!?」

『確かに聞こえたわよ！　しかもなんかお兄ちゃんとか呼んでたわよね!?　涼花さんの声じゃなかったし……。ま、まさかあんた、こんな時間に誰だれかと一緒にいるの!?』

「い、いるわけないだろ!?　俺は部屋で一人でいるんだからさ！」

「え？　お兄ちゃんは桜と一緒にいるよ？」

　わざとか!?　わざとなのか!?　そのわりには本気でキョトンとした顔で首を傾げてるけど、狙ねらってやってるのか天然なのか判別できない！

『……桜？　そう言えばこの前会った生意気な声優の声にも聞こえるけど……。あ、あんたもしかして今、あの女と一緒に……！』

「ち、違う！　これはその……、そうだ！　エロゲの声だよ！　いやー、ちょうど今エロゲやってるから電話してる場合じゃなかったわー！　それじゃそういうことで！」

　俺は『あ、ちょ』という舞の声を遮さえぎるように、慌あわてて電話を切った。

「お兄ちゃん？　桜、エロゲの声はやってないよ？」

「あ、うん、そうですね……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態のため、受け答えもぞんざいになる俺。

　……ってか水無月さん、この反応を見る限り、どうやら素すでやってるらしいな。

「えーと、水無月さん？　エロ云うん々ぬんは個人のプライバシーに関わることなので、追つい及きゆうするのはマナー違い反はんだと思うわけなんですが──」

「桜」

「え？」

「桜はお兄ちゃんの妹なんだから、桜って名前で呼んでくれないと嫌いやだよ」

「………………」

　満面の笑みで言ってるあたり、冗じよう談だんとかそういう類たぐいじゃないんだろうが……。

「あー……、その、桜……さん？」

「妹をさん付けなんて変だよ？」

「ああもう、わかったよ！　桜！　兄のエロ情報を探ろうとするのは妹としてやっちゃいけないことだから、そういう質問は禁止！　いいな！」

　俺はもうヤケクソになってそうまくし立てる。

　いつの間にか水無月さんを妹扱あつかいさせられてしまってるあたり、彼女の術中にはまってる気がしないでもないが、今はそんなことを気にしてる余よ裕ゆうはなかった。

「むー、仕方ないなぁ。お兄ちゃん、えっちぃのはほどほどにしてね？　どうしても我が慢まんできなかったら妹の私に相談するんだよ？」

「妹にえっちぃ相談するくらいなら潔いさぎよく死を選ぶわ！」

　……いや、そもそも水無月さんは妹でも何でもないのに、何言ってんだ俺は！

「じゃあ代わりに、お兄ちゃんのパソコンを見せて！」

「なんでそうなる!?」

　そしてまた新たな火種が投下され、息いきつく暇もない。

「お兄ちゃんがえっちぃサイトにアクセスして架か空くう請せい求きゆうされてないかどうかを確かめるのも、妹の義務だからです！　えっへん！」

「そんな義務ないから！　それに俺はそこんところは十分注意してるから！」

　……って、この答え方だとエロサイトにアクセスしてること自体は認めてないか？

「そうなの？　じゃあパソコンをえっちぃことに使ってないの？」

「ももももちろんですとも！」

「じゃあ、桜に見せても何の問題もないよね！　見せて見せて！」

　ぐ……っ、普ふ通つうに追おい詰つめられてんじゃねえか俺！

　……い、いや、だが待てよ？　今机の上にあるＰＣは執しつ筆ぴつ用で本当にエロ系の用よう途とでは使ってないんだ。エロゲも入れまくってるそっち用のＰＣは普段押入れに片付けてあり、水無月さんには存在を気け取どられていない。ならば──

「……し、仕方ないな。そこまで言うなら見せるけど、本当にただの執筆用だから、そういったデータは何もないぞ？」

　あえて潔白なＰＣを見せることで、この話題を綺き麗れいに終しゆう了りようできるじゃないか！

　というわけで、俺は余裕を持ってＰＣを起動させようとしたのだが、

「あれ？　ま、また電話か……。もしもし？」

　再度俺のスマホに着信があったので、相手も見ずに電話に出る。すると、

『先生デスか？　こんばんはデス！　自家発電中だったらすいマセん！』

　ものすごく特とく徴ちよう的なしゃべり方をする声が聞こえてきて、俺はゲンナリする。

「だ、Ｗピース先生、こんばんは……。ちなみに自家発電なんてしてませんから……」

『それはよかったデス。ちょうど今、自作エロイラストを送ったばかりなので、今晩は是ぜ非ひそれをオカズにハッスルしてくだサイ！』

　この下ネタを明るい雰囲気でまくし立ててくるのが、さっきも言ったＷピース先生だ。

　ちなみにエロイラストというのは、この人がほぼ毎日俺に送りつけてきている自作絵のことであり、例外なく鬼き畜ちく・凌りよう辱じよく系だったりする。

「しません！　……あれ？　でも、そんなメールなんて来てませんでしたけど？」

『ああ、今回のはちょっとした力作デシて、大画面で見てほしいのでスマホじゃなくてＰＣの方のアドレスに送りマシたから！』

　……な、なんだと……!?　ＰＣの方って、それはつまり……！

「ねえねえお兄ちゃん？　お電話まだかかりそう？　先に立ち上げてていい？」

　その時、水無月さんの言葉に俺はギクリと背筋を伸のばす。

　あのＰＣは起動と同時にメーラーも立ち上がるように設定してあるから、デスクトップが開いた瞬しゆん間かんピロリンと音がしてＷピース先生のメールが……。

『んん？　今女の子の声が聞こえマシたけど？　しかもどこかで聞いたことが……』

「ききき気のせいですから！　ってかエロゲボイスですから！　これから俺、エロゲでハッスルする予定ですから！　そういうわけなのでさようなら！」

　俺は自分でも何を言ってるかわからないままＷピース先生からの電話を切ると、ＰＣに手を伸ばそうとしていた水無月さんの前に急いで立ちはだかる。

「だ、ダメ！　ストップ！　やっぱりパソコンは他人に見せちゃダメだと思います！」

「急にどうしたの？　……あ、やっぱりえっちぃのが入ってるんだね！」

「そう！　その通り！　だから見ないでくださいお願いします！」

　俺はもう、とにかく何でもいいからＰＣを見られないようにするのに必死だった。

　……ってかよく考えてみると、この中には永遠野誓でもなんでもない俺自身の作品が山ほど入ってるんだから、どちらにせよ人に見せられないんだ！　アホか俺！

「もう、お兄ちゃんは仕方ないなぁ。パソコンの中身は見ないけど、その代わり、お兄ちゃんがどんなえっちぃのが好きなのか、教えてもらうからね？」

「だから、なんでそうなるんだって！」

　俺が意味不明な交こう換かん条件に悶もん絶ぜつしていると、またまたスマホが鳴りだした。

　この状じよう況きようから逃のがれたい一心で反射的に電話に出ると、

『永遠野先生？　あなたの愛まな弟で子し、神かん坂ざか秋あき乃の。こんばんは』

　この前の同人誌対決で知り合いになった、神坂姉妹の姉の声が聞こえてきた。

　永遠野誓信者で自ら俺の弟子と称しようしているが、本人も先日流りゆう星せい文庫からデビューしたれっきとしたプロラノベ作家だ。ちなみにその作品はかなりの人気を博している。

「こ、こんばんは……。どうしたんです？」

『私のデビュー作の批評。先生の意見が聞きたい。どうだった？』

「ああ、すごく面おも白しろかったですよ。ミステリー風味のファンタジーってのが新しん鮮せんで」

『ありがとう。でも私はまだまだ先生の域に到とう達たつしていない。もっと精しよう進じんしないといけないから、先生には辛しん辣らつな意見をお願いしたい』

「そ、そう言われましても……。別にダメな点とかはなかったですし……」

『先生は優しい。でも、私は弟子として厳きびしい指導を受ける覚かく悟ごがある。先生が必要と判断するなら、縄なわで縛しばられて鞭むち打うたれてもかまわない』

　……相変わらず感情のない声でトンデモなことを口走る神坂姉に俺が何とも言えないでいると、電話の向こうからバタバタした音が聞こえてきて、

『ちょ、ちょっとあんた！　お姉ちゃんに何しようとしてんのよ！』

　と、今度は妹の方──神坂春はる菜なの声が聞こえてきた。姉のラノベの挿さし絵えを担当しているイラストレーターであり、その才能はＷピース先生も認めるほどだ。

「いや、俺は何も言ってねえよ!?　そっちが勝手に──」

『あんた、お姉ちゃんの師し匠しようだからって職権乱用してんじゃないわよ！』

　……聞いちゃいねえ。しかも俺は師匠になった覚えもないんだが……。

　するとその時、今まで黙だまっていた桜が不満そうな顔で俺の服を引っ張り、

「ねえねえお兄ちゃん、早くえっちぃ好みを教えてよぅ！」

　と、電話相手にもはっきり聞こえる声でそう言ってくれやがった！

『え？　お、女の声？　あんたの妹の……じゃなかったみたいだけど……。あ、あんた、こんな時間に女と一いつ緒しよに!?　し、しかもえっちぃってまさか……！』

『私も弟子として、えっちぃ修行も覚悟している。遠えん慮りよなく言って欲しい』

　電話の先からは『なに言ってんのよ！　自分を大事にしてよお姉ちゃん！』とか『これも作家の道を究きわめるために必要な修行。先生なら大だい丈じよう夫ぶ』などと言い争う声が聞こえてくるが、こっちはそれどころじゃねえ！

「いいい今忙いそがしいからまた今度な！」

　もはや全然誤ご魔ま化かせてもいないのだが、俺はそう言って急いで電話を切る。

「あ、お電話終わった？　じゃあ、早く教えてね！」

　そして、一切の悪気のない笑顔を前にして、俺はもう自分の心がバキバキに折れているのを自覚してしまった。

「……ああもう、わかりましたよ！　教えるからこれ以上は勘かん弁べんしてください！」

　完全に降参してしまった俺は、その後、水無月さんに言われるがままに、どんなエロシチュエーションが好きなのかなどを白状させられる羽目になる。

　それでも、俺が永遠野誓の代理人でしかないとバレて、涼花に迷めい惑わくをかけることを考えたらよほどマシだった……。




　　　　▼




　それから約一時間後、俺はやっと水無月さん──もとい桜の質問攻ぜめから解放された。

　胸の大きさからニーソックスの色や長さまで、誰だれにも明かしたことのない細かい性せい癖へきまで暴ばく露ろする羽目になって、俺はすっかり燃もえ尽つきてしまった。

「そっかぁ……、お兄ちゃんは長いニーソの方が好きで、しかもコントラスト重視派なんだねぇ。胸は、やっぱり大きい方がいいのかぁ……」

「ううう……」

　適当に誤魔化せなかったのは、桜の追及がすさまじかった……からじゃない。

　なんというか、とにかく厄やつ介かいなんだ。あくまでも妹としてのおねだりの形で質問され、かといって一歩も引いてはくれず、でも普通なら軽けい蔑べつされそうな答えを返しても「お兄ちゃんはそうなんだね！」とバカにもせずに頷うなずいてくれる。

　まるで本当に無む邪じや気きな妹が、純じゆん粋すいな興味から知りたがっているようで。

　……気がついたら洗いざらい吐はかされてた。

　……しかも、もう妹キャラに全然違い和わ感かんがねえよ。マジで恐おそろしいよこの人……。

「エロゲはシナリオ重視だけど、基本的にはラブラブイチャイチャ系が好きなんだよね？　よかったー！　お兄ちゃんが鬼畜じゃなくて桜もうれしいな！」

「いちいち口に出して再確認しなくていいから……。それと、このことは誰にも話さないって兄との約束は守ってくれよ……？」

「はーい！　お兄ちゃんと妹との約束だから、桜、誰にも言わないよ！」

　俺はその答えに満足して、気がついたら桜の頭をナデナデしていた。

　にゅふふー……とくすぐったそうな笑顔になる桜を見ていると、すっかり妹扱いに慣れてしまった自分に呆あきれてしまう。脳のう味み噌そがマヒしてるせいかもしれない。

「……はぁ、まあいいや。なんか疲つかれたから、今日はもう寝ねようぜ……」

　この際桜の謎なぞ理論に乗っかろうとなげやりに考えながら、俺はそう提案する。

　時計を見ると、いつの間にか日付が変わっていた。

「そうだね。もう遅おそいもんね。……あ、でも」

「ま、まだなにかあるのか？」

「ううん。そうじゃなくて、桜、寝る前にシャワー浴びたいなって」

「……ああ、シャワーね。それなら一階に風ふ呂ろ場ばがあるから、好きに使っていいよ」

「やった！　じゃあ行ってくるねお兄ちゃん！」

　そう言って部屋を出て行こうとする桜をぼんやり見ていた俺だったが、寸前でハッと気がついて慌あわてて引き止める。

「ままま待った！　やっぱりダメ！　ストップ！」

　……わ、忘れてた！　桜のことは涼花に秘密にしてるんだった！

　この時間なら涼花はもう寝てるだろうけど、万が一トイレかなんかで下におりて、風呂場に電気が点ついてる？　[image: →]なんで水無月さんが!?　[image: →]おおおお兄ちゃん！　なんてことになったら……っ！




　──お兄ちゃん、刑けいの執しつ行こうをします。




　裁判もすっ飛ばしていきなり処しよ刑けいですかそうですかそうですよね!!

「や、やっぱシャワーはマズイ！　なんとか今日一晩くらいは我が慢まんしてくれ！」

「えー、そんなのダメだよぅ。せっかくお兄ちゃんの家に泊とまるのに、汗あせ臭くさいままの妹なんてお兄ちゃんも嫌いやでしょ？　桜も絶対に嫌」

「その気持ちはわかるんだけどさ……！」

「涼花ちゃんに見つからないようにすればいいんでしょ？　大丈夫だよ」

　と、桜は言うものの、背負ってるリスクが違ちがいすぎて危機感に差がありすぎる……！

　とはいえ、引き止めるのは無理そうだった。

　下手へたにゴネられて隣となりで寝てる涼花に気づかれたら、それこそ元も子もない。

「……くそっ、わかったよ！　その代わりだな……っ」

　仕方ないので、俺はその場で思いついた苦肉の策を提示する。

　もっとも、追おい詰つめられて出てきた策なんて下策以外ありえないんだがな……。




「ふー……、やっぱり一日の終わりはシャワーだよね！」

「いいからとにかく早く済ませてくれ！」

　その策とは、俺も一緒に風呂場に入る──ってわけじゃもちろんないからな!?

　桜がシャワーを浴びている間、俺が脱だつ衣い所で見張りをするという単純な作戦だった。

　……涼花に見つかった時に、あくまでも俺が風呂場を使ってるということにするため、この場にスタンバっておく必要があるからだ。

「でも、お兄ちゃんも一緒にシャワーしなくていいの？」

「お、俺はもう風呂に入ったから！　ってか女の子がそんなこと言っちゃダメ！」

　冗じよう談だんだよーと笑う桜の声に、俺はとにかく早く終わってくれと願うしかない。

　風呂場からはシャワーの音と、上じよう機き嫌げんな鼻歌が聞こえてくる。

　振ふり向くと、半透とう明めいな扉とびらに桜のシルエットが浮うかび上がっているのが見えた。

　ぼんやりとした影かげでもハッキリとわかるスラリとした身体からだ。

　なのに出るところはちゃんと出て、締しまるところはきちっと締まっている。

　手足が身体をなぞるたびに、普ふ段だんの桜のキャラからは想像がつかないほど艶なまめかしい雰ふん囲い気きが漂ただよってきて、シャワー音も相まってなにかこれからとてもイケナイことが起こるような気配が──ってなに考えてんだ俺は!?

「お兄ちゃん、ちゃんとそこにいるー？」

「いる！　いるからご利用はお早めにお願いします！」

　……お、落ち着け俺！　桜は妹なんだから、妹相手に邪よこしまな感情を抱いだくのはダメだ！

　……いや、妹じゃねえよ！　なにすっかり流されてんだよ俺！　妹じゃなくてファンで大人気声優な女の子だよ！

　……って、その方が今の状況だとヤバくないか!?　じゃあやっぱり妹だと思ってた方がいいな！　けどそれはそれで妹のシャワーを固かた唾ずをのんで見守ってる変態兄貴ってことになるんじゃないか!?　いやいやいや、だから桜は妹じゃないんだってば！

　と、俺が自分の混乱した頭にのたうち回っていた時だった。

「……お兄ちゃん？　こんな時間にそこで何してるんですか？」

「はぅわっ!?」

　突とつ然ぜん脱衣所の扉とびら越ごしに涼花の声が聞こえてきて、マジで一いつ瞬しゆん呼吸が止まった。

「すすす涼花か!?　な、なんでここに!?」

「一階から物音がしたから見に来たんです。そしたらお風呂場の電気が点いてて、中からお兄ちゃんの声が聞こえたので」

　……さ、さっきまでのアレ、口に出てたのか……って、それはともかく！

「そ、そうなんだよ！　ちょっとシャワーでも浴びるかなーって思って！」

　正直、すさまじい大ピンチだ……！

　一歩でも涼花に入ってこられると全てが終わる。主おもに俺の人生が終わる。

　なので俺は、顔面蒼そう白はくになりながらも必死に誤魔化そうと口を動かすのだが、

「……こんな夜遅おそくにですか？　それに、お兄ちゃんは私の前にもうお風呂を済ませてましたよね？　どうしてもう一度シャワーなんて？」

「それはだな！　なんか急に寒くなってきたから温まろうと思って！」

「シャワーくらいじゃ逆に湯冷めしそうですけど……。それに、昨日暖だん房ぼう器具を物置から出して来たばっかりじゃないですか」

「い、いや、それにちょっと汗もかいちゃってさ！」

「寒いって言ってたのに、なんで汗なんてかくんですか」

「おおお男にはいろいろ事情があるんだよ！　それに……、あれだ！　同じ家に住んでいるのに汗臭いままの兄貴なんて妹としても嫌だろ!?」

「な、なにをおかしなことを言ってるんですか!?　……そ、それに私は別にお兄ちゃんのにおいなら、その……、好きですし……」

　涼花はなにかゴニョゴニョ言っていたが、テンパってる俺はそれどころじゃない。

「と、とにかくそういうわけだから、何も問題はないぞ!?　お前は何も気にせずに部屋に帰ってぐっすりおやすみしてください！」

「……どうも様子がおかしいですね」

　俺は一刻も早く涼花にお引き取り願いたくて必死だったが、残念なことに去ってくれる気配はまるでなかった。

「お兄ちゃん、私に何か隠かくし事をしてませんか？」

　それどころか、涼花の疑念に火がついたらしい。

　いかにも怪あやしいといった口調で言う涼花に、俺は本気でダラダラと汗を流す。

「そ、そんなことはないぞ？　大体俺がお前に何を隠すってんだ？」

「……思えば、さっきからどうも変でした。執しつ筆ぴつ活動でキャラになりきっているわりにはちょっと騒さわがしすぎましたし……」

　それはその通りすぎて申し開きのしようもないわけだが……。

「お兄ちゃん、もしかして誰か家にいるんじゃないですか？」

「んなっ!?」

　俺はそのピンポイントな言葉に絶句する。

　……もともと涼花は勘かんの鋭するどいやつだったけど、なんだよそのクリティカルヒットは！

「ななな何言ってんだ!?　な、なにを根こん拠きよにそんな！」

「根拠は別にありません。なんとなくそう思っただけです。お兄ちゃんなら私に隠して女の人を家に上げることがあるかもしれないって……」

　涼花の言葉が次第に怒ど気きを帯びてくるのがわかった。

　しかもバッチリ正解だ。ってかなんなのその『お兄ちゃんなら』って……。

「そ、そそ、そんなことあるわけないだろ!?　あ、あるわけない……けど、もし、もし万が一だぞ？　そんなことがあったとしたら、その、どうなさいますか……？」

　俺は必死に否定しつつも、ビクビクしながら一応訊きいてみる。

「…………とても、怒おこります」

　うわぁ、具体的にどう怒るのか言わないところがすごく怖こわいなぁ！

　……って言ってる場合か！　ヤバイ！　ヤバすぎる！　なんとか涼花を誤ご魔ま化かさないと俺の人生が妹ＥＮＤ（死）になっちまう！

「とにかく、念のため中を確認させてもらいます」

「ま、待て涼花！　そういうアレなコレは一切ないから！　お前はすぐに引き返して安らかに眠ねむることをお勧すすめする！」

「……いよいよ怪しいですね。こうなれば絶対に確かめますからね！」

　そう言って脱衣所の扉を開けようとする涼花。俺は慌てて内側から押さえるも、小こ柄がらな妹とは思えないくらいすごい力で負けそうになる。あり得ねえ！

　……と、とにかくここを何とかしないと全てが終わる！

　そして焦あせって頭が真っ白になった俺は、




「お、俺は今裸はだかなんだ！」




　と、気がついたらそんなことを口走っていた。

「……え？」

「つまり全ぜん裸らだ！　すっぽんぽん！　お前が入ってきたら、まさに俺の生まれたままの姿を目まの当たりにすることになるんだぞ！　お前はそんなに俺の裸が見たいのか!?」

　ぶっちゃけ意味不明で警告にさえなってないし、自分で「あ、これ終わったわ」なんて思うくらいバカバカしい台詞せりふだった。

　しかし、なぜかフッと扉にかかっていた力が抜ぬけて、

「な、ななな何を言ってるんですかお兄ちゃんは!?　わ、私がお兄ちゃんのは、ははは、裸なんて見たい！　……じゃなくて！　みみみ見たいわけないじゃないですか！　そ、そんな破は廉れん恥ちで興味深い……！　一見そうでもなさそうだけど実はちゃんと男らしく筋肉もついていて、かと言ってやっぱり頼たよりないけどそこが守ってあげたくもなって守られたくもあって想像するだけで身体が熱くなるなんてことは全然ないですけどやっぱりそんなこと言われたら想像せずにはいられなくて──」

「あ、あの、涼花さん……？」

　なぜか急に意味不明なことをまくし立て始めた涼花。

　俺が恐おそる恐る声をかけてみると「はっ!?」と息を吞のむ音が聞こえた。そして、

「う、ううう……！　お、お兄ちゃんのバカバカバカああああああぁっ!!」

　それだけを言い残し、バタバタという足音がして涼花の気配が消えた。

　シーンと静まり返る中、俺はゆっくりと扉を開けて廊ろう下かを確認するが、やっぱりそこにはもう涼花の姿はなかった。

「な、なんだったんだ……？」

　……よくわからないけど、どうやらピンチは脱したらしい。

「た、助かったのか……？　はぁー……」

　俺はその場にへたり込んで、心の底から大きなため息を吐つく。

　一時はどうなるかと思ったけど、なんとか乗り切ったみたいだな……。

「あれ？　どうしたのお兄ちゃん？　なんか声が聞こえてたけど」

　と、そこに桜の声が聞こえて、俺は「あー……」と無防備に振り向く。

　しかしその瞬間、自分がどこにいてどういう状じよう況きようだったのか瞬時に思い出した。

「…………っ！」

「あ、あはは……。やっぱり桜もこの格好はちょっと恥はずかしかったかな……」

　目の前にあったのは、健康的な肌はだ色だった。

　さっきまでシルエットでしかなかったものが、今はハッキリ目の前にある。

　わずかに大事なところだけをタオルで隠しただけの裸体。

　そして、シャワーのおかげか恥ずかしさからか、かすかに上気した桜の顔。

「ご、ごごごごめんなさい!?」

　俺は弾はじかれたように飛び上がり、桜の方を見ないようにして棚たなに置いてあったバスタオルを押し付けると、そのままつんのめりながら廊下に飛び出した。

　後ろでは桜が「お兄ちゃんだから大だい丈じよう夫ぶだよー」なんて相変わらずの調子だが、俺は頭の中で謝罪を繰くり返し続けるしかなかった。

　……でも、なぜかそんな中「ありがとうございます！」って言葉が頭に浮かんできたのはどういうことなんだろうな……？




　まあ、それで俺の受難が終わってくれればよかったんだけど……、

「……完全に忘れてたな」

　あの後、自前のパジャマ（バッグに入れて持ってきていたらしい）に着き替がえた桜と部屋に戻もどった俺だが、そこでようやくこの状況における最大の問題に気がついた。

「俺はどこで寝ねりゃいいんだ……？」

　この家には存在しないはずの桜を俺の部屋から出すわけにはいかない。

　しかし俺の部屋にはベッドが一つ。寝ね床どこを必要とする人間は二人だ。

「そんなの、お兄ちゃんと桜がベッドで一いつ緒しよに寝れば解決だよ」

　案の定桜は無む邪じや気きな笑顔で想定内のことを（想定できてしまう自分が悲しい）言いだしたわけだが、そこで「そーですねー」と頷うなずくほど俺は自じ暴ぼう自じ棄きになってない。

「……ま、俺が床ゆかで桜がベッドだよな」

　当然といえば当然の結論だった。

　まあ兄妹きようだいなら最低限、同じ部屋で寝ても問題ないだろうさ。

　……いい加減もう桜はそういう扱いにしておいたほうが無難だと諦あきらめて、俺はそれ以上深く考えるのをやめた。なので深くツッコまないでいただきたい。

「えー？　そんなのダメだよ。桜、お兄ちゃんに迷めい惑わくかけたくないよ？」

「なかなかうれしいことを言ってくれるじゃないか」

　まあ迷惑ならもう散々かけられてるんだけどね。

「それに兄妹が同じベッドで寝るなんて普ふ通つうなんだから、一緒に寝ようよ」

「そしてなかなかトンデモナイことを言ってくれるじゃないか！」

　そんな普通があってたまるか！　とリアル妹がいる兄として声こわ高だかに主張したい！

「……まあ確かに普通じゃないかもだけど、でもお兄ちゃんと桜だったら普通だと思う！　だってお兄ちゃんは優しいから無問題だよ！」

「だからそういう謎なぞ理論はどっから──っておい！」

　そのツッコミを遮さえぎるように、桜は俺の手を急に摑つかんで引っ張った。

　そしてそのままベッドに倒たおれるようにして潜もぐり込むと、

「にゅふふー……、お兄ちゃんあったかい……」

　強ごう引いんに引きずり込んだ俺の腕うでに全身で抱だき付きながら、あっという間に就しゆう寝しん態勢に入ってしまったのだ。

「お、おい！　放せって！　お願いだから！」

　俺の悲痛な叫さけびも「だーめ」と可愛く一いつ蹴しゆうされてしまう。

　そして桜は目を瞑つぶると、あっという間に寝ね息いきを立て始めた。

　思わず「Ｎび太君かよ！」とツッコみたくなってしまうくらいの見事な手て際ぎわに、俺は逃にげ出す暇ひまもなかった。

「……どうすりゃいいんだ」

　右腕の柔やわらかい感かん触しよくと、風ふ呂ろ上あがりの女子の香かおりに包まれながら途と方ほうに暮れる俺。

　もちろん眠れるわけがないし、そもそも眠っちゃいけない状況だった。

「しかも、なんでそんなに安心しきった顔で寝てられるんだよ……」

　俺は桜の寝顔を見ながら情けない声で呟つぶやく。

　……まあ俺を永遠野誓作品に出てくる兄キャラと混同してるからなんだろうけど、俺はあんな理想的な兄貴じゃないって何度言ったらわかってくれるんだ？

　くそ……っ、こうなりゃいっそ襲おそってやろうか！　男相手に無防備な姿を晒さらすのがどれほど恐ろしいか、教育してやるべきかもしれん！

「んん……、お兄ちゃん……。んー……」

「…………」

　だが、これ以上ないくらい幸せそうに寝ている桜を見ていると、そういった考えはすぐにしぼんでしまった。情けないとかヘタレだとか言われるかもしれないが、自分でも自覚しているからあんまり責めないでほしい。

　それでも、女の子が幸せそうにしてるのを見て、しかもほんの少しでも自分がそれに手助けできてると思うと、邪じや魔まなんてとてもできないと思う。

「……それに今は一応とはいえ、桜は『妹』だしな……」

　と、思わず口に出してしまったが、別に深い意味があるわけじゃないぞ？

　これは、ほら、あれだ、俺が普ふ段だんからラノベ執しつ筆ぴつのために主人公的行動を取ることの一いつ環かんのようなものであって、そういうアレは一切ないので勘かん違ちがいしないように。

「って、誰だれに言い訳してんだ…………っと」

　そんなことを言いながら、俺はそっと腕を桜から引っこ抜いていく。

　細心の注意を払はらって起こさないようにしながら、俺はやっとの思いでベッドから抜け出すと、ようやく緊きん張ちようから解放された。

「なんか、前もこんなことがあったような気がするな」

　夏休みに舞の別べつ荘そうで過ごした時のことを思い出しながら、音を立てないようにドアを開け自室から出て行く。

　もちろん一緒に寝られるわけなんてないし、やっぱり同じ部屋にいるのもよくない。

　リビングに下りるとソファに腰こしを下ろし、徹てつ夜やする覚かく悟ごを決める俺。

　どうせ朝は涼花が起こしに来るので、それを事前に阻そ止ししないといけないから、どのみち眠ってる場合じゃなかったのだ。

「あー……、なんでこんなことになっちまってるんだろうな……」

　眠ねむ気けに耐たえてぼんやりと呟きながら、俺は全ての元げん凶きようである桜を思い浮うかべる。

　……やっぱりこうなった以上、明日ちゃんと家出について詳くわしい事情を訊きこう。

　家族のことだからって遠えん慮りよしてたけど、俺が『兄』で桜が『妹』ってんなら、俺だって立派な当事者だ。

「それにこんな目に遭あってんだから訊く権利くらいあるってもんで……、ふあぁ……」

　そして俺は睡すい魔まと戦いながら時間を過ごし、翌朝起きてきた涼花に「……今日はたまたま早く目覚めちまってな……」と充じゆう血けつした目で答える羽目になるのだった。




　　　　▼




「……まったく、早く起きてくださいとは言いましたけど、だからって徹夜なんて二度としないでください。体調を崩くずしますから」

「い、いや、なんか緊張して眠れなかったんだよ」

　俺は涼花と一緒に編集部までの道を歩きながら、あくび混じりにそう言った。

　あの後、徹夜したってことを一発で見み抜ぬかれて涼花から大目玉を食らったわけだが、その甲か斐いもあって桜のことはバレずに済んだから助かった。

　で、予定通りアニメ監かん督とくに会うために、俺は涼花と一緒に東京までやって来たわけだ。

　桜に関しては、家を出る前に編集部に行くってことと、帰ったら家出の事情を訊くってことを言っておいたんだけど、ただその時は寝起きだったんで、

「うん……、わかったよぅお兄ちゃん……。むにゃ……」

　と頼りない返事だったわけだが、まあ家に一人で置いとく分には問題ないだろう。

「ほらお兄ちゃん、フラフラしてないで真まっ直すぐ歩いてください」

　睡すい眠みん不足で足取りの怪あやしい俺を見かねたのか、涼花が俺の手を握にぎる。

　本当にお兄ちゃんはどうしようもないんですから……！　とご立腹で、俺と顔を合わせようとしない涼花に、俺は「不ふ肖しようの兄ですまん……」と心の中で謝っておく。

「私は編集部に行くのは初めてなんですから、もうちょっとしっかりしてください」

「真の作者が初めて行くってのも、改めて考えてみればすごい話だよなぁ……」

「まあ別に興味はないんですけど、お兄ちゃんと一緒なら別です」

「俺と一緒ならって、永遠野誓としての振ふる舞まいを監かん視しするって意味で？」

「ま、まあそういうことです。言うまでもないことですけど、今日会う監督さんにも、永遠野誓として妹好きだってことをちゃんとアピールしてください」

　なぜか頰ほおを赤らめてそっぽを向く涼花に、俺は「わかってるよ」と返す。

　そうこうしているうちに、俺達は皇すめらぎファンタジー文庫編集部のあるビルへと到とう着ちやくした。

　中に入り受付の人に話すと、間もなく担当編集者である篠崎さんがやって来た。

「やあやあ先生、わざわざ来てもらってすまんね。それと美少女な妹さんも、ようこそおいでくださった。元気に先生との愛を育はぐくんでいるかな？」

「え？　あ、その、はい……」

「あり得ない挨あい拶さつで出で迎むかえないでください！　涼花も律りち儀ぎに合わせなくていいから！」

「ふっふっふ、遠慮することはないのだぞ？　なんだかんだ言って妹さんと同どう伴はんでやって来てるんだから、先生はもっと妹萌もえであることを前面に押し出すべきだ」

　涼花と一緒に来たのは真の作者だからなのだが、そんなこともちろん言えるわけがないので、俺は「ぐぬぬ……」と口を噤つぐむしかない。

「そ、そうですよお兄ちゃん。篠崎さんのおっしゃる通り、永遠野誓としてもっと妹好きを出すべきです！　……も、もちろん私にとっては迷惑なことなんですけど、妹の義務ですから我が慢まんします！」

「おお、なんとできた妹さんだ！　これからも先生のことをよろしくお願いする！」

「わ、わかっています。あくまでも妹の義務として、お兄ちゃんの作家活動に協力していくつもりです。お任せください」

　……なんでこの二人はこんなに意気投合してるんだろう。

「さて、ではついて来てくれたまえ」

　そう言って篠崎さんが案内したのは、編集部内にある打ち合わせスペースだった。

　そこには既すでに誰かがいて、俺達に背を向けるように座っているのが見えた。

「待たせてすまなかったな」

　篠崎さんがその後ろ姿に声をかける。

　だがその人はなぜか反応を見せず「はぁ……」と小さなため息を吐ついた。

「おい桜さくら田だ、どうしたんだ？」

「……え？　あ、すいません先せん輩ぱい。少し考え事をしていました」

　再度呼びかけられてようやく振り向いたのは、二十代前半くらいの青年だった。

　お洒落しやれに整えられた髪かみに、柔にゆう和わだが精せい悍かんな顔つき。メガネの奥からこちらに向けられる視線は理知的で鋭するどく、それでいて全体的な雰ふん囲い気きはとても爽さわやかだ。

　典型的なイケメンだ……と、俺が少し気け圧おされていると、篠崎さんが間に立って、

「先生、こいつが今度アニメ化にあたり監督を務める桜田だ」

　紹しよう介かいを受け、その青年がこちらに頭を下げる。

「初めまして。アニメ監督をやっている桜田樹いつきと申します。よろしくお願いします」

「は、はじめまして、永遠野誓です。よろしくお願いします」

　すごく丁てい寧ねいな挨拶に俺も緊張しながら返していると、ふとあることに気がつく。

「……あれ？　桜田樹って、まさか……？」

「そのまさかだ先生。こいつはあの桜田樹本人だよ」

　篠崎さんの言葉に、俺の中で緊張度が急激に高まっていくのを感じた。

　というのも、桜田樹といえばオタク業界で知らない人がいないほどの大アニメ監督だ。

　……ま、まさかそんな人が涼花の作品を担当する、だと……!?

「今日は永遠野先生にお会いできるということで、楽しみにしていました。先生の〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉は本当に名作だと思っています。そのアニメ化を担当できて、一ファンとしてもすごくうれしいです」

「そ、それはどうもありがとうございます！」

　しかもベタ褒ぼめされてますます焦あせる俺。するとクイクイと袖そでを引っ張られ「もっと堂々としてください」と涼花に小声で注意されてしまった。

「……それから、私の紹介もしてくれないと失礼になってしまいます」

「あ、そうだったな……。こいつは俺の妹で涼花っていいます。今日は、えっと……、こいつが見学したいって言うもんだから連れて来たんですよ。家族同伴ですいません」

「初めまして、永見涼花と申します。お兄ちゃんがこれからお世話になりますが、どうかよろしくお願いします」

　俺の言葉に合わせて、涼花が完かん璧ぺきなお嬢じようさま然とした挨拶をする。

　こうやって堂々としている涼花が、まさか本当の永遠野誓だなんて思うまい。

「……永遠野先生の、妹……？」

「そうとも、妹さんは先生の作品を陰かげで支えている存在なのだ。先生の無限ともいえる欲よく望ぼうを受け止めて、日々作品執筆のために協力しておられる。最大の功労者と言っても差し支つかえないから、失礼のないようにするんだぞ」

「ドサクサに紛まぎれてなんつー紹介をしてんですか!?」

　篠崎さんの妄もう言げんに、妹好きの演技も忘れて思わずツッコんでしまった。

　……だけどここはツッコんでもいいと思う！　妹好きは妹好きでも、頭に『変態』という単語が付くような人物だと思われるのはさすがにごめんだからな！

「あの、この人の言葉は九割九分くらいは差っ引いて聞いてもらえると──」

　しかし、俺がフォローしようとすると、桜田さんがどこか呆ぼう然ぜんとした様子で涼花を見つめていることに気がついた。

「……どうかなさいましたか？」

　涼花も不思議そうな表情で首を傾かしげる。

「あ、いえ……！　すいません、少しボーッとしてしまって」

　すると桜田さんはハッと我に返った様子で謝る。……なんだったんだろう？

　みんなで席に着くと、篠崎さんから桜田さんのことを改めて紹介された。

　二十二歳という若さでアニメ監督になり、初作品を大成功させて一いち躍やく有名になったのを皮切りに、発表する作品の全てが高評価でアニメ界の若き天才と呼ばれている桜田監督。

　基本文章畑でアニメスタッフのことは特に詳しくない俺でも、桜田監督の作品については全て知っているほどだ。

　宇宙開かい拓たく期の少年少女達の冒ぼう険けんを描えがいた大ヒットアニメ『ラグランジュ』や、繊せん細さいな少女の恋こい心ごころをコミカルだけど感動的に表現した『夏の雫しずくは恋をする』。重厚なストーリーと魅み力りよく的な世界観で日本だけじゃなく海外でも高い評価を受けたダークファンタジー『黒くろ鉄がねの神々』など、ここ数年の超ちよう有名タイトルが次々と篠崎さんの口から語られる。

　俺は改めて、そんなすごい人が出てきたことに戦せん慄りつしていたのだが、

「なるほど、実力のある方なんですね」

　当の涼花はアニメどころかオタク業界についてもからっきしなので、こんな感じで淡たん泊ぱくな感想を返すだけだった。

　俺がどれだけすごいことなのか説明しても「そうですか」の一言で終しゆう了りよう。

　アニメファンには怒おこられるかもしれないが、俺の妹はこういうやつなので許してあげてください。ラノベ作家としてもどうなの？　とは俺も思うけども。

「……にしても、よく桜田さんほどの人にお願いできましたね」

「なに、先生の作品をアニメ化するのだ。監督もそれ相応でなくてはならん。それに桜田自身も初の妹モノ作品ということで乗り気だったから、話はすぐに決まったよ」

　篠崎さんはあっけらかんと言うが、実際はものすごいことなのだ。

「先生は大船に乗ったつもりで、全世界に先生の作品の素晴らしさが広まるのを見ていればいいさ。編集者としても大学の先輩としても、そこは私が保証しよう」

「そう言えば桜田さんが先輩って言ってましたけど、同じ大学だったんですか？」

「そうとも、こいつはその頃ころから既に才能の片へん[image: 鱗]りんを見せていてな。自作の短編アニメをニコニコ動画にアップしたりして大きな反はん響きようを──」

　と、俺が篠崎さんと話していると、横から涼花と桜田さんの会話が聞こえてきた。

「妹であるあなたが、先生の作品に協力されているというのは本当なのですか？」

「はい。本当です」

「ですが、先生の作品は直球すぎる妹萌え作品ですよ？　それでもあなたは……？」

「そ、それは確かに遺い憾かんなんですけど、私も妹の義務として仕方なくですね……！　本当にお兄ちゃんはどうしようもない妹好きで私も迷めい惑わくなんですけど！」

　桜田さんの質問に、涼花はいつもの調子で返していた。

　まあ涼花の場合、俺がフォローなんてしなくてもボロは出さないだろうから安心して見ていられる。妹好きってところをアピールしすぎな気がしないでもないけど。

　と、そんなこんなで一通りの紹介も終わった頃だった。

「永遠野先生、少しよろしいですか？」

　桜田さんが、急に真しん剣けんな様子で俺に話しかけてきたのだ。

　どこか気配が変わったような気がしていると、桜田さんは「先生にお訊ききしたいことがあります」と続けた。

「先生は妹の可愛さというのはどういう所にあるとお考えですか？」

「え？　可愛さですか？」

「はい。アニメにする際にも先生のお考えを反映したいと思いまして」

「あ、ああ、そういうことですか……」

　突とつ然ぜんの質問に少し驚おどろいたが、それを聞いて納得した。

　こういう時に永遠野誓らしく、妹好きな答えを返すのが代理人の仕事だ。

「そうですね、やっぱり年下であることと家族という関係性。それに『お兄ちゃん』という特別な呼び方も大きいと思います」

「なるほど。では妹と言ってもデレの具合などでキャラは千差万ばん別べつですが、先生はどういった妹がいいとお考えですか？」

「それはまあ、やっぱり自分の作品のヒロインである祐ゆう花かが一番だと思ってます」

「なぜ数ある属性の中でも、先生は妹に惹ひかれたのですか？」

「……なぜと言われてもなんとなくと答えるしかないんですが」

「その『なんとなく』の部分を分ぶん析せきしたりはなさらないんですか？」

「ぶ、分析ですか？」

　俺は矢や継つぎ早ばやに繰くり出される桜田さんの質問にたじろぐ。

　……なんかいつの間にか桜田さんから得体の知れない迫はく力りよくを感じるんだが。

　とはいえ、袖を引っ張りながら「しっかりしてください！」と目で合図を送ってくる涼花の姿に、俺はこのままじゃダメだと気を引き締しめる。

「そ、そうですね！　やっぱり妹は、兄として守ることが運命づけられた存在ですから、他の属性よりも神秘性があるというか！　そういう可愛さは妹ならではなので、そういった部分も惹かれるところだと思います！」

　咄とつ嗟さに頭に浮うかんできたことを、なんとかそれっぽくまくし立てる。

　……俺だって妹好きの演技に関してはこれまで何度もピンチを切り抜ぬけてきたんだ。

　今いま更さらこれしきのことでやられたりはしない──……と思っていたのだが、
















「妹という属性は常に血けつ縁えんによる背はい徳とく性や反社会性、道徳・倫りん理りなどの問題に晒さらされるわけですが、その辺りはどうお考えですか？」

「え？　そ、それは──」

「しかし最近では、主おもにエロゲ業界などで見られる動きですが、そういった血縁による背徳性などは無視した妹シナリオも出てきています。それについてはどう思いますか？」

「いや、あの──」

「神話などにおいては兄妹きようだい婚こんというのはかなり普ふ遍へん的な属性を持っていますが、このような文化的な背景についてご意見はありますか？」

「だ、だから──」

「妹という属性さえついていれば、それ以外の属性がなんであっても愛することができると思いますか？　たとえばエイリアンな妹とか、植物な妹とか、昆こん虫ちゆうな妹とか、中性子な妹とか。そういった思考実験をしたことはありますか？」

「えええ!?」

　と、マシンガンのように次々と飛んでくる問いかけに、俺はたじたじになる。

　演技で永遠野誓のキャラになりきることができたとはいえ、実際の俺は妹好きでもなんでもないんだ。「俺は妹が大好きなんですよー」と横にいる涼花の肩かたを抱だくくらいなら可能にはなったものの、こんなコアな質問をされても、とてもじゃないが答えられない。

　……ってか最後の質問は一体なんなんだ!?

「おい桜田、急にどうしたんだ？　先生が困っているじゃないか」

「ですが先せん輩ぱい、あのような妹萌もえ作品を書いたのですから、永遠野先生自身はもちろん妹萌えのはず。この程度の質問に答えられないはずがありません」

　その答えに「それはそうかもしれないが……」と、篠崎さんも困こん惑わくする。

「……それともまさか、永遠野先生の妹萌えはその程度のものなのですか？」

「そ、そんなことはありません！」

　とその時、涼花が身を乗り出して反論した。

　……だがその瞬しゆん間かん、桜田さんの目がさらに鋭するどくなったような気がした。

「そうですよね。あれだけの神作品を書いたのだから、そんなはずはないんです。……だからこそ、僕は確かめないといけない。永遠野先生がどれほどの妹萌えなのかを」

　桜田さんの鋭い視線に、俺は射い竦すくめられたように動けない。

「永遠野先生、もう一度質問します。こちらの永見涼花さんは先生の妹ということでしたね？　ならば先生も、妹好きとして当然彼女に手を出しているのですよね？」

「ええ!?　い、いや、リアル妹に手を出したりするわけないでしょう!?」

「妹萌えなら、リアル妹かどうかなどは関係がないはずです。それが『妹』である限り、萌えを追求するのが正しい妹萌えではないのですか？」

「そ、それにしたって越こえちゃいけない一線ってもんがありますよ！」

「……永遠野先生のお言葉とは思えませんね」

　……いや、なんで失望しましたみたいな反応!?

「妹のベッドに入ってゴロゴロしながらクンカクンカしたり、妹がシャワーを浴びているところに笑顔で一いつ緒しよに入りに行ったり、妹の脱ぬいだニーソックスのぬくもりを全身で感じたり、そういった行こう為いは日ひ頃ごろからなさってるんですよね？」

「そんなことするわけないじゃないですか！」

「な、なぜです？　あなたは永遠野誓なのでしょう？　だったら妹の入った風ふ呂ろの残り湯を飲んだりするくらいは当然なのではないのですか!?」

「そんな変態行為が当然でたまるか！」

　横で涼花が「お、お兄ちゃん……！」と必死に服の袖そでを引っ張っていたが、俺は桜田さんのあんまりな言葉を反射的に否定していた。

　……確かに俺は涼花の代理人で、超妹萌え作品を書いた永遠野誓というキャラを演じないといけない役割にあるさ……！

　だがな、最悪俺自身が妹好きの変態鬼き畜ちく兄貴と思われるのはまだしも、涼花がその犠ぎ牲せいになってると思われるだなんて、たとえ演技でも絶対に受け入れられない!!

　俺はそんな信念から、演技も忘れて反論したわけだが──

「……本当に残念です。永遠野先生……」

　それは、俺が思っていた以上に致ち命めい的てきなことだったのかもしれない。




「あなたは妹萌えというものがわかっていない」




　桜田さんはそう言って、とても悲しそうな表情で首を振ふった。

「幻げん滅めつしました。まさかあの神作品の作者が、妹に対してその程度の想おもいしか持っていない人だったなんて……、裏切られたような気分です」

「……え？　そ、それはどういう」

「永遠野先生、あなたからは妹に対する熱い気持ちがまるで感じられない。それなのにあんな神作品が書けたなんて信じられませんね……。偶ぐう然ぜんとは残ざん酷こくなものです」

　桜田さんが席を立つと、篠崎さんが慌あわてて、

「お、おい、いきなりどうしたというのだ？」

「先輩、今日こういった場を設もうけていただいて感謝しています。おかげでアニメについての方針が固まりました」

　方針……？　とその場にいた全員が首を傾かしげていると、

「妹萌えをわかっていない人の妹キャラをそのまま描えがくわけにはいきません。アニメ化に際して、妹キャラは僕なりの解かい釈しやくを反映させたうえで改変しようと思います」

　俺はその言葉を聞いた瞬間、脳天をぶっ叩たたかれたような衝しよう撃げきを覚えた。

　キャラ改変──それは原作ファンにとっては悪夢のような響ひびきの単語だったからだ。

「え？　改変って……」

　だがそんな知識がない涼花は、桜田さんの言葉にキョトンとしている。

「ま、待ってください！　キャラ改変とか……っ、なんで急にそんな！」

「それはあなたのせいです、永遠野先生」

　俺の抗こう議ぎに、桜田さんはピシャリと返す。

「あなたの作品は確かに素晴らしい。ですが、あなた自身は妹萌えをわかっていない。神作品のアニメとして世に送り出すには、キャラの改変は必ひつ須すでしょう」

「ふ、ふざけないでください！　俺はれっきとした妹萌えで──」

「それは、本当に心から誓ちかえるのですか？」

　桜田さんの問いに、俺は「当然だ！」と返すつもりだった。

　だけど、なぜかそれ以上言葉が出てこなかった。

　その理由は、わかっている。ウソだからだ。俺は本当は妹萌えなんかじゃない。

　この場で涼花に抱き付いて頰ほおずりの一つでもしながら「ほら、俺ってこんなにも妹萌えじゃないっすかー」と演技すること自体はできるだろう。けれど、桜田さんの真まっ直すぐな視線に、とてもそんな見せかけだけの妹萌えが通じるとは思えなかった。

「お兄ちゃん……？」

　涼花が心配そうに俺の手をギュッと握にぎる。

　しかし、俺はその場で石化したみたいに動くことができない。

「それでは失礼します」

　やがて桜田さんは、俺達に一礼して去って行く。

　篠崎さんが慌ててその後を追いかけるのを眺ながめながら、俺はなおしばらく、その場に縫ぬいつけられたように留とどまっているしかないのだった。




　　　　▼




「キャラ改変って本当にそのままの意味だったんですか!?　そんなの絶対ダメです！　キャラに込めた私の気持ちが──違ちがいます！　物語が歪ゆがんでしまうじゃないですか！」

　地元の駅から出て、家に向かう帰り道でのこと。

　あの後、俺の説明で事の重大さを認識した涼花は、ずっとこんな風に怒おこっていた。

「……ああ、全く同意だ。アニメ化で原作のストーリーが改変されるってことはそう珍めずらしいことじゃないが、キャラが変わるってのはあっちゃいけないことだからな……」

　そんなふざけた事態は、代理人としても一原作ファンとしても考えたくない。

　しかし、涼花は俺の言葉に「むぅ……」と不ふ機き嫌げん顔で睨にらんでくる。

「お兄ちゃんもそう思ってるんなら、どうしてあの時にもっと反論しなかったんですか」

「うぐ……っ、それはさっきも説明しただろ……」

　俺は本当は妹萌えじゃないから。

　演技では、とてもじゃないが桜田さんを納得させられそうになかったから。

「演技じゃダメなら、あの場で即そく座ざに妹好きに目覚めればよかったんです！」

「無茶言うな！　ピンチになってホイホイ覚かく醒せいできるのは少年漫まん画がとラノベの主人公だけだっつーの！」

「……で、そんなこと言ってる場合なんですか？」

　ジト目で厳きびしい視線を向ける涼花に、俺は「そんな場合じゃないです……」とガクリと肩を落とす。

　事情はどうあれ、俺のせいでこんなことになってしまったのは間違いのない事実だ。

　代理人の俺が涼花に迷めい惑わくをかけているという不ふ甲が斐いなさ。

　なんとしても事態の打開を図はからないといけない。だからこそ、

「こうなったらお兄ちゃんは、演技ではなく本当に妹好きにならないといけません！」

　普ふ段だんなら「んなわけあるか！」と一いつ蹴しゆうする涼花のそんな台詞せりふにも、今回ばかりは頷うなずかざるを得なかった。

「それも来週までにです。篠崎さんが作ってくれるという場が、実質的な最後のチャンスですよ。それまでにお兄ちゃんは、妹という存在を心から好きになって、一生を貫つらぬくような愛情を持たないといけないんです！」

　そう言ってグッとこぶしを握り締しめる涼花。

「……なんかお前、怒ってるというより燃えてるって感じに見えるな」

「な!?　ななな何を言ってるんですかお兄ちゃんは！　わ、私は別に思いがけず絶好の機会が訪れたなんて思ってませんよ!?　これを機にお兄ちゃんに本当の意味で妹好きになってもらおうとは思ってますけど、それは別に個人的な願望ではなくてあくまでも代理人としての役割をよりスムーズにこなしてもらうというだけの意味で！」

「わかってる！　わかってるから襟えりを絞しめるな！」

「わ、わかってるなら変な勘かん違ちがいはしないでください……！」

　涼花はそう言って手を離はなすと、真っ赤な顔でプイッとそっぽを向いた。

「しっかし、俺が妹萌えか……」

　身から出た錆さびとはいえ、とんでもないことになったと改めて感じる。

　リアル妹の涼花がいる俺にしてみれば、妹って属性はずっと理解できないものだった。

　そりゃ俺だってオタクだし、妹属性で可愛いと思ったキャラはいるさ。

　……たとえば涼花の作品のヒロイン──祐花みたいにな。

　でもそれはあくまでキャラ自体が可愛いからであって、妹って属性がどうこうって話じゃない。そんな俺が今いま更さら妹萌えに目覚めることができるんだろうか……？

「躊ちゆう躇ちよしてる暇ひまはありませんよ。なにしろ期限が一週間しかないんですから」

　ちなみにその一週間というのは、再度桜田さんと会えるのが一週間後という意味だ。

　あの後、桜田さんを追って行った篠崎さんが戻もどってきて、来週もう一度会う機会を作ったからそこでなんとか考えを改めさせようということになった。

　そこで俺が彼を納得させないと、キャラ改変アニメが作られてしまうことに……。

「大体、原作者の許可なくそんなことができるのがおかしいんです！」

「まあアニメと原作は別物だって側面はあるんだが……」

　改めて憤いきどおる涼花に俺はどこか上うわの空でそう返しながら、今になってもまだ躊躇してしまっている自分に気がつく。

　……いや、こうなってしまった以上、迷う権利さえ俺にはない。

　涼花の作品のためにも、俺はとにかく妹萌もえに目覚めないといけないんだ。

　たとえ、それで涼花にますます嫌きらわれるようなことになったとしても──それは自じ業ごう自得として受け止めるしかない……！　覚かく悟ごを決めろ……！

「……よし、じゃあ俺、帰ったら早さつ速そく妹萌え系けいの作品を買いに──」

「帰ったら早速特訓を始めますよ、お兄ちゃん」

「へ？」

　俺の言葉を遮さえぎって言う涼花に、思わず気の抜ぬけた声が漏もれる。

「なにをボーッとしてるんですか？　帰ったら妹好きになる特訓だと言ったんです」

「い、いや……、お前が付き合ってくれるのか……？」

「あ、当たり前じゃないですか！　妹に関係することなんですから、私が協力しないでどうするんですか！」

「でも、その……、妹萌えだぞ？　兄貴が妹萌えになるとか、気持ち悪くないのか？」

「むしろ大だい歓かん迎げい──ではなく！　そそそそういう側面もあるかもしれませんが、今は緊きん急きゆう事態ですから！　そもそも永遠野誓に関することですから！　役得とかラッキーとか、そういうことは別にして二人で協力するのは当然です！　ですよね!?」

「そ、そうだな!?」

　涼花の剣けん幕まくに押され、思わずコクコクと頷く俺。

　……た、確かに涼花にとっても見過ごせない事態だもんな。

「ありがとう涼花……。その、俺のせいで迷惑をかけちまってるのに……」

「い、いえ、あくまで緊急事態ですから！　そんなことよりも、これからビシバシ妹の良さを叩き込みますから、そのつもりでいてください！」

　そんなことを話していると、俺達はちょうど家に到とう着ちやくした。

　涼花が赤い顔で俺から目線を逸そらしたまま、玄げん関かんのドアに手をかける。

　俺は気合を入れて、とにかく妹萌えになることだけを考えようと改めて決意した──のだが、その瞬しゆん間かんふっと違い和わ感かんを抱いだく。




　……あれ？　俺、なんか大事なことを忘れてるような？




　それがなんなのか、パッと思い出せない。

　でも、なんの問題もなかった。なぜなら──




「お帰りなさい！　お兄ちゃん！」




　玄関のドアの向こうから、なぜか裸はだかエプロンというあり得ない格好で飛び出して来た桜を見た瞬間、全てを思い出したからだ。

　花が咲さいたような桜の笑顔と、微び動どうだにしない涼花の後ろ姿。

　その瞬間の光景を名付けるなら、きっとこれ以外ないだろうと思う。

「…………お兄ちゃん？　これはどういうことですか……？」

　ギギギ……とさび付いたロボットのような動きで振ふり向く涼花を眺めながら、俺は心の中でこう呟つぶやいた。




『地じ獄ごくの始まり』と──

















第二章　新しく妹ができた件について









　怒おこられた。これ以上ないってくらい怒られた。

　あの後起こったことを端たん的てきに述べると、事情を洗いざらい吐はかされたうえですさまじい説教を数時間にわたり食らった──といったところだ。

「……もう二度と、こんなことはしないと誓ちかいますか？」

　ようやく少し落ち着いた涼すず花かは（それでもこめかみに青筋が浮うかんでるけど）、腕うでを組んで仁に王おう立ちし、俺を見下ろしながらそう言った。

「ワタシハ二度ト妹ニ隠かくシ事ヲイタシマセン」

　そんな涼花に、俺は妹に服従する機械になって土下座し続けるしかなかった。

　……こんなことになるんだったら、昨日のうちに打ち明けておけば五分くらいは説教の時間が短縮できてたかもしれないな……、なんて心の中で涙なみだを流しながら。

「まあまあ涼花ちゃん、お兄ちゃんも反省してるみたいだし、そろそろ許してあげよ？」

「あなたも当事者なんですよ!?　それからお兄ちゃんのことを勝手にお兄ちゃんって呼ばないでください！」

「えー？　でもお兄ちゃんはお兄ちゃんだよ？」

「お兄ちゃんはお兄ちゃんでもお兄ちゃんは私のお兄ちゃんであって水み無な月づきさんのお兄ちゃんではありません！」

「それはそうだけど、でも今はお兄ちゃんは桜さくらのお兄ちゃんだし」

「意味不明なことを言わないでください！　お兄ちゃんはあくまでも私のお兄ちゃんであって他の誰だれもお兄ちゃんをお兄ちゃんと呼ぶことは──」

　二人は口論を始めるが、桜のふわふわした性格からか、全然嚙かみ合っていなかった。

　しかも早口言葉の言い合いみたいになってるし、お兄ちゃんって単語が溢あふれすぎててなんかゲシュタルト崩ほう壊かいしそうだな……。

「……お兄ちゃん？　なにを他人ひと事ごとみたいな顔で見てるんです？」

「そそそそんなことないです！　海より深く反省してますです！」

「ほら、お兄ちゃんもこう言ってることだし」

「だから私に無断でお兄ちゃんと呼ばないでくださいと──」

　とまあ、こんなやり取りがさっきからループしているわけだが。

「しかもそんなはしたない格好で出で迎むかえるとはどういう料りよう簡けんですか……っ」

　涼花の矛ほこ先さきが、今度は桜の服装へと向いた。

　そんなはしたない格好──というのは例の裸はだかエプロンのことであり、ちなみにまだ桜は同じ格好のままだった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ涼花ちゃん。お兄ちゃんは喜んでるから！」

　そう言ってくるりとその場で一回転する桜。するとたちまち桜の白い肌はだが見え──るわけじゃなく、エプロンに隠かくれたタンクトップとショートパンツ姿がお目見えする。

　……そう、これはフェイクの裸エプロンコスだ。

　正面からのみエプロン以外は何も身に着けていないように見えるが、実はちゃんと服を着てますよーというもの。いかにもＷダブルピース先生好みのコスチュームと言える。

「お兄ちゃんの部屋で見つけたから、びっくりさせようと思って着てみたんだぁ」

「ほほう……、お兄ちゃん？　弁明と覚かく悟ごをどうぞ」

「Ｗピース先生が家に置いてったやつだって、お前も知ってるだろうが！」

　あと覚悟って何の覚悟なんですかね!?

「まったくお兄ちゃんは……！　どこまでお人よしなんですか……！」

　まだ怒っているようではあるが、かなりクールダウンしてきた様子の涼花。

　一応、涼花に内ない緒しよにしていたという部分以外は最低限納得してくれてはいるようで、夜中だろうがなんだろうが追い返すべきだったんです！　的なことは言わないあたり、俺の妹も基本的には話の通じるやつだった。

「はぁ……、もういいです。お兄ちゃんへのお仕置きはまた後で考えるとして──」

「……やっぱそれはあるのか」

「考えるとして！　……水無月さんには早々にお帰り願います」

「ええ!?　それはヒドイよ涼花ちゃん！」

　桜が抗こう議ぎの声を上げるも、涼花は取り合わず、

「昨日一晩泊とめたのは緊きん急きゆう事態だったということで納得できますが、それ以上は滞たい在ざいさせる理由はないはずです。そもそも家出してきたということ自体感心できませんし」

「うう……、お兄ちゃんもなんとか言ってよぅ」

「いやまあ、こればっかりは涼花が全面的に正しいと思うぞ。もともと俺も、夜が明けたらどうするか考えるように言ってただろ？」

「……全く正しい意見ですが、どうしてお兄ちゃんもごく自然に水無月さんを妹みたいに扱あつかってるんですか？　前まで敬語で話してたはずなのに……！」

　……それは、なんというか、桜が妹然と振ふる舞まってるとなぜかこっちも合わせないといけないような気になっちまうんだよ……。

「はぁ……。それはともかく、やはりお家に帰るべきですよ水無月さん」

「……そうはできない事情があるんだよ」

　あ、それで思い出した。

　家に帰ったら、その事情ってやつを詳くわしく訊きこうと思ってたんだったな。

「どんな事情か知りませんが、ご家族も心配されているでしょう？」

「大丈夫！　お母さんとお父さんには家出するってちゃんと言ってあるから！」

「「……は？」」

　桜の意味不明な発言に、俺と涼花の声が綺き麗れいにハモった。

「ちょ、ちょっと待ってくれ？　家出なのに両親に言ってあるって……？」

「そうだよ！　友達の家に泊まるから心配しないでってちゃんと伝えてあるの！」

「わけがわかりません！　じゃあ一体何のために家出して来たんですかあなたは!?」

「それは……、兄とケンカしたからなんだよ……」

「「兄？」」

　そこで初めて、桜の口から今までにない単語が出てきた。

「……待ってください。兄って、あなたにもお兄ちゃんがいるんですか？」

「『お兄ちゃん』だなんて、そんないいものじゃないよ」

　珍めずらしく、不ふ貞て腐くされたような様子で頰ほおを膨ふくらませる桜。

　俺達が困こん惑わくしていると、桜はポツポツとその事情とやらを語り始めた。

「桜の兄は、本当にどうしようもないくらい困った人なんだよ……。デリカシーはないし人の気持ちはわからないし、兄のくせに頼たよれるところが一つもないし、そのくせ桜に迷めい惑わくばっかりかけてくるし……」

　いつも朗ほがらかな桜とは思えないくらいどんよりした雰ふん囲い気きで、兄への不満を次々と口にしていく。その様子は、まるで暗黒面が噴ふき出したみたいで、普ふ段だんの雰囲気とのギャップがものすごかった。

「ガサツだしだらしないし格好悪いし鬱うつ陶とうしいし、なんであんなのが桜の兄なんだろうって神様に文句の一つも言いたくなるくらいで」

　思い出すだけでも嫌いやになるよ……！　と虚こ空くうを睨にらみつける桜。

「水無月さんも兄のことで苦労していたんですか……」

　涼花はそんな桜を、複雑な表情で見つめながら呟いた。

　……ってか、今の『も』ってやつは聞き間ま違ちがいですか？

「そうなんだよ。私には門限とかお小こ遣づかいの使い道とか、細かいことまでいちいち口うるさいくせに、自分のことは棚たなに上げてさ。そっちはだらしない生活ばっかりしてるくせに何言ってるんだって感じだよ」

「確かに、だらしない兄というのは本当に困りものです」

　と、なぜかうんうんと頷うなずきながら俺の方に冷たい視線を向ける涼花。

「……その、ものすごく何か言いたそうな表情はどういうことなんですかね？」

「私はただ一いつ般ぱん論に照らし合わせただけですが？」

　それが何か？　と目で言われ、俺はそっと視線を逸そらした。

「涼花ちゃんもわかってくれる!?」

「ええ、連れん絡らくもなく勝手に遠くまで本を買いに行き、夕食ギリギリに帰ってきて平然としているような時間感覚など、実に困りものですね」

「そうそう！　こっちにはちょっと遅おそくなったくらいでクドクド文句言うくせに、自分はそういうこと全然できてないんだよね！」

「何度言っても徹てつ夜やして、朝に起きてこないなどもしばしばですし」

「あるよね！　桜にはちゃんと規則正しく生活しろとか言っておいて、自分はからっきしなの！　どの口が言ってるんだかって感じだよ！」

「わかります。よくわかりますよ水無月さん」

　うんうんうんと強く頷き続ける涼花。

　なぜか桜と会話しているはずなのにその顔はずっと俺の方に向けられていて、またその視線がものすごく冷たい。

　……ってか涼花さん、あなた明らかに桜に共感してるんですけど……。

「お互たがい困った兄を持つと苦労が絶えないということですね」

　……おい、それって俺のことか？　と口に出そうとしたが、やめた。「自覚がないんですか？」とか真顔で返されたら、ちょっと立ち直れなくなるかもしれないからな……。

「涼花ちゃん！　うれしいよ、こんなにもわかってくれる人がいて！」

「私も意外なところで話が通じる人に出会えました」

　数分前までの険悪な雰囲気はどこへやら。いつの間にかお互い手を握にぎり合って、妹同士の友情（？）を確かめ合っている二人がいた。

　……共通の敵のおかげで手を取り合うあたり、人間の業ごうの深さを垣かい間ま見みた気がする。

「とにかくそういうわけで、桜の兄は本当に困った人なんだよ！　……それでも、今まではせいぜい過保護とか心配性しようって言葉で済ませられてたんだけど、最近それが急激に悪化してきてさ！」

「何があったんだ？」

「そんなの知らないよ！　で、桜もいい加減ビシッと言ってやろうと思って昨日兄の部屋に行ったんだよ！　……そしたら部屋の中がとんでもないことになってて……！」

　その光景を思い出したのか、桜はブンブンと首を振り、

「そこでもういい加減我が慢まんできなくなって、家出して来たというわけなんだよ！　当分顔も見たくないからね！」

「なるほど、そういう事情なら家出というのも納得できなくはないですね」

「涼花ちゃんはいい子だね！　こんなにも理解してもらえたのって初めてだよ！」

「やはり兄への苦労というのは、実際の妹にしかわからないものなのでしょう」

「だよね！　じゃあそういうわけで、ほとぼりが冷めるまでよろしくお願いします！」

「はい、わかりました。……………………あれ？」

　その時、桜の言葉に頷いていた涼花の動きがピタリと止まる。

　そしてその頰にツーっと冷ひや汗あせが伝ったのを、俺は見み逃のがさなかった。

「あ、あの……、今なんて？」

「うん？　だから、ほとぼりが冷めるまで家に泊めてくれるんだよね！　ありがとう涼花ちゃん！」

「えええ!?　な、なんですかこれは!?　いつの間にそんな話に……!?」

　混乱する涼花は「え？」「え？」と焦あせって辺りを見回す。

　……あの涼花をここまで取り乱させるあたり、やっぱり桜は恐おそろしい……。

「ちょ、ちょっと待ってください!?　い、今のはその、言葉の綾あやと言いますか！　確かに水無月さんに共感した部分はあるかもしれませんが、だからといって家に泊めるのを承しよう諾だくしたわけではなくてですね！」

「え？　じゃあさっきのはウソだったの……？」

　それを聞いて、桜は愕がく然ぜんとした様子で目を見開いた。

　目にはうっすらと涙なみだを浮うかべ、まるで打ち捨てられた子犬のような雰囲気が一いつ瞬しゆんでその場を支配する。……すごいなぁ。

　それに耐たえきれなかったのか、涼花は「う……」と怯ひるんだ後、そんなことはないと必死に首を振って否定する。

「う、ウソというわけじゃないんです！　私としても協力してあげたいのはやまやまなんですけど、その、やはりそういうのはいけないというか……！」

「やっぱり泊めてくれないの……？」

「ほ、ほら、家にはお兄ちゃんがいますし！　男女が同じ家で過ごすというのは不純異性交遊的なものでよろしくないじゃないですか！」

「あ、それは大丈夫だよ。桜はお兄ちゃんの妹で家族だし、それにお兄ちゃんはそんなことしないから」

「だから勝手に妹にならないでください！　……お、お兄ちゃんがそんなことしないというのは同意しますけど、それでもやっぱり……！」

　涼花はなんとか桜が泊まるのを阻そ止ししたいみたいだが、どうも分ぶが悪いようだった。

　その後も何かと理由を付けて断ろうとしても、桜ののほほんとした雰囲気に受け流されるか、同情を誘さそう態度に吞のみ込まれるかするだけ。

「う、うう……、とにかくダメなんですよ！　お兄ちゃんはこれから忙いそがしくなるんですから、その邪じや魔まになってはいけませんから！」

　やがて涼花が切せつ羽ぱ詰つまった様子でそう言うと、

「忙しくって、何かあるの？」

「い、妹好きになる特訓をしないといけないんです！」

　ついにそのことをぶっちゃけてしまっていた。

「妹好きの特訓？」

「はっ!?」

　涼花はそこでようやく「しまった！」という表情になるが、時既すでに遅し。

「ねえ、お兄ちゃんは永遠とわ野の誓ちかいで今でも妹好きなのに、どうしてまた妹好きの特訓なんてしないといけないの？」

「そ、それは……！」

　桜の当然の疑問──だが答えるわけにはいかない質問に、涼花がたじろぐ。

「ねえお兄ちゃん、どういうことなの？」

　答えられない涼花に代わり、桜の矛ほこ先さきが今度は俺の方に向いてきたので、こうなった以上はどうしようもないと口を開いた。

「あー……、それはだな、実は俺、あんなラノベ書いてるけどリアルでは妹萌もえってのがイマイチわかってない部分があってさ」

「お、お兄ちゃん!?」

　涼花は焦った様子で俺を見るが、俺は「仕方ない」と首を振ふる。

　桜相手だと誤ご魔ま化かしきれないだろうし、無理に隠かくして俺が涼花の代理人だってことがバレるくらいなら、ある程度は事情を明かした方がいいと判断したんだ。

「これは秘密にしておいてほしいんだけど、俺も迷いながら書いてるんだよ。こんなので妹萌えの人達を満足させられるのか、とかさ。……でも、さすがにこのままじゃいけないと思って、本当の妹萌えにならないとって思ったから」

「そのための特訓……？」

　桜の問いに俺は無言で頷き、涼花はその様子をハラハラしながら見守っていた。

　……さて、ここまで聞いて桜は俺のことをどう思うだろう。

　超ちよう妹萌えラノベを書いておきながら、実は妹萌えでもなんでもなかったんだということで、裏切られたと感じるだろうか？　それとも、ファンだった作家の情けない姿を見て、桜さくら田ださんのように幻げん滅めつでもするだろうか……？

　そんな風に、俺は固かた唾ずを吞みながら桜の次の言葉を待っていたわけだが、

「そうだったんだ……。うん、それなら桜がお役に立てるね！」

「へ？」

　返ってきたのは、全く想定外な明るい笑顔。

「お兄ちゃんが妹萌えのことで悩なやんでたなんて意外だったけど、それだったら桜にお任せだよ！　桜がお兄ちゃんの妹として、いっぱい妹の可愛さを教えてあげるから！」

「えっと、あの……」

「ど、どういうことですかそれは!?」

　呆気あつけにとられる俺に代わって、涼花が桜に詰つめ寄る。

「桜がお兄ちゃんの特訓に協力するってことだよ！　そうすればお兄ちゃんも妹萌えがわかるし、私も泊とめてもらう恩返しができるし、これが一石二鳥ってやつなんだよ！」

「ななな何を言ってるんですかあなたは！　そもそもあなたは妹じゃないですし、大体ドサクサに紛まぎれていつの間にか家に泊まることを決定事じ項こうにしないでください！」

「えー？　でも涼花ちゃん、桜の言ってることってすごく筋が通ってない？　我ながらすごい名案だって思ったんだけど」

　それを聞いて「うぅ……っ」と唸うなる涼花。

　……なんなんだろうな、この人のこういった押しの強さは……。

「い、いえ、そんなことないです！　水無月さんの論理には致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあります！」

　だが涼花は、なんとか持ち直してバーンと胸を張る。

「涼花ちゃんは、どこがおかしいって言うのかな？」

「水無月さんの協力は不要ということです！　なぜならお兄ちゃんには既に私という協力者がいるんですから、妹好きの特訓には間に合っています！」

「でも実際の妹と妹萌えは違ちがうよね？」

　グサッ!!

　な、なんか今、桜の言葉の剣けんが涼花の胸に突つき刺ささった気がする……。

「……な、……なっ!?」

「むしろ、実際の妹の方が妹萌えがわかりにくくなるんじゃないかなぁ？　だからやっぱり、ここは桜が適任だと思うなっ！」

　グサグサと、桜の無む邪じや気きな言葉が涼花に容よう赦しやなくぶっ刺さる。

　しかも全部完全に正論だったので、涼花は全く言い返すことができないようだった。

「というわけで、桜はお兄ちゃんの家に泊まってお兄ちゃんの特訓のお手伝いをします！　桜のことは本物の妹だと思っていいからね、お兄ちゃん！」

「…………」

　桜が俺に向かって満面の笑みを浮かべている間、涼花はガクリと膝ひざをついて打ちひしがれていた。しかしやがて、

「ふふ……、ふふふ…………」

　フルフルと身体からだを小刻みに震ふるわせながら立ち上がる涼花。

　……や、ヤバイ。これマジギレしてんじゃないだろうな!?

　今にも爆ばく発はつするんじゃないかと俺が戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、

「い、いいでしょう……！　じゃあ見せてあげようじゃありませんか……！」

　涼花がゆらりと立ち上がり、涙目で桜をキッと見み据すえる。そして、




「本物の妹が偽にせ物ものの妹に負けるわけがありません!!」




　ビシィッと音が聞こえそうなほどの勢いで、そんな謎なぞの宣言をしたのだった。

　桜は桜で「望むところだよ！」と笑顔で返す。

　どうやらその意味不明なやり取りで、家出中の桜が家に泊まり、しかも妹として過ごすことが決定したらしい。

　……え？　俺の意思はって？

　ねーよんなもんチクショウ！




　　　　▼




「とりあえず、しばらく使ってなかったので掃そう除じをしないといけませんね」

　正式（？）に桜の居い候そうろうが決まった後、まず初めにしないといけないと涼花が主張したのは、和室の掃除だった。

「お兄ちゃん、はたきをかけますから全部の窓を開けてください」

「はいよ」

　涼花の指示通り動く俺。

　完かん璧ぺき超ちよう人じんの俺の妹は我が家の家事全ぜん般ぱんを取り仕切っており、もちろん掃除なんかも手慣れた様子で手て際ぎわよくこなしていく。

「へぇー、和室なんて桜の家にはないから、なんか新しん鮮せんだよ！　それにすごく広い！」

　桜は俺達の後ろに立って、キョロキョロと室内を見回していた。

　ちなみに裸はだかエプロンコスは涼花に没ぼつ収しゆうされ、私服に戻もどっている。

「桜のために、わざわざありがとうね二人とも！」

「いや、決めた以上はちゃんと寝ね床どことかは用意しないといけないしな」

「でも桜は、別にお兄ちゃんの部屋で一いつ緒しよに過ごすのでもよかったんだけどなぁ」

「いいわけないでしょう!?　何を考えてるんですか！」

　桜は「冗じよう談だんだよー」と返すが、涼花は「冗談に聞こえません！」とご立腹だ。

　こんな風に涼花は、いちいち桜の言葉に反応しては突っかかるものの、天然な桜はつかみどころがなく結局はぐらかされてばかりだった。

　……前のコミケの時から思ってたけど、どうやら真ま面じ目めな涼花にとって桜は天敵みたいなものらしい。仲が悪いとかじゃなくて、相あい性しようが悪いという意味で。

「まあでも、仕方ないよね。お兄ちゃんに会いたければお兄ちゃんの部屋に行けばいいだけの話だし」

「お、お兄ちゃんは執しつ筆ぴつ活動などで忙しいので、用事もないのにお兄ちゃんの邪魔をするような行こう為いは禁止です！」

「えー？　じゃあ夜中に忍しのび込むのはいいよね？　寝ねてる時だったらお兄ちゃんの迷めい惑わくにもならないし」

「お兄ちゃん！　これから毎晩寝る時は部屋の鍵かぎを閉めて寝てください！」

「俺の部屋に鍵なんて付いてないだろ……」

　だからエロゲをする時はいつも気をつかって──……と、何でもない！

「でも涼花ちゃん、夜中に寂さびしくなってお兄ちゃんのベッドに潜もぐり込む妹って、かなり萌えると思うんだよね？」

「……そ、そうなのですか？」

「確かに、妹モノだとたまに見るシチュエーションだけどな」

「……な、なるほど」

「いや、でも驚おどろきのが強いからそういうのは勘かん弁べんしてくれ……」

　それに事前予告されてたら身構えちまって、そもそも安あん眠みんできそうにない。

「えー？　特訓にもいいと思ったんだけどなぁ……。あ、じゃあお兄ちゃんが桜のお布団に潜り込んできてくれれば解決だね！　桜はいつでもウェルカムだから！」

「お兄ちゃん！　これから毎晩寝る時は手足を縛しばっておいてください！」

「そもそも行かないから！　どんだけ信用無いんだよ俺は！」

　……どうして桜の冗談をいちいち真まに受けるんだお前は……。

「と、とにかくお兄ちゃんの特訓は遊びではありませんので、勝手な行動は控ひかえてもらいます！　いいですね水無月さん！」

「桜だよー」

「……え？　な、なんですか」

「桜のことは名前で桜って呼んでほしいな。これからはお兄ちゃんの妹として同じ家で過ごすんだから、他た人にん行ぎよう儀ぎなのは嫌いやだよ？」

「む、むむむ……」

　成り行き上「あなたはお兄ちゃんの妹じゃありません！」と言えなくなってしまった涼花は、その言葉に苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「わ、わかりました……。ではこれからは桜さんと呼びます。……それでいいですね？」

「うん！　……あ、でも同じ妹ってことは、桜と涼花ちゃんは姉妹ってことになるんだよね？　だったらどっちが姉でどっちが妹なのかな？　……涼花お姉ちゃんって呼んだ方がいい？」

「なぜです!?　姉というなら年上の桜さんの方しかあり得ないでしょう!?」

「だって涼花お姉ちゃんの方が、なんだかしっかりしてるんだもん。お兄ちゃんもそう思わない？」

「……まあ性格だけ見たらそうかも」

　見た目上は絶対にそんなことないけど──と続ける前に涼花にギロリと睨にらまれたので、俺は慌あわてて口を噤つぐむ。

「わ、私達の間にはそういうのは不要です！　お互たがい今のままの呼び方でいきます！」

「はーい。それってつまり、桜と涼花ちゃんが双ふた子ごの姉妹ってことだよね？」

「いえ、だからそういうわけではなく！」

「でも双子でも姉と妹ってあるよね？　それだとやっぱり涼花お姉ちゃん？」

「なんで話が巻き戻ってるんですか!?」

「……お前もいい加減、いちいち相手にするなよ」

　あははーと笑う桜に、相変わらず翻ほん弄ろうされっぱなしの涼花。

　俺はそんな二人を眺ながめつつも、黙もく々もくと掃除を続けるのだった。……窓まど拭ふき終しゆう了りようっと。

「……まったく、この人はどうしてこんななんですか……っ」

　文句を言いながらも、涼花の動きはテキパキとして無む駄だがなかった。

　はたきでほこりを落とした後で掃そう除じ機きをかけ、棚たなや家具の上をサッと雑ぞう巾きんで拭ふくと、和室はあっという間に見違えるようになった。

「ふわぁ……、すごいねぇ！　涼花ちゃんて掃除が上手じようずなんだぁ！」

「掃除だけじゃなく料理も洗せん濯たくも、家事は全部プロ級ですよ涼花は」

　俺が補ほ足そくすると、桜は「すごいすごい！」と手を叩たたく。

「べ、別にこれくらい大したことではありません」

　そうは言うものの、涼花も満まん更ざらでもない様子で照れている。

「そもそもお兄ちゃんが基本的にだらしのない人ですから、お兄ちゃんの妹ならこれくらいのことは軽くこなせないといけないんです」

「むむ、それは聞き捨てならないよ」

　桜の言葉に「ふ……」と余よ裕ゆうの笑みを浮うかべながら、涼花は押入れにしまってあった布団を取り出すと、あっという間に綺き麗れいに敷しき終えた。

「おお、女将おかみさん……！」

「お兄ちゃんの妹たるもの、家事スキルは必ひつ須すと言えますね」

　それに触しよく発はつされたのか、桜が「桜もやる！」と言い出した。涼花は「いいですよ」と言って、敷き終えたばかりの布団をまた手際よく押入れへと戻す。

「んしょ、んしょ……！」

　桜も涼花と同じようにやろうとするが、布団の大きさに苦戦しているようだ。

　家に和室がないって言ってたから、布団を敷く経験もないのかもしれない。

　と、そんなことを考えていると、

「うぁ……っ」

「ちょ、ちょっと桜さん！　下着が見えて……！」

「ふぇ？」

　夢中になって布団を敷いていた桜だが、ミニスカートで四つん這ばいの姿勢になりお尻しりをこちらに向けたため、パンツが丸見えになってしまっていた。

　……ぴ、ピンク……っ！

「え？　ひゃぅっ!?」

　すぐに気がついた桜は慌ててスカートを押さえて座り直す。

　そして頰ほおを染めて拗すねたような顔で俺を見上げたかと思ったら、

「……お兄ちゃんのえっち！」

　と、イタズラっぽい笑みを浮かべながらチロッと舌を出した。

　その狙ねらったような可愛さに、思わずかああぁと頰を赤らめてしまう俺。

「ちょ、ちょっとなんですかそのわざとらしい振ふる舞まいは！」
















「これは妹だからできることだよ！　パンツが見えたら普ふ通つうは恥はずかしかったり気まずかったりするけど、妹だったらまあいいかなってところがあるから、あんな感じで流しておけばお互いハッピーかなって！　ね、お兄ちゃん？」

「あ、ああ、まあ、うん……」

　確かにあんな感じで「しょうがないなぁ」みたいな感じにされると、妹だからそんなに意識するのもおかしいよな的な思考が働くのは事実だった。

　……こういうのが妹属性の良さってやつなんだろうか。

「なにを頷うなずいてるんですかお兄ちゃんは！　桜さんも、ぱ、パンチラなんてはしたないことをしてはいけません！」

「あはは、わざとじゃないから仕方ないよ。桜だって恥ずかしかったんだから」

　それはウソじゃないらしく、桜の頰もうっすら赤く染まっている。

「……くっ!?　とっさの判断であんな行動を……!?　確かに妹好きの特訓という観点からすると最適の判断だったのかも……！」

　涼花はなんかブツブツ言ってるけど、あれは絶対天然だと思うぞ。

「……お兄ちゃんも明らかに喜んでいたように見えましたが」

「あーもう！　そ、そんなことよりさっさと済ませようぜ！」

　俺は涼花の視線に耐たえかねて、まだ布団を敷こうと苦労している桜を手伝う。

「んしょ……っ。あ、お兄ちゃん？」

「手際が悪くて見てられないんだよ。ほら、そっち持って」

「うん！　ありがとうお兄ちゃん！」

　俺が桜と一緒に作業している間、涼花は「う～……」と唸うなりながら、

「……なんで不器用な方がお兄ちゃんにかまってもらえるんですか……っ」

　と、いかにも不満そうに俺を睨みつけるのだった。




「今日の夕食は、お昼を抜ぬいたぶん豪ごう勢せいにしようと思います。お兄ちゃんの好きなものもいっぱい作りますから、楽しみにしててくださいね！」

　で、部屋の片付けが終わった頃ころには時間もすっかり遅おそくなっていたので、そのまま夕食の準備をすることになった。

　エプロンを着けて台所に立つ涼花は、いつも以上に張り切っているように見える。

「お兄ちゃんのために料理を作るのは妹として当たり前のことです。美味おいしいご飯を作るのは妹にとって必須の技能と言えるでしょう！」

　さらに、明らかに桜を意識した台詞せりふをわざとらしく口にする涼花。

　もちろん桜がそれを聞き逃のがすはずもなく、

「桜もお兄ちゃんのために料理するよ！」

　同じようにエプロンを着けて（裸はだかじゃないぞ）台所へと向かった。

「……俺も見てるだけってわけにはいかないから、なんか手伝うよ」

　料理を作るところをじっくり見て、妹の良さを目に焼き付けてください！　と言われていた俺だったが、手て持もち無ぶ沙さ汰たで眺めているのは居い心地ごこちが悪い。

「桜はオムレツ作るから、お兄ちゃんは卵をかき混ぜてくれない？　三個でいいよ」

「了りよう解かい」

「お兄ちゃん、私も卵が必要なのでお願いします。私は六個ほど」

「わかった」

「あ、じゃあ桜は八個で！」

「む……？　なら私は十個用意してください！」

「意味のない争いをすんなよ！」

　とまあこんな感じで、料理中も二人はなにかと張り合っては俺が板いた挟ばさみになるといったことが続いたのだが、それでも作業自体は滞とどこおりなく進んだ。

　で、それぞれ出来上がった料理が食しよく卓たくに並べられたわけだが──

「……ふふん」

「むー」

　勝ち誇ほこったような笑みを浮かべる涼花に対し、桜はちょっと涙なみだ目めだ。

　この表情で大体結果はわかると思うが、涼花の料理はどれも美味うまそうで店に並んでいても遜そん色しよくがないレベルなのに対し、桜の方は無茶苦茶とまでは言わないまでも、形が崩くずれてたり少し焦こげたりしているものが多かった。

「……失敗しちゃった」

　シュンとしょげかえる桜だったが、これは別に料理勝負でも何でもない。

「ま、まあ食べられないってレベルじゃないだろうし、とりあえず夕食にしようぜ？」

　俺は正直に、けど若じやつ干かんフォローのつもりでそう言って、食事を開始した。

「今日は久しぶりに思いっきり腕うでを振るえました。どれも自信作なので、存分に食べてくださいお兄ちゃん」

「ああ。…………うん、いつもより美味く感じるよ」

　涼花の料理を口に運びながら正直な感想を返すと、涼花は「えへへ……」とはにかみながら、これもどうぞあっちもどうぞと次々勧すすめてくる。

　一方桜は、

「…………」

　自分の料理と俺を交こう互ごにチラチラ見ながら、寂さびしそうに箸はしを動かしていた。

　その様子に、俺はズキリと胸が痛む。

「あー……、桜の料理も食べさせてくれよ」

「え？　い、いいよ。涼花ちゃんの料理と比べたら桜のなんて……」

「そんなことないって。…………うん、見た目はちょっとあれだけど、味はそんなに悪くないぞ？　美味しい美味しい」

「ほ、ほんと？　……にゅふふ」

　俺が次々と桜の料理を食べていくと、桜はすぐに笑顔になった。

「でも、やっぱりもっとちゃんとしたのを食べてもらいたいから、お兄ちゃんには具体的な感想をお願いしたいな！」

「んー？　そうだな、やっぱ見た目をもう少し整えるのと、味はもう少し濃こいめの方が俺は好みなんだけど──」

「……お兄ちゃん！　いっぱい作ったんですから、私の料理ももっと食べてください！」

　と、俺の言葉を遮さえぎるように横から皿をズイッと押し出してくる涼花。

「あ、ああ。……うん、美味いよ」

「それだけですか……？」

「え？　それだけって言われても、特に他に言うことはないと思うんだけど……」

　涼花の料理は完かん璧ぺきだし、俺の好みにバッチリ合ってるから非の打ちどころなんてどこにもない。だから美味い以外に言うべきことが見つからない。

　それに対して桜の方は、

「無理にいろいろ作ろうとせずに、まずは一品だけでもちゃんとできるようにした方がいいと思うぞ？　そしたら他のもだんだん上手うまくできるようになるだろうし」

「なるほど……。うん！　桜、がんばるね！」

　不完全だからこそできるアドバイスも多く、桜もそれを喜んで聞いてくれるため、自然と話すことが多くなるのだった。

「む、むうぅ……っ！　不公平です……！　どうして桜さんに比べて私の扱あつかいが適当なんですか……！」

「そんなことないよ？　涼花ちゃんってすごくお料理が上手なんだね！　桜なんか足あし下もとにも及およばなくて、同じ妹として嫉しつ妬としちゃうよ！」

「だったらどうしてお兄ちゃんは桜さんばかり贔屓ひいきにするんですか……！」

　……い、いや、贔屓にしたつもりなんて全然なかったんだけど。

　思いっきり睨にらみつけてくる涼花に俺は「も、もちろんお前の料理の方が美味しいぞ？」とフォローするのだが、機き嫌げんが直る様子はなかった。

「そうだよ。きっと桜が下手へたくそだから、お兄ちゃんも余計にかまってくれただけだよ」

「へ、下手くその方がかまってもらえるなんて……!?」

　なぜかショックを受けている涼花を見て、今いま更さらながらに俺はこれも妹萌もえの特訓の一いつ環かんとしてやってたんだなと気がついた。

　……まあ、それ以外で涼花が俺の気を引こうとすることなんてあり得ないんだが。

　それはともかく、桜の言葉で気がついたことがある。それは、妹という属性を考える場合『ちょっとヘッポコ』な方が可愛く見えるということだ。

　年下で守るべき家族という属性がもともと付ふ与よされているぶん、そういった庇ひ護ご欲よくをかき立てるようなキャラの方がより『妹』らしい可愛さが出るのだろう。

「……くっ、だからといって私にはわざと失敗したりなんてことはできません……っ！　お兄ちゃんに妹好きになってもらわないといけないのに……っ！」

「……いや、わざわざ失敗する必要なんてないんですが……」

　そもそも完璧で真ま面じ目めで融ゆう通ずうの利きかない涼花が、いきなりドジっ娘こ妹キャラで接して来てもこっちが困る。俺にとって涼花はそういうキャラじゃないからな。

「そうだよ涼花ちゃん。人には向き不向きがあるんだし、桜だって涼花ちゃんみたいなテキパキした妹にはなれないんだよ？　二人で力を合わせてお兄ちゃんを妹萌えにすればいいんだよ！」

　そう言って「ね？　お兄ちゃん？」と腕を絡からめてくる桜。

　演技だとわかっていても、その近さにどうしてもドキドキしてしまう。

「どう？　少しはお兄ちゃんも妹萌えになったかなぁ？」

「そ、そんな簡単になれたら苦労しないだろ」

　と言いつつも、そんな桜に「これが妹の可愛さってやつかな……」などと思う俺。

　今まで涼花との間にはなかった妹要素に、どうも落ち着かない気分だ。

　普ふ段だんは涼花が完璧なぶん、頼たよられたり甘えられたりすることがなかっただけに、新しん鮮せんなような居心地が悪いような……。

「む、むむむ……」

　まあ、だからと言って普段の涼花が妹として可愛くないとか、そういうことは全くないんだがな。俺の妹は客観的に見ても超ちよう絶ぜつ美少女だし、性格も良くて褒ほめるところしか見つからない、どこに出したって恥はずかしくないやつだ。

　ただ──俺が嫌きらわれてるから、兄妹きようだいとしての接点があまりなかったというだけの話。

　だから──俺が妹萌えってやつがイマイチわからないというだけの話。

「い、いえ、ですが私はお兄ちゃんの本当の妹ですから、桜さんよりも多くの責任と義務があるんです。お兄ちゃんを妹好きにするにあたっても、やはり私の方が多く負担するのが当然ですからね……っ」

　そんなことを考えていると、涼花はピクピクと顔を引きつらせながら言った。

「えー？　今は桜も妹だから、ある意味で本当の妹だよ？」

「いえ、それは違ちがいますね！　やはり本当の妹は長年お兄ちゃんと過ごしてきた時間という裏打ちがあるものですから！」

　どこか必死な様子で胸を張る涼花。……そうは言うけど、俺達だって代理人の件が起きるまでは冷え切った関係だったじゃないかよ。

「たとえばお兄ちゃんが小学二年生の時の作文──お題が『ぼくのたからもの』だったんですが、そこで『いもうとがいちばんのたからものです』って書いて発表したことも私は知っているんです！」

「ぶふぅっ!?」

　いきなり自分でも忘れてるくらい昔のことが飛び出してきて、俺は思わず吹ふき出した。

「小学一年生の時はクリスマスケーキのサンタさんを、自分が欲しいのに私にくれたりもしましたし、幼よう稚ち園えんの時は私の誕生日プレゼントを一人で買いに行ってお金が足りなくて泣きながら帰ってきたことだってあったんですよ？」

「お、おい待て！　マジでそんなことあったっけか!?」

　ってか俺自身が覚えてないのに、なんでお前がそんなことをハッキリ覚えてんだよ！

　だが涼花は俺の言葉など聞こえてない様子で、

「このように、私は本当の妹ですからお兄ちゃんのことはなんでも知っているんです。なのでお兄ちゃんが妹好きを理解する特訓も、どうぞ私に任せておいてください。本当の妹として、私が責任を持って妹好きにしてみせますので」

　そう言って腕を組んで胸を反そらす涼花を、桜は「むー」と悔くやしそうに見つめている。

　……何を競い合ってるかは謎なぞなのだが、確かに涼花がずっと俺の妹だったのは間違いのない事実なので、そこは桜も反論できないようだ。

「……鬼き畜ちく系のえっち本」

　だがその時、桜がポツリとなにか呟つぶやいたかと思うと、

「お兄ちゃんは部屋に鬼畜系のえっち本を隠かくしてる！」

「ちょ、ちょっと桜!?」

　いきなりババーンという音が聞こえてきそうな勢いで、意味不明なことを言い出した。

「確かに涼花ちゃんだけが知ってるお兄ちゃん情報はあるかもだけど、桜しか知らないことだってあるもんね！　他にもお兄ちゃんの好きなニーソの色と長さとか！　パンツの柄がらとか！　初めて買ったエロゲとか、昨日教えてもらったもん！」

「なに言ってんだお前はあああああああああああああああああああああぁっ!?」

　昨夜の悪夢を思い出しながら絶ぜつ叫きようする俺。負けじと胸を張ってさらに暴ばく露ろしようとする桜の口を、俺は慌あわててふさごうと身構えたのだが──

「…………お兄ちゃん？」

「ひぃっ!?」

　地の底から響ひびくような重い声。長年の経験が、この声には逆らえないと言っている。

　ギギギ……と壊こわれかけのロボットのような動作で振ふり向くと、案の定そこにはすさまじい怒ど気きをはらんだ妹さまの姿が……っ！

「そのお話、私にも詳くわしく説明してもらいましょうか……」

　その圧あつ倒とう的な迫はく力りよくに、俺は首がもげるほどの勢いでコクコクと頷うなずくしかなかった。

　間もなく俺は自室へと連行され、昨日桜の魔まの手から隠し通したエロ本やエロゲも含ふくめて、本当の意味で洗いざらい涼花に開示する羽目になった。

　……二日連続で妹にプライバシーを蹂じゆう躙りんされるとか、俺は前世でなにかとてつもない悪事でも働いたのだろうか……？

　ちなみにお披ひ露ろ目め中にどういったことが起こったかは、俺の口からは説明したくないので察してください。ただ──

「おおおお兄ちゃんはどこまで変態なんですか！」

「うわぁ、お兄ちゃんも男の子なんだね！」

　この二種類の台詞せりふで、大体その内容は推察してもらえると思う。

　俺は死にたい気分で心の耳を閉じ、引き続き好き勝手言ってる二人をひたすら無視して現実逃とう避ひするしかないのだった。

「……お、お兄ちゃんはこういうシチュエーションが好き……っ！」




　　　　▼




「あー、ロクでもない一日だった……」

　俺は風ふ呂ろの椅い子すに座り頭からシャワーを浴びながら、ガクリと肩かたを落とした。

　なんだかよくわからないうちに妹萌えに目覚めなければならなくなり、なんだかよくわからないうちに妹が一人増え、なんだかよくわからないうちに兄としての尊厳が粉々にされてしまったという怒ど濤とうの一日。

「ま、まあ……、後の二つはともかく重要なのは……だ」

　俺は忘れるべきことは忘れ、忘れてはいけないことを改めて頭に思い浮うかべる。

　妹萌え。

　桜田さんを説得するために──キャラの改変をさせないために──俺がなにがなんでも目覚めないといけない属性。

　リアル妹がいる身としてはあり得ない属性だが、もうそうは言ってられない。

　涼花も桜も俺のために嫌いや々いやながら（桜は嬉き々きとしてかもしれないが……）妹の可愛さをアピールしてくれたりしているのだから、俺もそれに応こたえてさっさと妹萌えにならないといけないんだ。特に涼花に対してはあらゆる意味で申し訳が立たない。

「……もちろん、涼花も桜もすごく可愛いってのはわかってるんだけど」

　普ふ通つうの属性なら『可愛い』から『萌え』まではほぼ一直線でつながる。

　ただ、妹属性の場合、俺にとって間に厳然とした障害物が立ちはだかっている。

　涼花の存在。リアル妹であること。そしてあの日のあの言葉──

「……お、お兄ちゃん？」

「んなっ!?」

　その時、心の中と同じ声が聞こえてきて、俺はビクッと背筋を伸のばした。

「涼花!?　お、おま……っ！　なんでここに!?」

　振り向くと、風ふ呂ろ場ばのドアの隙すき間まから真っ赤な顔を覗のぞかせている涼花の姿が!?

「か、かかか勘かん違ちがいしないでください！　あ、あと身体からだは前に向けておいてください！」

　しかも涼花はあろうことか、そのままドアを開けて風呂場の中にまで入ってきた。

　俺は思わず目を覆おおおうと思ったのだが、

「す、スク水……だと!?」

　涼花の格好がスクール水着というあり得ないものだったため、俺はもう絶句しながら固まるしかなかった。

「じ、じっとしていてください……！　今からお兄ちゃんの背中を流しますから……！」

　しかも涼花はさらに畳たたみかけるようにそんなことを言って、俺の背中にピトッと手で触ふれてきたので、俺は強制的に再起動を余よ儀ぎなくされる。

「ま、ままま待て待て待て！　どどどういうことだよこれはいきなりお前!!」

　恥ずかしさから頰ほおが熱くなる俺。一方で涼花も今にも爆ばく発はつしそうなほど真っ赤だ。

「おおお落ち着いてください！　こ、これはあくまでもお兄ちゃんに妹好きになってもらう特訓の一環です！　桜さんのことがあっていろいろと中ちゆう途と半はん端ぱになってしまったので、時間を無む駄だにしないためにもこうやってがんばってるんじゃないですか！」

「あ、ああ、特訓！　特訓ね！　……うん、いやまあ、それ以外の理由なんてないだろうけど、それにしたってなんでスク水……」

「さ、さっき見たお兄ちゃんのイヤラシイ本の中にこの格好の女の子が出てましたし、それに妹のことで桜さんには負けられないし……！」

「桜に負けられないって──」

「な、なんでもありません！　Ｗピースさんが置いていった服の中にたまたま同じものがあったからというだけの理由で、他意はありませんから！」

　かああぁと恥ずかしそうに顔だけじゃなく全身を赤らめる涼花に、俺はなぜかわからないけどゴクリと喉のどを鳴らした。

「と、とにかくこれは特訓ですから！　これを機にお兄ちゃんと普段できないスキンシップをとかそういうことではありませんから！　お兄ちゃんも変なことは考えず、とにかく妹を好きになることだけを考えてください！」

「は、はい！」

　涼花の剣けん幕まくに思わずそう言ったものの、妹を好きになるってこと自体が変なことだと思うんだけど……と、それはもちろん口には出さなかった。

「で、ではいきます……！」

　俺が諦あきらめて背中を向けると、涼花はそう言ってタオルを動かし始めた。

　……うおお、誰だれかに背中を洗われるとか子供の頃ころ以来だから、なんか変な気分だ。

　しかも洗ってるのが涼花だと思うと、不思議なくすぐったさが全身を駆かけ巡めぐる。

「……どうですかお兄ちゃん？　私、上手うまく洗えてますか……？」

「あ、ああ、いいんじゃないか……？」

　実際涼花の洗い方は丁てい寧ねいで心地ここちよく、文句なんて一つも思い浮かばない。

　……妹に背中を洗ってもらうって、なかなかいいもんだな……。

「お、お兄ちゃんの背中って、意外と大きいですね……」

「そ、そうか？　普通だと思うけど」

　だんだん慣れてきて、気持ちもリラックスしてくる。最初は戸と惑まどったけど、あの涼花がこんなことまでしてくれていると思うと、なんだか心が温かく──

「うぉわっ!?」

　とその時、突とつ如じよ背中に柔やわらかい感かん触しよくがして、俺はビクッと身体を揺ゆらした。

「な、なんですか!?　急に動かないでください！」

「いや、だって、背中に当たって……！」

「背中に……？　一体何のことです？」

　いやいや、この状じよう況きようで背中に当たる柔らかい感触といえば一つ──いや、厳密には二つしかないだろ……！

　だが、まさか俺の口からそんなことを言えるはずもなく、

「そ、それはだな……」

　俺が口ごもっていると、やがて涼花も気づいたのか、ハッと息を吞のむ音がした。

「な、な……っ！　ななな何を考えてるんですかお兄ちゃんは！」

「おおお俺のせいじゃないだろ!?　お前が当ててきたんだろうが！」

「当ててなんていません！　し、自然と当たってしまっただけで……！　ううう……っ、な、なんてはしたないことを……！」

　振り向かなくても、今涼花の顔がどれほど赤いかわかってしまう。

「ま、まあ事故だし、お互たがい忘れることにしよう！」

「そ、そうです！　忘れてください！　一刻も早く忘れるんですお兄ちゃん！」

　テンパっているのか、涼花はそう言って、いきなり俺の背中をすさまじい勢いでゴシゴシと擦こすり始めた。

「ちょっ!?　強すぎる！　痛い！　痛いって！」

「わ、忘れてください！　すぐに即そつ刻こく忘れてください！　うう～……っ！」

　恥はずかしさから冷静さを失っているらしい涼花。

　俺はたまらず振り向いて、涼花の腕うでを摑つかもうとしたのだが、

「うわっ!?」

「きゃあっ!?」

　ボディソープでヌルヌルになっていたこともあってか、俺達は勢い余って足を滑すべらせると、ものの見事にすっ転んだ。

　俺は咄とつ嗟さに両手を床ゆかについて持ちこたえたが、次の瞬しゆん間かん後頭部にガコンッと何かが当たって目の前に火花が散る。

「……っつぅ……っ！」

　視界が明めい滅めつする中、涙なみだ目めで横を見ると、さっきまで座っていた椅子が転がっていた。

　プラスチック製で凶きよう器きになるほどのものじゃないけど、あれが宙を飛ぶってどんだけ盛大に転んだんだ俺達は……。

「あっと……、涼花？　涼花は大だい丈じよう夫ぶ──」

　か？　と言おうとして目線を真下に向けた瞬間、言葉と同時に呼吸も止まった。

「……お、お兄ちゃん……」

　見ると、涼花の顔が床についた俺の両手の間にあった。

　ってか、スク水姿の涼花の全身が俺の身体の真下に横たわっていた。

　……待て、待て待て待て。落ち着け俺……。これはまさか……！

「あ、あの……、涼花さん？」

　恐おそる恐る声をかけてみる。誰がどう見ても──当事者の俺から見ても、今俺達がどういう体勢なのかなんて一発でわかるのだが、どうか落ち着いてほしい。

　たとえ俺が妹である涼花を押おし倒たおしていたとしても、それはあくまで事故であって！

　深い意味とかエロゲ的な展開とか、そういうのは一切ないからな!?

「…………あぅ、あぅ」

　涼花はフルフルと震ふるえながら、真っ赤な顔で俺を見つめていた。

　しかし、やがてその視線だけが俺の顔から胸、そして腹部へと移動していくと、涼花の目がこれ以上ないくらいクワッと見開かれた。

　全身が茹ゆだったように赤く染まり、瞳ひとみが小刻みに揺れ、声にならない声が喉奥からかすかに聞こえる。

　ここで質問。果たして涼花はそこで何を見たのでしょうか？




　ヒント①：ここは風呂場であり、俺は風呂場にふさわしい格好である。
















　ヒント②：ありません。




「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ!?!?!?!?」

「げふぅっ!?」

　次の瞬間、涼花はけたたましい悲鳴を上げながら、俺を突つき飛ばして逃にげ出した。

　俺はその衝しよう撃げきで思いっきり壁かべに背中をぶつけたわけだが、そんなことよりもだ。

　……うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ!?

　なにやってんだよ俺!?　マジでなにやってんだよ俺は!?　じ、事故とはいえリアル妹を押し倒すとか何考えてんだ!?　しかも全ぜん裸らで！　しかも全裸で!!

「うう……、すまん涼花……。最低の兄貴で……」

　その場で膝ひざをつき、俺はズーンと沈しずみ込んだ。

　しばらくその場で罪悪感に苛さいなまれながら、なんでこんなことになったんだろうと泣きそうになりつつ、さっきまでの出来事を振ふり返る。

　……やっぱ、特訓とはいえやりすぎだったってことだよな……。

　……まあ甲か斐い甲が斐いしく背中を洗ってくれた涼花は、いつもと違ちがって健けな気げな感じがして正直メチャクチャ可愛かったんだけど──

「って、反省すべき時になに考えてんだって！　反省が足りないぞ反省が！」

　俺はブンブンと頭を振って、浮うかんでくる変な考えを吹ふっ飛ばそうとする。

　同時にシャワーを水にして、物理的にも頭を冷やす俺。

「まあでも……、可愛かったのは事実だろ……」

　それでもポツリと漏もれ出してくる本ほん音ねに、俺は無言のままシャワーの勢いを二段階ほど上げるのだった。




　　　　▼




「おはようお兄ちゃん、涼花ちゃん。ふあぁ……」

　翌朝の食しよく卓たくに、桜がまだ眠ねむたそうな目を擦りながら起きだして来た。

「日曜日なのに、二人とも早いねぇ。……ん？　どうしたの二人とも？」

「い、いや、なんでもない」

「え、ええ、なんでもありません」

　桜が俺と涼花を交こう互ごに見ながら、不思議そうに首を傾かしげる。

　昨日の出来事については忘れようということでお互い意見が一いつ致ちしたが、そう簡単に忘れられるのならこの世にトラウマもＰＴＳＤもないわけで、ようするに忘れようと絶賛努力中だけどやっぱり尾おを引いてるという状況だった。

「う、うちは涼花が早起きなんで、日曜とか関係ないんだよ」

「そうなんだ。健康的でいいね！」

　幸いなことに桜に追つい及きゆうされなかったため、俺達はそのまま三人で朝食をとる。

「それで、今日の予定はどんな感じなのかな？」

　朝食が終わると、桜がテーブルから身を乗り出して訊きいてきた。

「もちろん今日もお兄ちゃんの特訓です。時間がありませんからね」

　手て際ぎわよく食器を洗いながら涼花が答えると、桜は「賛成！」と返しながらも、

「……あ、でも今日は桜、仕事があったんだったよ」

　と、何かを思い出しながら残念そうにそう言った。

　……仕事といえば、桜は声優さんなのでそれ関連なんだろうけど、何をするんだ？

　俺が好こう奇き心しんから訊いてみようとしたのだが、

「あ、桜のだ。ごめんね？　……はい、もしもし」

　突とつ然ぜん着信音が聞こえてきて、桜がスマホを取り出して電話に出た。

「あ、はい、おはようございます！　……でも、どうしたんですか？」

　敬語を使っているあたり、家族からの電話ではないらしかった。

　漏れ聞こえる内容から推測するに、どうも今日の仕事についてマネージャーさんか何かと話しているようだ。

「……？　桜さんは誰とお電話を？」

　食器洗いを終えた涼花が戻もどってきたので、俺が多分仕事関連だと返していると、

「え？　急に来れなくなっちゃったんですか？　じゃあ今日の収録は……。あ、でも今日は『小部屋』だから、他に代わりがいたら──……あ、ＯＫですか？」

　……ん？　なんか桜のやつ、一いつ瞬しゆん俺をチラ見したような……。

「それなら大丈夫です！　桜、バッチリ心当たりがありますから！　だから予定通りでお願いします。……はい、スタジオには桜と一いつ緒しよに行きますから。……はい、では！」

　なぜかウキウキした様子で電話を終えた桜。

　俺が涼花に淹いれてもらった紅茶を飲みながら、仕事の電話か？　と訊こうとすると、

「お兄ちゃん！　桜と一緒にラジオに出ようよ！」

「ぶほぉっ!?」

　いきなりトンデモナイことを言われて、俺は気管に入った紅茶にむせた。

「がはっ、ごほ……っ！　あ、熱っ！　鼻の中が熱いっ！」

「だ、大丈夫ですかお兄ちゃん!?」

「というわけで、これからスタジオまでレッツゴーだよ！」

「ごほごほ……っ！　マイペースに話を進めてるんじゃない……！」

　涼花に背中をさすられながら涙目で言う俺に、桜はキョトンと首を傾げた。

　……で、どうやら桜が言うにはこういうことらしい。

「あー……、つまり今日はラジオの収録の予定だったんだけど、ゲストで来るはずだった声優さんが来られなくなって中止にしようとしていたところを、代わりに俺が出るからって予定通りやることに決めたと……、そういうわけか？」

「うん、そうだよ！」

「うん、そうだよ！　……じゃない！　本人の同意なしで勝手に決めるな！　大体俺がゲストの代わりにラジオなんて出られるわけないだろ!?」

「どうして？　お兄ちゃんは永遠野誓で有名人なんだから、もう大ゲストだよ！」

「意味がわからんが……。俺は気の利きいたトークなんてできないし、そもそもあまり顔出しとかして知られたくないんだよ」

　俺の答えに、横で聞いていた涼花もうんうんと頷うなずく。

　今まで散々サイン会やら講演会やらしてきたとはいえ、代理人である俺は少しでもボロが出る可能性を避さけるため、できるだけ露ろ出しゆつを控ひかえたいという事情がある。

「あ、それは大丈夫！　顔出しは桜もＮＧだから、収録は音声だけだし問題ないよ！　それに桜がゲストに質問していく形式の番組だし、トークも普ふ通つうでＯＫ！　ネット配信の録音番組だから気楽だしね！」

「いや、でも──」

　さらに断ろうとした俺だったが、咄嗟に断る理由が出てこない。

「……お兄ちゃんは大人気作家ですから、編集者の許可なく勝手にラジオ番組に出るのはよくないと思います」

　その時、涼花が横でナイスなフォローをしてくれた。ＧＪグツジヨブだ！

「そうなの？　じゃあ編集さんに訊いてみてよお兄ちゃん」

「へ？」

　……プルルルルルル。プルルルルルル。

『もしもし？　永遠野先生か？　こんな日曜の朝早くからオカズが必要なのか？　なに、違う？　……なに？　水無月桜のラジオ番組だと？　素晴らしいじゃないか！　いつの間にあんな人気声優にコネを作ったのだ？　いい機会だから是ぜ非ひ出演し、大いに宣伝して来てくれたまえ！　しかし、さすが先生クラスになると個人で大物と知り合いになるのも朝飯前なのだな。そう言えば流りゆう星せいからデビューした大型新人とも懇こん意いらしいじゃないか。担当編集として鼻が高いが、うかうかしてはいられないか。……そうだ、いっそ公式に永遠野誓ラジオをやるのもいいかもしれん。もちろんその時は妹さんも出演して──』

　……プツ。……ツーツーツー。

「編集さんのＯＫも出たみたいだね！　やったぁ！」

　電話の結果に桜が無む邪じや気きに喜ぶ一方、俺と涼花はゲンナリだった。

　……篠しの崎ざきさん、ちょっと適当すぎんだろ……。

　とにかくなんとか断らないと──と、そう思っていた時だった。

　ふとある考えが頭に浮かんで、俺は口を噤つぐむ。

　……待てよ？　ラジオって……、この状じよう況きようは使えるのでは……？

「お兄ちゃんは特訓をしないといけないので、ラジオになんて出ている暇ひまは──」

「……いや、涼花。やっぱり俺、出ようかなって思う」

「お兄ちゃん!?」

　突然さっきまでとは正反対のことを言い出した俺に、涼花が焦あせって振り向いた。

　どういうことです!?　と訴うつたえる涼花の視線をとりあえず受け流し、

「なあ、その番組にゲストとして出るってことは、桜が永遠野誓にいろいろ質問することになるんだよな？」

「うん、そうだよ。作家として、個人として、永遠野誓大解かい剖ぼうって感じで！」

　……うん、やっぱりそれなら好都合だ。

「ＯＫ、じゃあそのラジオに出るよ。ただし、涼花が一緒でもいいかな？」

「お、お兄ちゃん!?　一体なにを──」

「そんなのもちろんだよ！　やった！　これでみんな一緒にラジオができるね！」

　涼花を遮さえぎって、桜がバンザーイと喜ぶ。そして「プロデューサーさんに、今日の収録はその方向でいくって伝えるね！」と電話をかけ始めた。

「……お、お兄ちゃん！　これはどういうことなんですか……！」

　笑顔で電話中の桜を横目に見ながら、涼花は恨うらめしそうに小声で話しかけてくる。

　……明らかに怒おこってるなこれは……。

「お兄ちゃんは一刻も早く妹好きになるための特訓をしないといけないのに──」

「わかってる。だから、俺も特訓のつもりでああ言ったんだ」

　俺がそう返すと、涼花は「え？」と意外そうな顔になった。

「俺自身、なんとか妹萌もえにならないといけないって思ってるけど、具体的にどうすればいいのか思いつかずにいた。でもラジオなら特訓になるかもって思ってさ」

「そ、それはどんな特訓で……？」

「不特定多数の前で妹とイチャイチャして、妹萌えなところをアピールするんだ。もちろん演技だけど、演技だってことを忘れるくらい本気でイチャイチャしまくって、自分自身に無理矢理妹萌えだってことを言い聞かせる」

　俺は真しん剣けんな顔でそう答える。

　言ってることは無茶苦茶に聞こえるかもしれないが、俺は大おお真ま面じ目めだった。

　俺の中にある妹萌えへのハードルを乗り越こえるためには、そういった無理筋すじな自己暗示的なことをやって、後あと戻もどりできないくらい自分を追おい詰つめないとダメだと思ったのだ。

　……普ふ段だんならそんなことは土下座してでも勘かん弁べんしてほしいところだが、今回の桜田さんとの一件は１００％俺の責任。だったら、そういった茨いばらの道も自分から突つっ切る覚かく悟ごをしないといけない──文字通りの『特訓』として、だ。

「幸い進行は桜がやってくれてこっちは質問に答えるだけらしいから、イチャイチャに集中できると思う。まず形からってわけじゃないけど、妹萌えの仮面に引っ張られて俺自身も妹萌えに少しは目覚められるかもしれないからな……」

　そうなる確証なんてないけど、今は少しでも可能性を追いかけるべきだと思う。

　俺のミスでキャラ改変されたアニメが作られそうになってるんだから、事態打開のためなら何でもしないと……！

「…………」

　と、俺はそんな感じで理由を説明したのだが、なぜか涼花は無言のままだった。

　……ってか、なんか顔が真っ赤で目も泳いでるんだけど……。

「涼花？」

「……お、お兄ちゃんと……イチャイチャ……っ！　ら、ら、ラジオで……、多くの人に向けて……、イチャイチャアピール……！」

　呼びかけても、ブツブツとなにかを呟つぶやくばかりで反応がない。

　どうしたんだろう……？　と首を傾かしげていた俺だったが、その時ハッと気がつく。

　……も、もしかして勝手に涼花まで巻き込んで決めちまったことに怒ってるのか？

　ってかそれ以外ないよな!?　ど、どうしよう……！

「す、涼花、ごめん！」

「えへ、えへへへへへへへ……、えへ？　にゃ、にゃんですか急に!?」

「勝手に決めたのは悪かった！　ごめん！　……でも、頼たのむ！　嫌いやだと思うけど俺の特訓に付き合ってくれ！　俺はどうしても妹萌えにならないといけないんだ……！」

　俺は頭を下げて涼花に頼み込む。

　涼花にとってみれば公開の場で俺と思いっきりイチャイチャなんて地じ獄ごく以外のなにものでもないはずだけど、それでも俺はそうお願いせずにはいられなかった。

「にゃっ!?　や、やめてください！　お兄ちゃんとのイチャイチャをラジオでみんなに聞いてもらうとかそんな最高な──違ちがいます！　わ、私は気が進まないんですけど！　これも特訓の一いつ環かんというのなら妹の義務としてもちろん喜んで──い、いえ！　し、渋しぶ々しぶですがお付き合いするのもやぶさかではないというか！」

「ほ、本当か……？　お前には負担がデカい特訓だと思うけど……」

「ふ、不ふつ束つか者ものですがよろしく──じゃなくて！　わ、私もなかなかいい特訓だと思いますし、ラジオでイチャイチャとなると監かん督とくさんも聞いてる可能性がありますから一石二鳥ということもあってですね！　全然うれしくないしものすごく不本意なんですけど、い、妹の義務としてお付き合いします！　えへ、えへへへへへ」

　そう言って、なぜかえへえへとだらしない笑みを浮うかべながら頷く涼花。

　その反応自体は謎なぞだけど、俺は涼花に協力してもらえることへの安あん堵どと、いい特訓だと言われたうれしさでそれどころじゃなかった。

　……よかった。涼花の厚意を無む駄だにしないためにも思いっきり妹萌えを演じて、萌えに目覚める一歩にしてやるぜ！

「ありがとう涼花……。辛つらいと思うけど、よろしく頼む。俺もがんばるから」

「辛いどころか幸せ──どころかもちろん辛いんですけど！　お、お兄ちゃんががんばって私とイチャイチャ……。えへ、えへへへへへ、えへへへへへへへへへ」

　と、そうこうしているうちに桜の電話が終わったようで、

「プロデューサーさんも、まさか永遠野先生が代わりに出てくれるとはって驚おどろいてたよ！　さあ、そうと決まれば早さつ速そくスタジオに──……って、涼花ちゃんどうしたの？」

　赤い顔でクネクネしている涼花を不思議そうな顔で見つめる。

　……俺とラジオでイチャイチャすることになって悶もだえてるとはもちろん言えないので、適当に誤ご魔ま化かすしかない。

「……まさか、お兄ちゃんからあんな提案があるなんて……っ」

　漏もれ聞こえてきた涼花の呟きに、俺自身も本当にそうだよと内心で頷く。

　……つまり、俺もそれくらい必死だってわけだ。

　なにはともあれ、こうやって俺達は桜のラジオに出演することになったのだった。




　　　　▼




『では間もなく始まりますので、準備お願いします』

　イヤホンからの声に、俺は軽い緊きん張ちようが全身に走るのを感じた。

　天てん井じようから逆さにぶら下がったマイク。ガラス窓で仕切られた小部屋。その向こうにはさっき紹しよう介かいされたプロデューサーやスタッフの人達がいて、ここがラジオの収録現場だということを物語っている。

　テーブルを挟はさんで正面には桜が座り、俺の横には涼花という配置だ。

「……お兄ちゃん、ではこれを」

　スタッフの人と最終打ち合わせをしてる桜を眺ながめていると、涼花がそう言って俺の前に冊さつ子しを押し出してきた。

「質問に対する答えは全て書いておきましたので、お兄ちゃんはその通りに答えれば問題ありません。も、もちろん妹好きの演技をしながらですが」

「ああ、わかってる。ありがとう」

　それは、今回出演するラジオ番組の台本だった。

　その中には、司会の桜が永遠野誓にどんな質問をするかが全て書いてある。

　涼花は今までその内容をチェックしていて、俺がスムーズに演技ができるよう、本物の永遠野誓として適切な回答を考えていたのだ。

　……本当は俺自身が演技しながらアドリブで答えるつもりだったのだが、涼花が「お、お兄ちゃんは演技に集中しないといけませんから！」と言って肩かた代がわりしてくれた。

　俺とのイチャイチャをアピールするような回答じゃないといけないのに、それでも涼花はやってくれたのだから、本当に頭が下がる思いだ。

「悪かったな、こんなことまで」

「い、いえ、せっかく不特定多数の方にアピールする機会ですから、お兄ちゃんがどれほど私を好きか──ではなく！　永遠野誓がどれほど妹好きかが伝わるような答えにしておきました！」

「了りよう解かいだ。後は俺が永遠野誓になりきって答える」

「……その、イチャイチャアピールをしないといけないので、回答もそれ相応のものにしてありますから気をつけてください。け、決して私の希望とかが反映されているわけではありませんが、かなりイチャイチャしていますので！」

「望むところだ。そうじゃないと特訓にならないからな」

　俺がそう答えると、涼花は無言で俯うつむいてしまった。

　耳まで赤くなっているのを見ると、本番が近づき緊張しているらしい。

『では今から本番いきまーす』

　そうこうしているうちに、再度イヤホンから声が聞こえてきた。

　桜も「じゃあ、いよいよ始まるからね！」と小声で告げてきたので、俺は台本を片手にスタンバりながら、カウントダウンに耳を傾かたむける。




「はい、始まりました『桜の小部屋』です！　水無月桜がお送りするこの番組も、早くも第六回になりました！　よろしくお願いしまーす！」




　そしてラジオ収録が始まった。

　普段はふわふわしてつかみどころのない桜だが、仕事中は完全にプロ声優としての顔になっていて、俺は思わず感心してしまった。

「さて、毎回ゲストを呼んでその知られざる素顔に迫せまるのがこの『小部屋』なんですが、本日のゲストはすごいですよ！　なんと今大人気のラノベ〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉の作者、永遠野誓先生に来てもらってます！」

「はじめまして、永遠野誓です」

　俺は合図を受けて挨あい拶さつする。続けて桜は涼花の方を向き、

「しかし、本日のゲストは永遠野先生だけじゃありません！　なんとなんと！　その永遠野先生の妹さんにも来てもらってるんです！」

「は、はじめまして、永遠野誓の妹です」

　ラジオなのにペコリとお辞じ儀ぎしている涼花。

　……ちなみに、涼花の名前は出さないよう事前にお願いしてある。

「永遠野先生に来てもらうだけでもすごいのに、なんと先生の妹さんまで登場とか、こんなレアなのは『小部屋』だけ！　この神回を聞き逃のがすことなく楽しんでいってね！」

　そう言って桜はオープニングを締しめくくった。

　続いて、早速永遠野誓への質問コーナーに移る。

　俺もここからが本番と、涼花に託たくされた台本を開いた。

「さて、では永遠野先生への独どく占せんインタビューを始めていきます！　……先生は、どうしてああいう作品を書こうと思ったんですか？」

　桜はいつもの妹演技ではなく、声優・水無月桜として質問してきた。

　俺も永遠野誓として、涼花の回答を見ながらハッキリと答える。

「それはもちろん、妹が大好きだからです。というか、大好きって言葉では足りないくらい好きなんで、作品って形でその気持ちがあふれ出た形です」

「なるほど！　妹さん同どう伴はんでラジオに出演するくらいですから当然って感じですね！　そこまで妹萌もえになった理由とかはあるんですか？」

「妹萌えに理由なんてありませんよ。あえて言うなら、俺が兄だからでしょうか？　妹に萌えない兄などこの世にいませんからね」

「そ、それは、過激派な意見ですね」

　俺もそう思う。

　でも、回答としてそう書いてあるんだから仕方がない。

　……しかし、さすが涼花だな。必要とあらばこんな頭の悪い──けどこの場で必要な台詞せりふもすぐに用意できるあたり、やっぱり本物の永遠野誓だった。

「先生の作品の一番の魅み力りよくは何だと思ってますか？」

「兄妹きようだいのイチャイチャです。そもそも俺の作品にそれ以外の要素はありませんから」

「作品を書く時に、先生が一番心がけてることは？」

「妹への愛ですかね。それと……妹への愛ですか」

「なんで二回も!?　……え、えーと、執しつ筆ぴつ以外の普ふ段だんの生活について聞かせてもらってもいいですか？」

「朝起きて妹とイチャイチャして、夜は妹の夢を見ながら寝ねます」

「ものすごくザックリした生活ですね……。というか、やっぱり先生はリアルでも妹さんとイチャイチャしてるんですか？」

「え？　どうしてそんなことを今いま更さら……？」

「わ、わざわざ訊くまでもない質問だったようです……。で、ではこのあたりでオーソドックスな質問もしましょう。先生の好きな食べ物は？」

「妹」

「カニバリズム!?」

「あ、いえ、妹の手料理です。……まあ、妹自身も好きですが」

「ど、どういう意味ですか!?　というか先生、さっきからキャラが……」

　桜にはこの機会に特訓することも涼花の回答を読み上げていることも言ってないので、突とつ然ぜんの妹狂ぐるいキャラに戸と惑まどっているようだった。

　……まあ戸惑ってるのはこんなぶっ飛んだ回答を口にしてる俺も同じことだがな！

　この尊厳をかなぐり捨てている感覚が特訓に必要だと信じるしかない……！

　俺は妹萌え俺は妹萌え……と心の中で念じながら、次の質問に対する回答を見る。

「……なっ!?」

　だが、そこに書かれていた『回答』に、俺は絶句する。

「あの、先生？　ラジオで黙だまったままだと放送事故になっちゃいますよ？」

　怪け訝げんそうな桜の声が聞こえ、俺は反射的に横にいた涼花に目をやった。

　真っ赤な顔で「これは特訓ですから！」と促うながしているような視線を向けている。

　……く、くそっ、わかってるよ。お前もそのつもりでこんなトンデモな回答を用意してくれたんだろうけど、それにしたってこれは……。

　いや、迷ってる場合じゃない……！

　俺は妹萌えを理解するために、この特訓をやり通さないといけないんだ！

　だから今は自分を消して、ひたすら妹萌えな人格になりきれ!!

「先生？　どうしたんですか？」

「…………いえ、すいませんでした。妹に見とれてて聞いてませんでした」

「ええ!?」

　ようやく返ってきた俺の反応に、桜が目を見開く。

「想定外の理由すぎて、思わず驚おどろいてしまいました……。というか、毎日見てるはずなのに、どうして収録の場でわざわざ見とれるんですか！」

「そんなの俺の妹が可愛いからに決まってると思うんですけど！」

　ヤケクソでそう言い放つ俺に、桜は「ええ……？」と明らかに戸惑う。

　その反応はもっともだったが、俺はさらにアレな台詞を無理矢理続ける。

「すいませんでした。質問に答えないとですね。……えっと、俺の妹がこんなに可愛い理由でしたっけ？　それは……、俺の妹だからですかね」

「いや違ちがいますよ!?　しかもそんなドヤ顔で答えられても！」

「もしくは、それがこの世の真理だからですか……」

「だから桜はそんな質問してませんけど!?」

「……ああ、可愛いなぁ。俺の妹はなんでこんなに可愛いんでしょうか？」

「しかも逆に質問されてる!?　い、妹さん、先生は一体どうしちゃったんですか!?」

　桜は慌あわてて涼花に訊たずねるが、

「す、すいません。お兄ちゃんの目には私しか映っていないようで、えへへ……」

「なんでうれしそうなんです!?」

「ああ、すいません水無月さん。俺、妹成分が足りなくなってくると集中力が散さん漫まんになってしまって……。で、質問はなぜ俺の妹が世界一可愛いかでしたっけ？」

「違います！　というか、妹成分ってなんですか!?」

「妹とイチャイチャすることで摂せつ取しゆできる必ひつ須す栄養素です。……あ、なんかこうしてる間にも妹欠けつ乏ぼう症しようでめまいが……。というわけで肩かたを抱だいてもいいか？」

「か、肩ですか！　そ、それはもちろん大だい歓かん迎げい──ではなく！　わ、私は非常に遺い憾かんなんですけど、お兄ちゃんがどうしてもと言うなら仕方ないというか!?」

　ああマジで何やってんだろうな！　という理性をなんとかねじ伏ふせながら、俺はワタワタと慌てる涼花の肩に手をかけてそっと抱き寄せた。

　腕うでの中で、涼花の小さな身体からだが熱く強こわ張ばっているのを感じる。

「……あ、あの、やっぱり先生、いつもとキャラが違ってますよね……？」

「そんなことないですよ？　俺はいつも通りです。お前もそう思うよな？」

「ひゃ、ひゃいっ!?　しょ、しょうですね……！　おにぃひゃんは普段からこんな感じでございますにょ!?」

「妹さんもなんか変なんですけど!?」

　桜はツッコみながら「むうぅ……」と俺達を睨にらむ。

　それは思う通りに進行しないことへの苛いら立だちというより、自分が除のけ者にされて拗すねているような感じだった。

「む、むむぅ……。じゃあ次は妹さんに質問しようかな！　先生はこんなにも妹萌えな人だけど、妹さんとしてはどう思ってますか？」

「えへへ……、お兄ちゃん、あったかい……。いいにおい……」

「妹さん？」

「ぴゃぅっ!?　……え!?　あ、その、そうですね！　わわわ私としてはお兄ちゃんとイチャイチャしても全然うれしくないし気持ちよくないし全身がぽわ～ってなって幸せでもなんでもないんですけど!?　こ、これも妹の義務といいますか!?　か、寛かん容ような心で受け流しているといった感じです！　はい！」

「その割にはなんだかニヤニヤしてるみたいですけど……」

「そ、そそそそんなことはありませんにょ!?　ま、まったく遺憾ですね！　おおおお兄ちゃんの妹好きにはいつも困らせられられられていますです！」

「む、むうぅ……、妹さんはこう言ってますけど、先生はどう思います？」

「本当は俺のことが大好きなくせに素直になれないんですよ。ツンデレというか、そこがまた俺の妹の可愛いところなんですけど」

　腕の中の涼花がクネクネと動くのを感じながら、自らの妄もう言げんに死にたくなる俺。

「なんだか妹さんが悶もだえてますけど……。じゃ、じゃあまた先生に質問しますね。先生の執筆スタイルを教えてもらっていいですか？」

　その質問に対する回答もまたさっきと同じくらい頭の沸わいたものだったが、俺はもう自分の尊厳を完全にかなぐり捨てる勢いで答える。

「ああ、それなら──」

　俺はそう言いながら、涼花の華きや奢しやな身体を持ち上げた。

「え？」

　そして呆気あつけにとられている桜の前で、涼花を自分の膝ひざの上に座らせると、

「こ、こうやって妹を膝に抱いて、妹成分を摂取しながら書いてますよ……！」

　俺は引きつりそうな顔をなんとか保ちながら、強ごう引いんにそう言い切った。

「ひゃ……、ひゃぅ……！」

　ちょうど俺の胸を背もたれ代わりにして座る形になった涼花は、身体を小刻みに震ふるわせながらうなじまで真っ赤に染めていた。

　こちらを振ふり返ることなく背筋をピンッと伸のばし、ガチガチに緊きん張ちようしながら身を縮ませているが、そのおかげで非常に抱きやすくなっている。

「ちょ、ちょっと先生!?　ほ、本当にそんな姿勢で執筆してるんですか!?」

「も、もちろんです！　妹のぬくもりと妹の香かおりを感じられる最高の姿勢で、これ以上はありません。ってか俺の妹が可愛くていいにおいすぎる……！　クンカクンカ」

　ほとんど自じ暴ぼう自じ棄きになりながら、目の前にあった涼花の頭に顔を近づける。

「ああ、可愛いなぁ……。髪かみもこんなにサラサラで、俺の妹可愛すぎ天使か」

「先生！　今は番組収録中なんですけど!?」
















「いや、仕方ないじゃないですか。目の前に最愛の妹の頭があるんですから、ナデナデしたり髪の感かん触しよくを楽しんだりするのは自然なことですよ」

「お、お兄ちゃん……！　くすぐったいです……！　ひゃうんっ！」

「可愛いなぁ可愛いなぁ。これだけ可愛いともはや犯罪だよなぁ」

　犯罪なのは俺の存在そのものだったが、もはや完全にキレてしまった俺は自分でも驚くほど変態兄貴になりきっていた。

「妹さんを可愛がるのはともかく、これがラジオだってことは忘れないでください！」

「あ、すいません。ではリスナーの皆みなさん、引き続き『永遠野誓と妹の愛の巣』をお楽しみください」

「勝手に番組ジャックされた!?　これは『桜の小部屋』です！　妹さんも先生になんとか言ってくださいよ！」

「は、はにゃ……、ふにゅ……」

「うう……、完全にふにゃふにゃになってる……！」

　桜は恨うらめしそうな目を向けてくるが、俺は構わず涼花の頭を撫なで続ける。

「ふう……、妹成分をたっぷり充じゆう塡てんしたおかげでやる気が出てきました。さあ、次の質問はなんですか？」

「しかも今いま更さら軌き道どう修正ですか!?」

「水無月さんの番組なんですから、どんどん質問してもらわないと」

「し、しかもダメ出しまで……！　わかりました、お兄ちゃ──い、いえ！　先生がそういうつもりならとことん質問攻ぜめにしちゃいますからね！」

　そう言って悔くやしそうな顔でビシッとこちらを指さす桜。

　そして俺は引き続き繰くり出される質問に、永遠野誓を演じながら完かん璧ぺきな『回答』を返し続けるのだった。




　　　　▼




「あー…………」

　俺は休きゆう憩けいスペースの椅い子すに座りながら、ズーンと肩を落としていた。

　涼花と桜は身だしなみを整えに行っており、今はいない。

　缶かんコーヒーを飲みながら、俺はさっきまでの収録のことを頭に思い浮うかべる。

「……あれは、どうだったんだろう」

　特訓という意味では、俺はちゃんとやり遂とげたと思う。

　永遠野誓を演じ通して、超ちよう妹萌もえキャラの頭の沸いてる受け答えも完璧にこなした。

　桜には収録後「妹萌えキャラでいくんなら前もって言っておいてよね！　それから、帰ったら桜ともイチャイチャしてよ！」と怒おこられたが、イチャイチャするかどうかはともかくとして、演技としては合格点だったということだろう。

　プロデューサーさんからも「さすが永遠野誓先生でした……」と感心（？）されたし、少なくともそういう意味では特訓は成功のはずだ。

　俺も衆しゆう人じん環かん視しの中がんばって妹萌えキャラになりきってみて、妹萌えってものの具体的なイメージは摑つかめたと思う──……んだけど、

「……なんか、しっくりこないんだよな……」

　そう、俺自身はいまいち手て応ごたえを感じていなかった。

　涼花は「な、なかなかよかったんじゃないですか!?　妹好きという感じがしっかり伝わってきて、あの調子を心の底から理解できれば問題ないと思いますよ!?　あ、でも勘かん違ちがいはしないでくださいね!?　あくまでも客観的な意見ですからね!?」と言ってくれたけど、それでもやっぱり腑ふに落ちない感触が残った。

「涼花にあんだけ無理して付き合ってもらっておきながら、なぁ……」

　申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　……俺は、なにが納得いかないんだろう？

　自分で言うのもなんだけど、さっきの演技自体はかなりクオリティが高かったと思う。

　欲よく望ぼう丸出しで「妹ハァハァ」といった感じがよく出てたし、まさに妹萌えってイメージの典型的なキャラクターだった。

　俺が心底あんなキャラだったら、桜田さんに言い負かされることはなかっただろう。

「そういう意味じゃ、あれが正しい妹萌えの姿なんだろうけど……」

　だが、やはりなぜかしっくりこないんだ。

　その原因は……、いろいろ考えてみたけど思い浮かばない。

　言葉にならないなにかが腹の底に居座ってるような、落ち着かない気分だ。

　なんとか原因を探ろうと頭を回転させるのだが、浮かんでくるのは一つの疑問。

「……あれが本当の妹萌えなのかな？」

　その呟つぶやきに誰だれが答えてくれるわけでもなく、俺は虚むなしく頭を振る。

　……少なくともわかっているのは、今回の特訓でも俺は妹萌えに目覚めることができなかったってことだけだな……。

「あー……、くそっ」

　すっきりしない気分を洗い流すかのように、俺は再度缶コーヒーをあおる。

「ん？」

　その時、空になった缶をゴミ箱に放り込んでいると、さっきまで俺達がいた収録スタジオのドアの前で、誰かが変な動きをしているのが見えた。

　……なんか、気配を殺して中の様子を窺うかがっているような……、明らかに不ふ審しん者っぽい。

　俺は気になって、その不審者の顔を確認しようと近づいてみたのだが、

「……え？」

「っ!?」

　思わず声を漏もらしてしまい、不審者の背中がビクッと震えた。

　そして反射的に振り向いたその人物は──

「桜田……さん？」

「あ、あなたは永遠野先生!?」

　そう、それは先日会ったばかりのアニメ監かん督とく、桜田樹いつきさんだったのだ。

「……こんなところで何してるんです？」

「な、なんでもないですよ？　ほ、ほら僕もアニメ監督ですから、こういう収録現場にはいろいろと用事があるんですよ」

　桜田さんは明らかに取り繕つくろった様子でそう答える。

　一いつ瞬しゆん「そうなのか……？」と納得しかけたが、どうも雰ふん囲い気きがおかしい。

　……と、そんなことよりもここで会えたなら、キャラ改変の件を思い直すよう説得するチャンスじゃないか！

「あの、アニメ化の件ですけど、やっぱり俺はキャラの改変なんて納得できな──」

　しかし俺がそう言いかけた時、

「お待たせー！」

　桜の声が聞こえてきて思わず振り向くと、手を振って小走りにやって来るのが見えた。

「あれ、どうしたの？　こんなところで」

「あ、いや、この人に話があって──」

　そう言いながら再度桜田さんの方を向いた俺だが、

「あ、あれ!?」

　驚おどろいたことに、いつの間にかその姿が消えていた。

「どうかしたんですか、お兄ちゃん？」

　続いて涼花もやって来て首を傾かしげるが、俺はわけがわからず「いや……」と言葉を濁にごすしかないのだった。








第三章　お泊とまり会と遊園地デート









『妹の全て』『妹だけが好きなんだ！』『妹☆妹』『しすたぁカーニバル』『異世界なら妹と結けつ婚こんしてもいいよね？』『妹とイチャイチャすごす１０１の方法』『妹＝命』

「……うーん」

「なにを熱心に見てるのかな～」

　突とつ然ぜん背中に何かがおぶさってきたと思ったら、顔の横からヌッと見知った顔が出てきたので、俺は「うわっ!?」と声を上げた。

「ちょっ！　いきなりはビックリするからやめてくださいよ江え坂さかさん！」

「バイト中に妹萌もえ本を食い入るように見てるナガミンが悪いんだよ～」

　と、間延びした口調で話すこの人は、俺のバイト先である丸まる猫ねこ書店の娘むすめさんで、実際は成人してるのに見た目が小学生にしか見えないというロリの化け身しん──江坂さんだ。

「で～、何してたの～？　リアル妹がいて妹萌えラノベを書いてるのにも飽あき足たらず、さらに妹萌え成分を補給しようと物ぶつ色しよくしていたのかね～？」

「ち、違ちがいますよ。ただ単に本ほん棚だなの整理をしてただけです」

　そう言って急いでその場を離はなれる俺だったが、実は妹萌え系けいの本を物色していたというのは本当だったため、内心ヒヤヒヤしていた。

　桜さくらが家に転がり込んできてからもう数日経たった。その間相変わらず妹萌えの特訓は続いているわけだが、残念ながらまだ俺は妹萌えに目覚めちゃいない。

　桜さくら田ださんとの再会も迫せまる中、俺も自分で何とかしようとこうやって妹萌え系の媒ばい体たいに触ふれたりしているのだが、やはりどうしてもしっくりこないのが現状だ。

「しょうがない子だなぁナガミンは～。妹が好きすぎて四六時中妹のことが頭から離れないんだね～。お姉さんもビックリだよ～」

「……だったらいいんですけどね」

「ん～？　なにか言った～？」

「なんでもないです。……ってかレジはどうしたんですか！　いい加か減げん離れて仕事に戻もどってくださいよ！」

　そう言って江坂さんを振ふりほどこうとするも、首回りにガッチリ腕うでを回し、あまつさえ腹の辺りに脚あしまで絡からみつかせているため、ピクリとも離れようとしない。

「レジでじっとしてると寒いから、こうやってナガミンで暖を取ってるわけだよ～」

「とてもお姉さんを自じ称しようする人がする行動じゃないんですが!?」

　とりあえず俺は江坂さんを無視して、書棚の整理を続けることにした。

　耳元からは「ぬくぬく～」とダメ人間の声が聞こえてくるけど努つとめて無視する。

「ちょっと祐ゆう、バイトはまだ終わらないわけ？」

　とその時、声が聞こえてきて振り向くと、制服姿の舞まいが立っていた。

　永遠とわ野の誓ちかいのストーカーをしてる舞は、こうやって俺がバイトの日はその終わり際ぎわに必ずやって来るのだ。……相変わらず熱心なやつ。

「お～、舞ちゃんじゃないか～。今日もナガミンをご指名かい～？」

「べ、別にそういうわけじゃないけど、これも研究の一いつ環かんだから」

　そうやって永なが見み祐研究ノートという魔まアイテムを取り出す舞だが、なぜかノートではなく俺の方をチラチラ見ては顔を赤くしている。なんか最近様子がおかしい。

　そうこうしていると、また誰だれかが店に入ってくるのに気がついた。

「あ、お兄ちゃんだ！　本当にここでバイトしてたんだね！」

「桜!?　な、なんでここに!?」

　それが桜だったため、俺は背中に江坂さんを貼はり付けたままうろたえる。

　桜は学校帰りなのか見覚えのない制服に身を包んでいて、それがまた普ふ段だんと違ってかなり新しん鮮せんだったのだが、そんなことを言ってる場合じゃなかった。

「昨日お兄ちゃんが丸猫書店ってところでバイトしてるって言ってたから、妹として見ておこうと思って来たんだぁ」

　……しまった！　昨日訊きかれたからつい答えてしまったけど、桜の行動力ならこうなるって想定できたはずだろ！

「ああああ!?　あんたは声優の水み無な月づき桜!?　なんであんたがここにいるのよ！　しかもなんで祐のことをお兄ちゃんとか言ってるわけ!?」

　案の定、桜に気づいた舞が声を上げる。

　江坂さんは俺と桜と舞をキョロキョロ見回しながら「お～？」と楽しそうだ。

「あ、炎えん竜りゆう先生こんにちは！　桜は正式にお兄ちゃんの妹になりました！」

「なってないから！　こいつには冗じよう談だんが通じないからそういうのやめて！」

「祐っ！　どどどどういうことなの!?　説明しなさいよ！」

　詰つめ寄る舞を、俺は「お、落ち着け！」となんとかなだめようとする。

　とはいえ舞も桜の性格とは相あい性しようが悪いらしく、なにかと対たい抗こう心を燃やしてしまうことから、ちゃんと説明したところで落ち着いてくれるかどうかは怪あやしい。

「ねえねえナガミン～」

　と、そこで江坂さんが俺の頰ほおをツンツンと突つっつく。

　……ま、まさかこの修しゆ羅ら場ばを収めてくれる案が!?　と一いつ瞬しゆん期待したのだが、

「私もナガミンのこと、お兄ちゃんって呼んだ方がいいかな～？」

　やっぱり何の助けにもならないエセ幼女だった！　いや、わかってただろ俺！

「……お兄ちゃんは一体何をしているんですか？」

　聞き慣れた声に振り向くと、今度は制服姿の涼すず花かが呆あきれた様子で立っていた。

　涼花が俺のバイト先に来るのは珍めずらしいことだったので、俺が驚いていると、

「こういうこともあろうかと、念のために来てみたんですが」

　と、横目で桜を見る涼花。

「それで……、お兄ちゃんは一体何のバイトをしているんです……？」

　江坂さんに絡みつかれ、舞に詰め寄られ、本棚の間で立ち尽つくす俺。

　しばしの沈ちん黙もくの後「……えっと、本屋？」と答えた俺だったが、涼花は力なく首を振って「お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください……」とため息を吐つくのだった。




「で、結局どういうことなのよ。なんでこの女が祐のことをお兄ちゃんとか呼んで、しかもこんなところにいるわけ？」

　あの後、バイトを終えた俺は涼花達と一いつ緒しよに帰路についたわけだが、当然舞も一緒について来ていた。

　舞の住む高級マンションは俺の家の近くにあるため、一緒に帰るのはいつものことなのだが、今回は桜の一件があるから大人しく引き下がっちゃくれないだろうな……。

「あー、それはだな……」

　俺は舞の詰きつ問もんを受けて言葉に詰まる。

　桜がお兄ちゃんって呼んでること自体は『妹役を目指してるから』と言えばいいんだけど、こうやって一緒に俺ん家ちに向かってることの説明をしようとすると、家出の件に触れないわけにはいかない。

　……そうすると自然と泊とまってることも言わないといけないわけで、そうなった時の舞の反応は──簡単に想像できるのが嫌いやだ……。

　涼花は我関せずと不ふ機き嫌げん顔でそっぽを向いてるし、桜はわかってるのかわかってないのか、いつも通りの笑顔で俺の隣となりを歩いてるだけ。困った。

「おお、先生がハーレムを引き連れてるじゃないデスか！」

　……おいおい、さらに今度は見知った金きん髪ぱつ姿が視界に入ってきたんだが。

「だ、Ｗダブルピース先生まで……。なんでここに？」

「もちろん、先生のところに遊びに来たからに決まってマス！　というわけで、私も先生のハーレムに入れてもらいマスからね！」

　Ｗピース先生は涼花の作品のイラストレーターではあるが、本職はエロゲメーカー所属の原画家で住居も秋あき葉は原ばらにある。だけど知り合って以来こうやってたびたび訪たずねてくることがあり、しかも不思議と間が悪いことが多い。（本人的には間が良いらしいが）

　……今回も、よりにもよってこんな状じよう況きようだからな……、と俺がゲンナリしていると、案の定Ｗピース先生は桜に気がついて、

「おや？　あなたは確か水無月桜さんデシたよね？　お久しぶりデス！　この前のコミステ以来デスね！」

「こんにちはアヘ顔さん！　こんなところで会うなんて奇き遇ぐうですね！」

「まったくデス！　ということはつまり、桜さんも先生ハーレムの一員なんデスね！」

「はい！　桜もお兄ちゃんハーレムの一員です！」

「……あの、ご近所の目もあるから、せめてハーレム連呼は勘かん弁べんしてください……」

　Ｗピース先生と桜は性格も似ていて相性抜ばつ群ぐんなのだが、そのせいで俺への被ひ害がいが相そう乗じよう的に増していくという危険な組み合わせでもある。

「それで先生、桜さんはどうしてここに？　舞と同じでご近所さんだったんデス？」

「違うわよ。なんでか知らないけど祐にまとわりついて、しかもお兄ちゃんとか呼んでるから私も理由を訊いてるわけ。あんたも気になるでしょ？」

　舞の言葉に、Ｗピース先生も「それは気になりマスねー」と頷うなずく。

「……いずれこうなるんじゃないかとは思っていましたが、お兄ちゃんは本当に天才的なほど迂う闊かつですね」

　そんな様子を見ていた涼花が、拗すねたような顔で呟つぶやく。

　危機管理がなってないという点では一切言い返せないのが悲しかった……。

「桜は今、お兄ちゃんと同じ家に住んでるんだよ」

「ぶふぅっ!?」

　そして唐とう突とつに、俺が必死に隠かくしていた爆ばく弾だんをなんの躊躇ためらいもなく爆ばく発はつさせる桜。

「おおおおお同じ家に住んでるううううううぅっ!?　ちょ、ちょっと祐！　どういうことなの!?　なんで私を差し置いてこんな女を!?」

「同じ屋根の下でエロイベントが発生しないわけがないデスよね!?　で、夜の先生はどんな感じデシたか!?　できれば私も桜さんと同じ経験をお願いしマス！」

「お、落ち着け二人とも！　ってか非難の矛ほこ先さきが微び妙みようにズレてる気がするんだが!?」

　火がついたように詰め寄ってくる舞とＷピース先生に、俺はしどろもどろになる。

「と、とりあえず事情を話すにも、一度家の中に入ってからにしてください！　玄げん関かん先でうるさくしているとご近所さんに迷めい惑わくですし、誤解されます！」

　そんな涼花の一言で、なんとか一いつ旦たん離はなれてくれた二人。

　見ると、いつの間にか家に着いていたらしく、涼花が玄関のドアを開けて俺の方をジト目で睨にらんでいた。

「……もちろんこの状況はお兄ちゃんの責任で収しゆう拾しゆうするんですよ」

「そう言われても、俺に責任がある状況じゃなくないですか……？」

「いえ、直接的には桜さんのせいだとしても、原因は全てお兄ちゃんにあります。それがなぜなのかわかってないところも含ふくめて！」

　なんでだよ！　とツッコみたかったが、涼花の迫はく力りよくがすごすぎて無理だった。

「お兄ちゃん？　わかりましたか？」

　最後にもう一度ダメ押しされ、俺は背筋を伸のばしながら「は、はい！」と返す。

「おおー……、涼花ちゃんカッコイイ……」

　そんな様子を見ていた桜が感心したように呟くが、君はもう少しだけでいいから当事者意識ってやつを持ってくれませんかね……。
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「家出して来たから泊めてるぅ～……？」

　とりあえず全員で家に入り、リビングに集まってから事情を説明した。

　桜が家に居い候そうろうすることになった経けい緯いを話すと、舞がものすごく胡う散さん臭くさそうな顔で俺と桜を交こう互ごに睨む。

「なるほど、家出という発想はなかったデスね……」

　Ｗピース先生もなにやら神しん妙みような顔でうんうんと頷いていた。

「そうだよ。で、一緒に住んでる間は、桜はお兄ちゃんの妹だからね！」

　ついでに桜がアニメ化に際して妹役を狙ねらっていることも付け加えておいたので、とりあえず最低限の説明にはなっていると思うんだが……。

「「…………」」

　納得してくれただろうかと考えていると、舞とＷピース先生は無言で頷き合って、

「「ズルイ（わよ！）（デス！）」」

　と同時に俺に迫せまってきた。……やっぱ無理ですよねー！

「祐の家に泊まるとか、そんな夢みたいなイベントをその子にだけ体験させるなんてズルイじゃないのよ！　わ、私だってあんたの研究のために泊めなさいよね！」

「この前の舞の別べつ荘そうとは違ちがって、先生の家となるとエロイベントの濃のう度ども質も段違いに決まってマス！　是ぜ非ひ私も一晩と言わず一生泊めてくだサイ！」

「待て待て待て！　あくまでも桜は家出っていう事情があったから一時的に泊めてるだけの話で、普ふ通つうだったら誰だれも泊めたりしねえよ！」

　私も私もと迫る二人を、俺は必死に押しとどめる。

　……ああもう！　背後から感じる涼花の視線が痛いなぁ！

「なによそれ！　家出したら泊めてもらえるってんなら私だって家出するわよ！　はい家出した！　今家出した！　だから泊めなさい！」

「お前はそもそもマンションで一人暮らしなんだから家出の必要なんてないだろ！　ってか現状が家出みたいなもんだろお前は！」

「先生、私も家出しマシたのでよろしくお願いしマス！　最近部屋にエログッズが多くなって、ついに私は追い出されてしまいマシた！」

「整理整せい頓とんして、いらないものはちゃんと捨ててください！」

「ヒドイデス！　いらないエログッズなんて一つもないデスよ!?」

「そんなの知らんわああああああああああああああぁっ!!」

　俺は二人の猛もう攻こうになんとか抵てい抗こうを続ける。

　そんな俺を、涼花はもどかしそうに睨みつけ、桜は「お兄ちゃんはやっぱりモテモテなんだねぇ」とうれしそうに見つめていたが、助けてくれる気配はなかった。

　そもそも俺がこんなに劣れつ勢せいなのは、桜を泊めてる理由の説明が貧弱だからだ。

　家出＝泊めるってだけじゃ、確かに舞やＷピース先生の主張だって筋が通っちまう。

　だが実際はそれだけじゃない。だったら、それを理由に突っぱねるしかない！

「お、落ち着け二人とも！　桜が俺ん家にいるのは確かに家出してきたからだけど、実は俺に協力してくれてるからって側面もあるんだ！」

「協力……？　どういう協力よ」

　怪け訝げんそうな顔で返す舞に、俺は慎しん重ちように言葉を選んで続ける。

「えっとだな……、実は俺、今ちょっと妹萌もえってもんに行き詰づまっててさ、改めてその研究をしたいと思ってたところに妹役志望の桜がやって来ただろ？　だから、その、ギブ＆テイクというか、妹属性の可愛さってやつを再認識させてもらってるというか……」

　だが、言ってる間にだんだんと気づき始める俺。

　……改めて言葉にしてみると、かなり無茶苦茶なことやってるよな……。

　しかも、それで今のところこれといった成果がないというのだからヒドイ。

「な、なによそれ！　なんでそういうことを私に相談しないのよあんたは！」

　で、やっぱり納得しない様子の舞だが、その理由が内容の無茶苦茶さじゃなく秘密にしてたことっぽいのはなんでだ？

「私はあんたの一番のファンでライバルなんだから、悩なやみがあったらまず私に相談するのが筋ってもんでしょ！」

「そうデスよ先生！　私も先生の一番のパートナーなんデスから、困ってることがあったら是非にでも協力したいに決まってマス！」

「それはどうもありがとう……？」

　二人とも、なんか想定してたのと違う反応だったので戸と惑まどう。

　だが二人はそんな俺を尻しり目めに頷き合っていたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、




「「だから私も妹に（なるわよ！）（なりマス！）」」




　と、そんな本気で意味不明なことを口走るのだった。

「…………は？」

　あまりのことに呆ぼう然ぜんとする俺に、

「だーかーらー！　わ、私もあんたの妹になってあげるって言ってんのよ！」

「デスデス！　妹萌えのためなら、私も舞も協力を惜おしまないということデス！」

「ちょ、ちょっと待って!?　いや、マジでなに言ってんですか!?」

「察しが悪いわね。とにかく、これで私達とその子は同じ条件よね。家出して来て、あんたの研究のために妹になる。……これで、私達も泊とめてもらえるのよね！」

「いやー、そういうことなら早く言ってくれればよかったデスのに。協力は惜しまないっていつも言ってるデショう？　妹になるくらい、まったく抵抗はありマセんから！」

「そうそう。だからよろしくね、……ゆ、祐お兄ちゃん？」

「祐おにーちゃんのためなら、どんなエロいことだってしてみせマス！」

「え、えええええええええええええええええええええぇっ!?」

　俺はあまりの事態に本気で絶ぜつ叫きようした。

　だが舞とＷピース先生はそんなことおかまいなしで、俺を『兄』と呼び続ける。

　……いや、いやいやいや、いやいやいやいや！

　ま、まさかこんなことになるなんて想定外だった。……でも、よくよく考えてみるとこの二人なら普通にあり得る結果すぎて、自分の想定の甘さに今いま更さら悶もん絶ぜつする。

「先生はラジオでもあれだけの妹好きを披ひ露ろうするくらいデスから、妹が増えることに反対なんてするわけないデスよね？」

「そうよ！　その子がよくて私達がダメなはずないわよね!?」

　ちょっと涙なみだ目めになってる舞の顔が目の前に迫ってきて、結局俺はなにも言えずにコクコクと頷いてしまった。

「や、やった！　これで祐の──ううん！　祐お兄ちゃんの家にお泊とまり……っ！」

「これは素晴らしいイベントデスね！　ちょっと邪じや魔まが入らないように、シナリオ担当には次回作のグラは遅おくれるってメールだけ入れて、スマホの電源切っておきマス！」

　やったやったと本当にうれしそうにはしゃぐ舞とＷピース先生。

　そんな二人を見ていると今更やっぱりダメだとは言えないし、そもそも桜を許可している以上、言えるだけの理由もなかった。

　俺は背後から聞こえてくる「……お兄ちゃん？　これはどういうことなのかちゃんと説明してもらえるんでしょうね……？」という恐おそろしい声に、現実から逃にげ出したいと本気で願うのだった……。
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「……まったく！　桜さんだけでも大変なのに、どうして舞さんやＷピースさんまで泊めることになってしまったんですか！」

「申し訳ないです……」

　私の問いに、お兄ちゃんは本当に申し訳なさそうにシュンと肩かたを落としています。

　……ちょっと責めすぎたかな？　と思いましたけど、よりにもよってあのお二人を家に泊めることになって、しかもお兄ちゃんの妹になるというんですから、今回ばかりは私だってそう簡単には許せません！

「大体お兄ちゃんは誰にでも甘すぎるんです！　ビシッと言わないからみんなお兄ちゃんに寄りかかってくるんですよ？　自覚していますか？」

「面めん目ぼく次第もござりませぬ……」

　……うう、だからってそんなに落ち込まないでください。お兄ちゃんの悲しそうな顔を見ていると、私は胸が締しめ付けられそうになるんですから……。

　そう考えた途と端たん、私は怒いかりがスッと冷めていくのを感じました。

　よく考えてみると、お兄ちゃんばかりを責めるのも酷こくな話だからです。

　桜さんという前例がある以上、普ふ段だんから強ごう引いんなあのお二人が引き下がるはずがないのは明白です。むしろ「その代わりお前らを泊めるのは今日一日だけだからな!?」と最後に食い下がったお兄ちゃんを褒ほめるべきなのかもしれません。

　……と、そう考えるあたり、私もお兄ちゃんと似た者同士で甘い性格なのかも。

「はぁ……」

　……とはいえ、理性ではわかっていても、やっぱり納得いかないのも事実です。

　ここは私とお兄ちゃんの家で、お兄ちゃんの妹は私だけなのに……。

　今回はあくまでもお兄ちゃんに妹好きになってもらうという目的のため例外的に許可しているだけで、大好きなお兄ちゃんとの二人きりの時間を邪魔する存在はなんだって許したりはしないのです。

「あの、涼花？　……本当にごめんな？　そもそも桜田さんの件も含ふくめて、もとはと言えば俺のせいだし……」

　さっきのため息はお兄ちゃんを責めたわけではなく自分に向けたものだったのですが、謝られてしまいました。

　……お兄ちゃんはそう言いますけど、もともとの話をすればやっぱり私のせいです。

　お兄ちゃんに代理人をお願いしたのも、お兄ちゃんに妹好きになってほしいのも、私の自分勝手な欲よく望ぼうに過ぎません。お兄ちゃんはそれに苦労しながら付き合ってくれているんですから、本当は感謝しないといけないはずなんです。

　……でも、私が素直になれないから。

「いえ、もう決まったことだから仕方ありません。……それより、その包みがお布団だと思いますので、出してください」

　結局、こんな風に可愛くないことしか言えない私。……この性格が大だい嫌きらいです。

　そんな私の内心など知るはずもなく、お兄ちゃんは私の言葉に「あ、ああ」と頷うなずいて、包みを引っ張り出していきます。

　今私はお兄ちゃんと二人で物置部屋に来ています。

　お二人が泊まる場所は桜さんと同じ和室でいいとしても、お布団の数が足りなかったので、しまってあったのを出しに来ているというわけです。

「……なあ涼花、こう言うと言い訳がましく聞こえるかもしれないけどさ」

　その作業中、お兄ちゃんが私と目を合わせずに、ふとそう切り出しました。

「な、なんですか？」

「俺は、原作からキャラが改変されたアニメなんて絶対に許せないと思ってる。だから桜田さんを説得するためにも本当に妹萌えを理解しないといけないんだ。けど、お前や桜にいろいろしてもらったり、この前のラジオみたいに妹萌えキャラを無理矢理演じてみてもまだできちゃいない。……だからって舞やＷピース先生に妹になってもらってそれが理解できるようになるかは怪あやしいんだけど、今はちょっとでも可能性があるなら何でもしなきゃって思ってるんだ」

　だから強く断ることができなかった──と、お兄ちゃんは言いました。

　呆あきれます。それはお兄ちゃんの言葉通り、まるっきり言い訳だったからです。

　でも一番呆れるのは、そんな言い訳に感動してしまっている私自身。

　……お兄ちゃんは妹好きになろうと真しん剣けんにがんばってくれてるんですよ？

　……それは誰だれのためにって、他ならぬ私のためになんですよ!?

　そんなの、そんなのうれしすぎるに決まってるじゃないですか！

「も、もういいです。もう怒おこってないです。仕方ないってわかってますから」

　自分で自分の声が弾はずんでいるのがわかって、私はかああぁと赤面します。

　ここが薄うす暗ぐらい物置部屋の中でよかったです。もし明るい場所ならこんな顔をお兄ちゃんに見られていたところでした！

　……ん？　でも待ってくださいよ？

　そんな薄暗い場所で今、私はお兄ちゃんと二人きりでいるんですよね？

　ど、どうしましょう!?　もし不意に身体からだがよろけてお兄ちゃんともつれ合いながら倒たおれたりしたら!?　そしてそのまま私がスッと目を閉じて、お兄ちゃんが私の気持ちに気がついて全てを運命に委ゆだねてしまったら!?

　ああ、そんな素晴らしい──いえ、素す敵てきな──いえいえ、考えただけで胸が熱くなるような──だからそうじゃなくて！　そういうのはまだ早いんですってば私！

「……そうか。ありがとうな、涼花」

「な、なにを破は廉れん恥ちなことを考えてるんですか!?」

「ええ!?　なんでいきなりそんな反応!?」

　お、落ち着くんです私！　……間ま違ちがい──そう、間違いが起こっては大変です！　将来的には大だい歓かん迎げいでも、今はまだ心の準備というものができていませんからね……！

「こ、こんなところでお兄ちゃんと二人でいるのはマズイですから、さっさとお布団を運び出してください！」

「やっぱお前まだ絶対怒ってるよなぁ!?」

　お兄ちゃんが意味不明なことを言いながらも二人分のお布団を運び出します。

　私も急いで物置部屋を出て、ようやくほっと一息吐つきます。

　……ふう、やはり初めてはもっとロマンチックな──って、だからこういう思考が危険なんです！　落ち着くんですよ私……！

「……っしょっと。でもまあ、なにはともあれ今回はお前に迷めい惑わくかけっぱなしだから、全部終わったらなにかお詫わびでもしないといけないな。っつっても俺に何ができるわけじゃないから、なんかしてほしいことがあったら考えといてくれよ」

「だから！　お兄ちゃんはそういうことを軽々しく言わないでください！」

　せっかく落ち着こうとしている時にそんなうれしいことを言われたら、舞まい上がってしまって顔がニヤケてしまうじゃないですか！

「お詫びも許されないとか、俺にどうしろってんだ!?」

　お兄ちゃんは泣きそうな顔になって、それは私の大好きな表情ではあるのですが、今は私の顔も真っ赤でしょうからまともに見ることができません！

　……こういう時は深呼吸です！　ひっひっふー、ひっひっふー、ひっひっふー……。

　よ、よし、少しは落ち着きましたね！

「と、とりあえず今は、お兄ちゃんは妹好きになることだけを考えるべきです。それ以後のことは後で考えればいいことです」

「……そうだな。うん、まずは問題を片付けてからだ」

　そんな話をしながら、私達はみんなが待っている和室へと向かいます。

　少し思考が混乱しましたが、今私が考えるべきことは一つしかありません。

　それはお兄ちゃんに妹好きになってもらうこと──……ではありませんよ？

　それは最終的な目標であり、考えるべきなのは私がそれに向けてどういったことをすべきかです。

　じゃあ何をすべきかというと、そんなことは決まっています。

　偽にせ物ものの妹達を蹴け散ちらして、私が本当の妹だとみんなにわからせること──これです！

　お兄ちゃんに妹好きになってもらうにしても、それは私の手でやらないと意味がないのです。なぜならお兄ちゃんの妹は私だけなんですからね！

「布団持ってきたぞー」

「わーい、祐おにーちゃんありがとうデス！　じゃあ早さつ速そく今から一いつ緒しよに寝ねマショう！」

「ちょっ!?　荷物持ってるんだから抱だき付かないで！」

「ま、まあ力仕事は兄の役目なんだから、お礼なんていらないわよねー」

「って舞まい!?　おぶさってくるなって！　あ、当たってる！」

「な、なに言ってんのよ変態兄貴！　実はうれしいくせに！」

　あっという間に氷ひ室むろさんとＷピースさんに絡からまれるお兄ちゃん。

　いつも通りの光景に見えるかもしれませんが、お二人とも『妹』のつもりだからか、いつもより距きよ離りが近いです……！

　Ｗピースさんは普段とそう変わらないですけど、氷室さんは普段よりベッタリくっついてるじゃないですか！　顔を赤くして悪態ついてますけど、あんなうれしそうにベタベタベタベタ……！

「お兄ちゃん！　今度は枕まくらも取りに行くんですから、早くしてください！」

　私がそう言うと、お兄ちゃんはお二人からなんとか逃のがれてこっちにやって来ます。

　桜さんが「お兄ちゃん、桜も手伝おうか？」などと言っていますが、私は丁てい重ちように断ってお兄ちゃんと二人で再び物置部屋へと向かいます。

「……普段の五割増しくらいで大変だ、あいつら……」

　そのわりには、どことなくうれしそうに見えるのは私の気のせいでしょうか？

　……私も、あのお二人みたいにスキンシップすれば、お兄ちゃんに喜んでもらえるのかな……？　妹好きに、なってもらえる……かな？

「……え？　す、涼花さん？」

　そんなことを考えていると、私はいつの間にかお兄ちゃんの背中に寄りかかっていました。自分でも驚おどろいて、胸がドキドキと高鳴ります。

「ど、どうしたんだ？」

　……むぅ。い、一応私のも当たってるんですけど、氷室さんの時みたいなことは言ってくれませんね。や、やはり大きくないとダメですか……！　大きい胸じゃないと……！

「な、なんでもありません。少し疲つかれたから一休みしてるだけです……」

　そして、口に出る言葉はやっぱり素直になれないもので、私は自分に落らく胆たんします。

　ここで「う、うれしいくせに」なんて言えたらいいのに、やっぱり上手うまくいきません。

「あ、ああ、なるほどね。一休みか。うん」

　でも、お兄ちゃんの背中の大きさや温かさ、お兄ちゃんのにおいなんかに包まれて、なんだか身体中がポワポワしてきます。

　頭の芯しんが甘く痺しびれて、ずっとこうしていたくなっちゃいます。

「……なあ、やっぱまだ怒ってるか？」

　その時、お兄ちゃんがまたそんなことを訊きいてきたので、私は否定しようと思ったのですが、ふとあることを思いつきます。

「……一つだけ教えてくれれば、許してあげます」

「え？」

「お兄ちゃんの妹は私だけです。……そのことを、ちゃんとわかってますか？」

　そう言った後で、なぜかドキリと心臓が跳はねました。

　……もし、もし他のみんなだって妹だなんて言われたら──

「そんなの当たり前だろ？　なに言ってんだ？」

「あ…………」

　ですが、そんな不安はお兄ちゃんのその一言で簡単に消えてしまいました。

　私は込み上げる幸福感に震ふるえながら、パッとお兄ちゃんの背中から離はなれます。

「……で、今のは一体なんだったんだ？」

「な、なんでもありません！　それよりさっさと物置部屋に行きますよ」

「あ、おい？　もういいのか？　お前、本当にもう怒ってないんだよな？」

　後ろから聞こえてくるお兄ちゃんの声に、私は当然ですと心の中で呟つぶやきます。

　今私の頭の中にあるのは、ただ純じゆん粋すいな対たい抗こう心だけ。

　……あんな偽物の妹達に、本物の私が負けてられない！　ただそれだけです！




　　　　★




「お兄ちゃんゲームをしマショう！」

　二人が泊とまる準備を終え、全員でリビングに戻もどって休きゆう憩けいしていると、不意にＷピース先生が意味不明なことを言い出した。

　……いやまあ、Ｗピース先生が意味不明なのはいつものことだけど、今回はいつも以上にわけがわからない。……ってか、お兄ちゃんゲーム？

「……なんなんですかその怪しい響ひびきのゲームは」

　涼花が警けい戒かいした様子で訊たずねる。

　するとＷピース先生は「ふっふっふ……」と芝しば居いがかった笑みを浮うかべ、

「祐おにーちゃんの研究のためみんなで妹になるのはいいのデスが、ただ漫まん然ぜんとやるのではなくて、ルールを決めてゲーム方式でいくべきだと思うんデスよ」

「……言ってることはわからなくもないけど、具体的にどうすんのよ」

　舞の問いに、桜も「うんうん」と同調する。

「簡単なことデス！　お兄ちゃんゲームなんデスから、もちろん祐おにーちゃんを一番萌もえさせた妹が勝ちデス！　ただし、妹達は決められたキャラクターになりきったうえで今日一日を過ごさないといけマセん！」

「……えーと？　つまり、どういうことです？」

「妹萌えの研究なんデスから、おにーちゃんはいろんなキャラの妹を体験する必要がありマスよね？　それに、私達が普ふ段だん通りで『お兄ちゃん』って呼んでも、あんまり妹って感じがしないじゃないデスか」

　……確かに、呼び方が変わったくらいで舞もＷピース先生もいつも通りだったから、あんまり妹キャラって感じじゃなかった。

「こういうのはなりきるのが重要なんデスよ！　普段とは違うキャラになりきって接することで、祐おにーちゃんも新たな発見ができるというわけデス！」

「なるほどね……。それならギャップ萌えも期待できるし……」

「みんなが普段と違うキャラになるんなら、ゲームとしても平等だね！」

　舞と桜も乗り気なようだ。

　でもまあ確かに、今回のＷピース先生の提案は、妹萌え研究って観点からも有効なものに思える。……普段はトンデモなことばっかなのに、珍めずらしい。

「ふ、普段と違う妹……？　では、いつもはできないようなイチャイチャも……！」

　涼花もなにやら一人でブツブツと呟いているが、異を唱えないところを見ると提案そのものには賛成らしい。

　……俺を萌えさせたら勝ちってところに多少不安は覚えるが、なんとしても妹萌えに目覚めたいこっちにしてみればありがたい提案だ。断る理由はなかった。

「で、キャラ決めはそれぞれで好きにしていいわけ？」

「い、いや、研究って意味も含ふくめて、一度全員で妹萌えで思いつく属性を羅ら列れつしてみようぜ。で、そこから好きなのを一つ選ぶようにすればいいんじゃないか」

「おお、ナイスアイデアデスね！　そうすればキャラがかぶるのも防げマスし、意外な属性も思いつくかもしれマセん！」

　Ｗピース先生の言葉に「ふ、ふうん、さすが私のライバルね。いい意見だわ」「お兄ちゃん、頭いい！」と舞と桜も続く。

　……本当は『ストーカー妹』とか『エロ妹』とかいったリアクションに困る属性を回かい避ひしたかったからなんだが、まあいいか……。

「勝手に話を進めちまってるけど、涼花もそれでいいか？」

「ぴぅっ!?　……え、ええ、かまいませんよ!?　これは素晴らしいチャンス──ではなくて！　妹の義務として私もお付き合いしますから！」

　真っ赤な顔でコクコクと激しく頷うなずく涼花。

「ＯＫデス！　そうと決まればみんなで属性を書き出していきマショう！」

　そう言ってＷピース先生は、全員にメモ用紙を配った。

　それぞれ『○○妹』って感じで思いつく属性をいくつか書き込んでいく。

「ふっふっふー……、これは面おも白しろくなりそうデスね！」

「ギャップ萌えってことを考えると……、これもありかしら……？」

「お兄ちゃんはどんな妹が好きなのかなぁ？」

「…………こ、この絶好の機会を逃しては……！」

　みんな結構真しん剣けんな様子でメモ用紙に向かっている。俺も「萌える妹、萌える妹……」と頭の中で繰くり返すのだが、いざ考えてみるとこれがなかなか難しい。

　……とりあえず、やっぱ妹に限らずこれが鉄板かな……？

「さて、そろそろみんな書けたデショうから、並べてみマショうか！」

　数分後、Ｗピース先生の号令で、それぞれ複数枚書き上げた属性を床ゆかに並べていく。

「おー、いろんな妹がいっぱい出てきたねぇ！」

「……な、なんか変なのも混じってるわよ」

　舞の言葉通り、出そろった属性は思ってた以上にバリエーションが豊富で、そのぶん明らかにおかしなものも多くあった。

『ツンデレ妹』とか『甘あまえん坊ぼう妹』とかいう典型的な属性に混じって『パンツはいてない妹』とか『ペロペロ妹』とか『触しよく手しゆ妹』とかいった意味不明なものも多くある。

　……ってか、本当に意味がわからんな。

『ナース妹』とか『女王様妹』とかはまだギリギリ想像できるけど『人類最後の妹』とか『殺意の波動に目覚めた妹』とか、誰だれが書いたんだよマジで……。

「さあさあ、この中から一つだけ選んで今日一日はそのキャラで通すんデスよ」

「それはいいけど、どうやって選ぶのよ。早い者勝ち？」

「!!　そ、それなら私はこれを──」

　と、なぜか真剣な顔で広げられたメモ用紙へと身を乗り出す涼花。

「やっぱりここは、平等にくじでいいんじゃないかな？」

　だが、直後に出た桜の発言で、その動きがピタリと止まった。

「え、ええ……？　で、でも私は絶対あれを……」

　涼花がメモ用紙をチラチラ見ながら、すがるような視線を俺に向ける。

　……一体何を見てるのかわからないけど、何か目当ての属性があったのだろうか。

「まあ、俺もくじの方がいいと思うけど」

　取り合いになっても困るし、とそう言うと、涼花はものすごく残念そうな顔をしながらも、無言で引き下がった。……なんだったんだ。

　ともかく桜の案は承認され、急きゆう遽きよティッシュの空箱で簡かん易いくじを作ることに。

「……あれ？　なんでＷピース先生がもう一つ作ってるんです？」

「こっちはコス用のくじデス。キャラを演じるなら衣装も徹てつ底ていしないとデスからね！」

「ってことは、またそのバッグの中身は……」

「はい！　こういうこともあろうかと想定して、今日もまたいろんなコスを取り揃そろえてきてマスよ！　衣装だけじゃなく、小物の類たぐいもバッチリデス！」

「……そうですか」

　Ｗピース先生の意味不明な想定はいつものことだから、もはやツッコむ気も起きない。

「さて、ではキャラとコスをそれぞれ引いていくとしマショう！」

　くじが完成し、Ｗピース先生がそう宣言した瞬しゆん間かん、急に辺りの空気が張りつめた。

　……なんでみんな妙みようにピリピリした雰ふん囲い気きなんだよ。

「わ、私からいきます！」

　バッと勢いよく手を挙げて、一番手を名乗り出る涼花。

「こ、ここが正念場です……！　私の右手よ、幸運を引き当てるのです……！」

　そしてなにやら怪あやしい台詞せりふを呟きながら、キャラくじの方に手を突つっ込む。

　謎なぞの必死さに俺が首を傾かしげていると、涼花は勢いよくくじを引いた。

「…………!!」

　そしてメモ用紙を開いた瞬間、涼花の表情がパッと明るくなった。

　どうやら目当てのものを引いたらしいが、中身は一体なんなんだ？

「えへ、えへへ、やりました……！　これでお兄ちゃんと……！」

「妹さん、コスのくじも引かないとデスよ」

「え？　あ、すいません！　ではこれを──…………って、何ですかこれは!?」

　今度は打って変わって、真っ赤な顔でワナワナと震える涼花。……何を引いた？
















「さあさあ、舞も桜さんもドンドン引いてくだサイ」

「わかってるわよ！　最強の組み合わせをゲットしてやるわ！」

「桜だって負けないよ！」

　涼花に続き、舞や桜もくじを引いていく。最後にＷピース先生が引き終わり、それぞれ自分が演じることになる属性とコスチュームを真剣な目で確認し始めた。

「わ、私がこの属性なの……!?　しかもコスがこれとか……！」

「うーん、桜、今までこういうキャラやったことないんだよね」

「おお、最強の組み合わせを引いてしまいマシた！」

　それぞれがそれぞれの反応を見せているわけだが──結局みんなどういった属性に決まったんだ？　なんか今いま更さらになって嫌いやな予感がしてきたぞ……。

「それでは私達は着き替がえてきマスので、先生はここで待っていてくだサイね！」

　そう言って、女性陣じんはそろってリビングから出て行ってしまった。

　……しかし、お兄ちゃんゲームとはな。しかもコスプレまで……。

　でも衣装ってのはキャラになりきるのに重要な要素だし、今回はＷピース先生の想定に感謝するべきかもしれない。

　……まあそれはともかく、問題はみんながどんな属性の妹になってくるのか、だ。

　俺はどんな属性が来ても、研究のために萌えを見み出いださなくちゃいけないからな。

「みんな協力してくれてるんだから、さっさと妹萌えに目覚めないと……」

　そうやって一人で拳こぶしを握にぎりしめていると、後ろでリビングのドアが開く音が聞こえた。

　戻ってきたのかな、と思って振ふり向く。

　だがその瞬間、なにかが俺の腕うでの中に飛び込んできて、思わず抱だきかかえてしまった。

「……お、お兄ちゃん」

　か細い声と、柔やわらかな感かん触しよく。

　ゆっくりと視線を落とすと、なぜか黄色の通学帽ぼうをかぶり背中にランドセルを背負った涼花が頰ほおを染めながら至近距きよ離りで俺を見上げていて──

「な……っ!?　す、涼花!?」

「えへへ……、お兄ちゃん……」

　いきなりのことで、身体からだがビシッと硬こう直ちよくする。だが当の涼花はそんなことおかまいなしに、なぜかうれしそうに俺の胸に頰を擦すり付けるばかりだ。

　その意外というか、あり得ない光景に、俺の頭はますます混乱していく。

「お、お兄ちゃん……、あったかい……。んー……」

「い、いやいやいや！　待ってくれ涼花！　ど、どういうことなんだ……!?」

　腕の中に感じる確かな感触が、これが夢でも幻まぼろしでもないと告げている。

　……だからこそ余計に、この状態の意味がわからん……！

「…………」

　俺がワタワタしていると、涼花は無言でメモ用紙を二枚差し出した。

　……メモ用紙？　って、属性と衣装のやつか!?　一体何が書かれて──

「で、デレデレ妹……？　それと小学生……!?」

「そ、そうです……。だ、だから私は今こんな姿で、しかもお兄ちゃんに……で、デレデレなんです……！」

　な、なるほど！　だから涼花のやつこんな格好でいきなり……！

　……って待てよ？　このデレデレ妹って俺が書いたものじゃねえかよ！

「ま、まさかお前がこの属性を引くとは……！」

「ぐぐぐ偶ぐう然ぜんだから仕方ありません……！　別にあえてこれを引きにいったとかそういうことは全然なくてですね……！　と、とにかく、これならいつもと違ちがった妹として、お兄ちゃんの特訓にも役立つじゃないですか……！　決して思い切りイチャイチャしたいからとかそういうよこしまな考えではなく……！」

「な、なるほど、ギャップってやつだな……！　確かに普ふ段だんのお前なら俺にデレデレなんて絶対あり得ないもんな！」

「う……、お兄ちゃんのバカ……！」

「痛いてぇっ!?」

　なぜか脇わき腹ばらをつねられた。……なんでだ!?

「……ふん。でもいいです。い、今の私はデレデレ妹ですから……。あくまでも特訓のために、ひたすらお兄ちゃんにデレデレしてやるんですから……！」

　そう言って、再び俺に抱き付いてくる涼花。

「はふぅ……」と満足そうなため息を吐つきながら頰ずりし続けるその姿＋小学生という格好に、俺はなんだか変な気分になってくる。

　……な、なんか顔がメチャクチャ熱いし、身体中がムズムズしてきた……！

　演技だってのはわかってるけど、こんなデレデレな涼花とか初めてだから、何をどうしたらいいのかさっぱりわからんぞ……！

「す、涼花さん……？　と、とりあえず一度離はなれてほしいんですが？」

「ヤです」

　一いつ旦たんクールダウンを図はかろうとしたが、なぜか涼花に即そく答とうで断られた。

「わ、私はデレデレ妹ですから……、お兄ちゃんとずっとこうやってイチャイチャしてたいんです……！　えへへ、お兄ちゃん、あったかいです……」

「────っ!!」

　かああぁと、身体の芯しんから熱が噴ふき出てきたように全身が熱くなる。

　これは演技！　ただ単にキャラを演じてるだけ！　俺の涼花はこんなこと言わない！

　必死になって自分にそう言い聞かせるものの、落ち着けるかこんなの……！

「す、涼花！　お願いだからちょっとだけ離れよう!?　い、イチャイチャならいつだってできるだろ!?」

「……今しかできないから離れたくないんです……！」

「た、頼たのむよ！　なんか心臓がバクバクいってて落ち着かないんだよ！」

「そ、それって私にドキドキしてくれてるってことですか……!?」

「そう、そうだよ！　だからいい加減許してくれ！」

　俺はわけのわからない感覚に耐たえながらそう懇こん願がんする。

「じゃ、じゃあ一つだけお願いがあるんですけど……！」

　すると涼花がそんなことを言い出したので、俺はコクコクと反射的に頷うなずいた。

「私のこと……、か、可愛いって言ってくれませんか……？」

「可愛い！　お前は可愛いよ！　可愛すぎてどうにかなりそうなくらいだよ！　だから早く離れてくださいよ！」

　俺は無我夢中でそう返す。と言っても可愛いってのはウソでもなんでもなく、本心だったからこそ余計に必死だった。

　……くそっ、涼花は普段から可愛いけど、デレデレ演技が加わるとここまでヤバイものになるとは……！　なんなんだよこの感覚は……！

「えへ、えへへへ！　あ、ありがとうございます！」

　涼花は俺の答えに満足したのか、赤い顔でニヤケながら俺を解放した。

　……ふ、ふう、ヤバかった……！　もう少しあのままだったら、なんかよくわからないけどトンデモナイことになってたかもしれない……。

「お、お兄ちゃんが可愛いって……！　えへへ、すごくうれしいです……！」

　涼花のデレデレキャラは依い然ぜんとして続いており、普段のクールな性格とのギャップも相まって、ものすごく衝しよう撃げき的な姿だった。

　……ああもう！　キャラだってわかってんのになんでこんなにドキドキするんだよ！

　ってか涼花のやつ演技が上手うますぎ！　そんなとこまで完かん璧ぺき超ちよう人じんとかどんだけだよ！

「お、お兄ちゃん？　落ち着きましたか？　落ち着いたなら、今度はお兄ちゃんの方から抱っこしてほしいんですけど……！」

「い、いや、もう十分お前のキャラはわかったから！　しかも俺の方からとかマジで勘かん弁べんしてください……！」

　そんなことしたら、ようやく少しクールダウンしてきた心臓が爆ばく発はつしそうだ……！

　俺はそういう事態を避さけるため、なんとか話題を逸そらそうとする。

「と、ところでその格好……。小学生ってのはわかったけど、Ｗピース先生はランドセルまで用意してたのかよ……」

「い、いえ、衣装はＷピースさんのものですが、これは私のです。昔使ってたのを押入れから取り出して来て……！」

　そう言って、涼花は俺に見せつけるようにその場でクルリと一回転する。

　言われてみれば、確かにそれには見覚えがあった。

　つい数年前まで涼花が背負っていた赤いランドセルに、俺はふと昔の涼花の姿を思い出してしまう。

　現在のデレデレな涼花と思い出の中の笑顔がダブって、それに気がついた瞬しゆん間かんますます涼花が可愛く見えてしまい、俺は思わず目を逸らした。

「あ、お兄ちゃん！　どうして私を見てくれないんですか！　も、もしかしてこの格好は可愛くないんですか……！」

「い、いや、そうじゃない！」

　じゃあどうしてですか！　と頰を膨ふくらませて迫せまる涼花。

　……とはいえ、まさか可愛すぎて真まっ直すぐ見られないとか、そんな恥はずかしいこと言えるわけねえだろ！

「……むー、可愛いと思ってるならもっとそう言ってほしいです！　わ、私はお兄ちゃんにもっともっと可愛いって思われたいんですから！」

「お、お前はそういうことを言うキャラじゃないから余計戸と惑まどうんだよ！」

「な、なに言ってるんですか……！　こ、これはあくまでも演技で……！　で、でも私は今デレデレ妹なんだから仕方ないじゃないですか！　お兄ちゃんも妹好きになるために、妹にデレデレしないとダメです！」

「た、確かにそりゃそうなんだけどさぁ……！」

　デレデレ涼花のインパクトがすごすぎて、未いまだに態勢が立て直せない。

「し、仕方ないですね……。じゃあこの前の再現をすれば、お兄ちゃんも妹好きの感覚に戻もどるかもしれません……！」

「へ？　この前の再現って？」

「い、いいからソファに座ってください」

　涼花に促うながされ、俺はとりあえず言われた通りソファに腰こし掛かける。

　だが次の瞬間、涼花がランドセルを置いて俺の膝ひざの上に座ってきたので、また心臓がドキリと跳はねる。

　……こ、この前の再現ってまさかこれか!?

「お、お兄ちゃんが妹好きの演技の時にした体勢ですから、これなら少しは慣れてるはずですよね……！」

「い、いや、あの時は台本に従っただけで……！　それよりお前からこんな……！」

「い、イチャイチャするにはなかなか素晴らしい体勢だと思いますから！　……あ、あくまでもデレデレ妹としての意見ですけどね！」

　そう言いながら涼花は、俺の腕を摑つかんで自分の身体を包む。

　真っ赤に染まったうなじが目の前に見えて、なぜかゴクリと喉のどが鳴った。

「はうぅ……！　や、やっぱりこの体勢は特別感がありますね……！」

　確かに、小こ柄がらな涼花が俺の腕の中にすっぽりと納まっていて、ドキドキしながらもなぜか落ち着く。

　……まるで、こうやっているのがすごく自然なことのような──って何考えてんだ!?「ど、どうですかお兄ちゃん。これならイチャイチャできそうですか？」

「い、イチャイチャってお前な……！　さっきから思ってたけど、こんなことして恥ずかしくないのか……!?」

「は、恥ずかしいに決まってるじゃないですか……！　で、でも今の私はデレデレですから、恥ずかしいけど恥ずかしくないんです……！」

　ぐ……っ、その姿勢は俺も見習わないといけないんだが……！

「だ、だからお兄ちゃんも妹好きになるために、私を好きにしていいんですよ？」

　振ふり返って俺を見上げながら、聞きようによってはトンデモナイ台詞せりふを口にする涼花。

　もちろん好きに萌もえていいって意味だろうけど、明らかに言葉が足りてないだろ！

　俺は慌あわてながらもそうツッコもうとしたのだが、

「…………」

　頰ほおを赤く染め、ジッとこちらを見つめる涼花の視線に、俺は言葉を失なくした。

　──あ、これはヤバイ。

　なにがヤバイのかわからないけど、俺はそんなことを考えながら、涼花の瞳ひとみに吸い込まれるように──

「おー、盛り上がってマスねー！」

「うわあああああああああああああああああああああああぁっ!?」

　とその瞬間、そんな声が聞こえてきて、俺は慌てて涼花から目を逸らした。

　……あ、危ねえ！　わからないけど、今ものすごく危機的状じよう況きようだった気がする……！

「む……、これからだったのに……！」

「ふっふっふ、これはお兄ちゃんゲームなんデスから抜ぬけ駆がけは許されマセんよ！」

「い、いや、俺は別になにかしようって思ってたわけじゃ──って、ええええええええええええええええええええええぇっ!?」

　俺は混乱しつつも言い訳を口にしようとしたのだが、Ｗピース先生の姿を見た瞬間、度ど肝ぎもを抜かれて絶ぜつ叫きようした。

「な……、な……っ!?　なんですかその格好は!?」

　というのも、Ｗピース先生は幼よう稚ち園えんの制服＋ゴム付きの帽ぼう子し＋チューリップ型の名札という信じられない姿だったからだ！　……あり得ねえ！

「見ての通りデス！　私が引いたのはこれデスからね！」

　そう言ってなぜか誇ほこらしげにメモ用紙を見せるＷピース先生。

『ロリデレ妹』と『幼稚園児』と書かれていたが、……なんだよロリデレって！

「ふ、我ながら属性とコスが見事にかみ合った素晴らしい引きデシたね！　で、どうデスかおにーちゃん!?　似合ってマスか!?」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんグラマラスな美女が幼稚園児の格好をしてるんだから、似合ってるとかいう以前の問題だ。……だけど、そんな犯罪的な雰ふん囲い気きがなぜかちょっとＷピース先生に合ってるような気がして、この人の怪あやしさは底が知れない……！

「……いや、もう、スゴイって言葉しか出てきません……。いろんな意味で……」

「わーい！　おにーちゃんに褒ほめられマシた！」

　Ｗピース先生は満面の笑みでピョンピョン飛び上がりながら喜ぶ。その度たびに胸がバインバイン揺ゆれるわけだが、その格好でその胸揺れはマジでヤバイと思います！

「あ、妹さん！　おにーちゃんの膝の上とか羨うらやましいところにいるじゃないデスか！　そういうポジションはロリデレ妹な私に譲ゆずるべきだと思いマス！」

「い、いやです！　私だって小学生のデレデレ妹なんですから！」

「そもそもそれ以前に、Ｗピース先生を膝の上にのせるのは無理がある気が……」

「ひ、ひどいデスおにーちゃん！　うえーん！　おにーちゃんにデブだってイジめられマシた！　えーんえーん！」

「泣き真似下手へたすぎ!?　ってかＷピース先生はデブどころかスタイル抜ばつ群ぐんですよ！」

「今度はおにーちゃんにエッチな目で見られマシた！　わーいわーい！」

「幼稚園児の喜び方じゃねえええええええぇっ！」

　Ｗピース先生はそのまま笑顔でソファに座ると、俺の右みぎ腕うでをギュッと抱だきしめる。

　反則的な膨らみに腕がのみ込まれ、これのどこがロリだよ！　と赤面していると、

「ゆ、祐……お兄ちゃん」

　今度は舞がリビングに戻ってきた。

　なぜかメイド服に身を包み、恥ずかしそうに赤面しながら俯うつむいている。

　どうやら舞が引いた衣装は『メイド服』のようだが、属性は何だ……？　なんかいつもと違ちがって静かだけど、まさか『メイド妹』とか、そんなんじゃないよな……？

「…………っ！」

　俺が身構えていると、舞はなにかを決心した様子で真っ赤な顔をあげ、近づいてくる。

　……どうするんだ？　と思っていると、いきなり俺の左手を摑み、そのまま自分の胸に押し付け──って！

「な、ななななななななななななななななにやってんだよ!?」

「……べ、別に、いい。祐お兄ちゃんが、す、好き、だから……！」

　俺が慌てて手を引っ込めると、舞は身体を強こわ張ばらせながらも無表情でそう返す。

　話し方も端たん的で、これは一体どういうキャラなんだ!?　と思っていたら、

「……く、クーデレ妹!?」

　舞がメモ用紙を見せて、コクリと頷うなずく。

　……な、なるほど、クール＋デレのクーデレだから、無表情とそのしゃべり方か！

「……ど、どう？　可愛い？」

　少しだけ首を傾かしげて訊たずねる舞の姿に、俺は「う……」と言葉を失う。

　普ふ段だんはなにかと騒さわがしい舞がこんな大人しくもデレデレなキャラを演じているからか、ギャップがすごくてドキドキする。

「あ、ああ……、可愛いと思うぞ……」

「よ、よかった……！」

　俺の正直な感想に、顔をさらに赤らめる舞。

　……ヤバイ！　基本美少女なだけに、ヘッポコさがないこいつはマジで可愛い……！

「お、お兄ちゃんが、す、好きだから……、褒められてうれしい……。お兄ちゃんの好きなメイド服も引けてよかった……。もっと胸触さわる……？」

「そ、それは遠えん慮りよしときます！」

「じゃあ……、パンツ見る？」

「いやいやいや！」

　俺がクーデレのストレートなデレに翻ほん弄ろうされていると、

「む、涼花さんどいて。私もお兄ちゃんの膝に座りたい……」

「だ、ダメです！　ここはデレデレ妹な私の指定席です！　そんなことより胸を触らせるとかは反則行こう為いでよくないと思います！」

　む～……と睨にらみ合う二人。だがやがて舞は「仕方ない……」と呟つぶやき、Ｗピース先生とは反対の方へと座ると、同じように俺の腕を抱いた。

「お、お兄ちゃん！　デレデレ妹の魅み力りよくを引き出すためにも、もっと私とイチャイチャしてください！」

「おにーちゃん！　ロリ妹な私と一いつ緒しよに遊んでくだサイ！　大人の階段を上るようなエッチな遊びでもいいデスよ！」

「……い、今の私はクーデレ妹だから。お兄ちゃんが望むなら私、何でもする……！」

「い、いや、あの……！」

　三方向から一気に迫せまられ、俺はどうすることもできない。

　逃にげ出そうにも全身固められてるし、そもそもこれは特訓の一いつ環かんなんだから俺が逃げるわけにもいかないし、かといってこの状況で萌えろとか、ハードル高くないか!?

　そんなことを考えながら冷ひや汗あせを垂らしていると、ガチャリと音がしてドアが開き、桜がリビングに入ってきた。……そ、そうだ、桜もいたんだ！

　さらに一人増えるとか、今でさえ持て余してるってのにどうなるんだよ……！

　と、身構えていた俺だったが、なぜか桜はその場に立ったまま動かない。

「……桜？」

　声をかけても返事がないし、俯いていて表情も見えない。

　よく見ると、他のみんなとは違い服装も変わっていないようだ。

「……なるほど、この属性ってこういう気分なんだね……」

　どうしたんだ？　と思っていると、桜がポツリと呟いた。

　その瞬しゆん間かん、背中に回していた右手が前に出てきて、チャリ……と金属音がした。

　その手に握にぎられているのが手て錠じようだとわかると、ゾクリと冷たいものが背中を走る。

「最初、どうやって演じたらいいかわからなかったけど、今は理解できるよ……。桜のことを忘れて他の子とイチャイチャしてるお兄ちゃんには、お仕置きが必要だよね……？」

「あ、あの、桜さん!?　そ、それは一体!?」

「ああ、安心して？　今の桜は『ヤンデレ妹』だから」

　そう言って、目が笑っていない笑顔をこちらに向ける桜。

　……や、ヤンデレ妹だと!?　と戦せん慄りつしていると、桜は涼花達の間に強ごう引いんに割り込んできて、俺の腕をグイッと引っ張った。

　突とつ然ぜんのことでバランスを崩くずしながら床ゆかに倒たおれる俺。

　すると桜は起き上がる間も与あたえず、ガチャリと俺の両手に手錠をかけた。

「クスクス、自由を奪うばったら、お兄ちゃんもきっと桜だけを見てくれるよね？」

「ちょっ!?　こ、これはどういう!?」

「安心して？　お兄ちゃんは桜のされるがままで大だい丈じよう夫ぶだから……」

　そう言って桜は倒れた俺に覆おおいかぶさるように密着して、怪しい手つきで俺の全身をなぞり始める。

　間近にある上気した桜の顔。全身に感じる桜の柔やわらかい感かん触しよく。そして獲え物ものをなぶるような煽せん情じよう的な手の動きに、俺はもう思考能力を完全に奪われてしまう。

「はぁはぁ……、お兄ちゃんはそうやってずっと桜だけを見てればいいんだよぉ……」

　桜は両手で俺の頰を包み込み、興奮した顔をゆっくりと近づけてくるが、

「何をやってるんですかあああああああああぁっ!!」

　寸前のところで涼花が割り込んできて、俺は桜から解放された。

「む、……邪じや魔ましないで」

「するに決まってるじゃないですか！　わ、私達の目の前であんな破は廉れん恥ちなことを……！　お兄ちゃんは私のものなんですから容よう赦しやなどできません！」

「……違う。お兄ちゃんは私の。誰だれにも渡わたさない」

　涼花に加え舞まで参戦してきて、俺にしがみついたまま真っ向から対立する三人。

「さて、全員そろったところでお兄ちゃんゲーム開始デスね！　おにーちゃんはこの中でどの妹に一番萌もえたか、厳正な審しん査さをお願いしマスよ！」

「えええ!?　こ、この状況でなに言ってんですか!?　……え？　ま、マジでこのまま一日を過ごすの!?　冗じよう談だんですよね!?」

「じゃあそろそろ夕食の時間デスし、みんなで料理イベントといきマスか！」

　三人が睨み合う中、あまりにも空気を読めてない発言。

　……だが誰も異を唱えないところをみると、どうやらマジでこのままいくらしい。

　確かにいろんな妹がいて、可愛かったり恐おそろしかったり様々な状じよう況きようが体験できるんだけど、この状況で妹萌えに目覚めろってのか!?

「料理ですか……！　ここは私の腕の見せ所です！　わ、私の愛情が詰つまった料理をお兄ちゃんと食べさせっこしたり……！」

「……料理は苦手だけどがんばる。……失敗したら、私を食べていい」

「そっか、お兄ちゃんを食べたら、ずっと一緒にいられるねぇ。クスクスクス……」

　それぞれでやる気を見せる妹達。

　……ああくそっ！　こうなったら俺も覚かく悟ごを決めて、ひたすら妹萌えに目覚めることだけを考えてこの闇やみのゲームを乗り切るしかねえよチクショウ！

　俺はそんな悲ひ壮そうな決意を固めながらこの狂きよう瀾らんに身を投じ、妹達は妹達で本当に最後までそれぞれのキャラを貫つらぬき通したのだった。
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「あー……、マジで疲つかれた……」

　その夜。

　すっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態に陥おちいった俺は、部屋の電気を消すと同時にベッドに倒れ込んだ。

　お兄ちゃんゲームはなんとか無事終しゆう了りようしたわけだが、あの後どんな惨さん状じようが繰くり広げられたかは具体的に語りたくない。

　ただ一つ、最後に誰が勝ちかと問われてドローを宣言した時、マジで生きた心地ここちがしなかったとだけ言えば、大体わかってもらえると思う。……ってか、わかってください。

「あれだけ苦労して、結局妹萌えに目覚めなかったし……。とにかく寝ねよう……。今は何も考えたくない……」

　そうして俺は電池が切れたように眠ねむりにつこうとしたのだが、目を閉じて間もなくしてなにか物音が聞こえた気がした。

「んあ……？」

　見ると、部屋のドアがわずかに開いて、誰かが入って来たのがわかった。

　……まさか舞とかＷピース先生が夜や襲しゆうに来たのか？　ってかそれ以外の可能性がない。

「んー……、こらっ！」

　だから俺は眠いのを堪こらえて声をかけたのだが、

「ぴぅっ!?」

　と、聞こえてきたのはその二人とは違った声だった。

「……え？　あ、涼花!?」

　電気を点つけると、なんとそこには涼花が枕まくらを抱かかえてへたり込んでいるじゃないか。

「い、いきなり大きな声を出さないでください……！　びっくりしました……！」

「わ、悪かった。けど、なんでお前がこんな時間に……？」

　俺がその当然の疑問を投げかけると、涼花は顔を赤く染めて、

「そ、そんなのお兄ちゃんをあのお二人から守るために決まってるじゃないですか！」

「あのお二人って……、舞とＷピース先生のことか？」

「もちろんです。あのお二人のことですから、夜中にお兄ちゃんの部屋に忍しのび込んでくるなんてことは当然想定しておかないといけません。そして無警けい戒かいに眠っているお兄ちゃんのあどけない顔を見て……っ！　とんでもないことです！」

　何を考えているのか知らないが、宙を見つめて憤いきどおっている涼花。

「えっと、ようするに俺を心配してくれたと……？」

「か、かかか勘かん違ちがいしないでください！　これも妹の義務としてであって、決してお兄ちゃんの貞てい操そうを死守しようとかそういう考えではなく！　あくまでも二人で一人の永遠野誓として私にはお兄ちゃんを守る義務があるといいますか!?」

「わ、わかった！　わかったから落ち着け！」

　真っ赤な顔でワタワタしている涼花に、俺はとりあえず深呼吸するように促うながす。

「……ふう。……まあ、その、つまりはお兄ちゃんを守りに来たわけです。あくまでも妹の義務として、仕方なく……」

「な、なるほどな……。確かにあの二人の場合、そういったことがないとは言い切れないのが困ったところだ。……けど、守るってどうやって？」

　そもそも俺の部屋にはカギがついてないしなぁ……、などと考えていると、

「それを使わせてもらいます」

　と、涼花は本ほん棚だなの前に置いてあった段ボール箱を持ち上げた。

「あ、おい！　重いから無理するな！」

　中身は本棚に収まりきらなかったラノベで、箱にミッチリ詰め込んでいるためかなりの重量がある。涼花一人じゃ危ない。

　俺が慌あわてて手を貸すと、涼花は「あ、ありがとうございます……」と呟いて、それをドアの前へ置くように指示した。

「バリケード代わりです。これで寝ている間にドアから侵しん入にゆうされることはありません」

「……でも、ドアをふさいじまったらお前はどうやって部屋に帰るんだよ」

「そ、それは……。仕方ないから今晩は私もこの部屋で過ごさざるを得ません！」

「……え？　じゃあお前はどこで寝るつもりだ？」

「そそそそれはもちろんお兄ちゃんのベッドにお邪魔するつもりです！」

　その答えに俺が「ええ!?」と驚きよう愕がくしている間にも、涼花は持参した枕を俺のベッドに置いて、さっさと横になってしまった。

「いやいや！　確かに考えてみりゃそれ以外ないけどさ！　俺はどこで──」

「お、おおおお兄ちゃんも一いつ緒しよに寝ればいいじゃないですか!?」

　まあ床だろうな……と思っていた俺だが、涼花のその意外な言葉に固まる。

「い、一緒にって、一緒のベッドで寝るってことか!?　いやそれはマズイだろ！」

「べべべ別に私達は兄妹きようだいなんですから、たまには同じベッドで寝てもなにもおかしくありません！　それに合宿の時だってその予定でしたし、状況的にはあの時と似たようなものですし！　……と、とにかく、もう遅おそいんですから早く電気を消してください！」

　壁かべの方を向き俺に背を向けながらまくし立てる涼花の勢いに押され、俺は仕方なく電気を消して涼花の隣となりに寝ね転ころがった。

　シーンと気まずい沈ちん黙もくが室内にたちこめる。

　さっきまであった眠ねむ気けなど完かん璧ぺきにすっ飛んでしまっていた。妹と同じ布団で寝ているという事実が、じわじわとプレッシャーになって覆いかぶさってくるみたいだ。

「お、お兄ちゃん……？」

「はいぃ!?」

　その時、突とつ然ぜん涼花から声をかけられ、素すっ頓とん狂きような返事をしてしまった。

　俺はドキドキとうるさい心臓をなんとか無視して「ど、どうかしたか」と返す。

　見ると、涼花はいつの間にかこちらを向いていて、寝転がりながら向かい合うような形になっており、一層動どう悸きが激しくなる。

「……お兄ちゃんは、そろそろ妹好きになりましたか？」

　だが次の瞬しゆん間かん、その質問にギクリと俺の身体が強こわ張ばった。

　さっきまでの緊きん張ちようとはまた違った雰ふん囲い気きに、場が塗ぬり替かえられた気配がした。

「……そ、それは」

「特訓もして、不本意ながら桜さんや氷室さん、Ｗピースさん達の協力もあって、ここ数日いろいろとやってきましたけど、その反応だとまだみたいですね……」

　それだけじゃなく、俺自身もなんとか妹萌えになろうと、自分でもひそかに試行錯さく誤ごを繰り返していた。

　持ってるラノベで妹系のやつは全て読み返した。アニメもコミックもエロゲも、妹系の作品はできる限り触ふれてみた。そして俺にとって妹といえば真っ先に思い浮うかぶ涼花の作品も、何度も何度も読み返したんだ。

　結果、どれもこれも可愛かった。文句なしに可愛いキャラばかりだった。

　中でもやっぱり涼花の作品のメインヒロインである祐ゆう花かは最強の妹キャラだった。

　……そう、妹が可愛いってのは、俺だってよくわかってるんだ。

　今日の『お兄ちゃんゲーム』だって、大変だったけどみんな可愛い妹だった。

　無理があったけど、無む邪じや気きなロリデレ妹なＷピース先生。

　恥はずかしがりながらもがんばってたクーデレ妹な舞。

　怖こわかったけど、かまってやると大人しくなったヤンデレ妹な桜。

　そして、衝しよう撃げき的すぎたデレデレ妹な涼花。

　可愛かった。とても可愛かった。……だけど──

「はぁ……、お兄ちゃんはどうして妹好きになってくれないんですか……」

「…………ごめん」

　なぜか胸を張って妹萌えだと言えない自分がいる。

　なにか、なにかが心の奥底で引っかかっているような、そんな感覚。

「早く妹萌えにならないと、キャラが改変されたアニメになるってのに……」

「……それはまあ、最悪どうでもいいんですけど」

「え？」

「い、いえ！　どうでもよくはないんですけど！　……そ、それよりも、お兄ちゃんが妹好きになってくれることの方が、その……」

　最後の方は声がしぼんで、何を言ってるのかわからなかった。

「と、とにかくです！　これだけやっても妹好きになってもらえないなら、私もいよいよ覚悟を決めるしかないです……！」

「覚悟って？」

「……っ！　な、なんでもありません！　もう寝ます！　おやすみなさいお兄ちゃん！」

　そう言って、涼花は再び俺に背を向けてしまった。そして最後に不ふ貞て腐くされたような声で「お兄ちゃんのバカ……」と呟つぶやくと、もう身動き一つしなくなった。

「……すまん涼花。それと、おやすみ……」

　返事はない。その代わり、間もなく静かな寝ね息いきが聞こえ始めた。

　俺は大きくため息を吐ついて天てん井じようを見上げた。そして、どうすればいいんだろうという答えの出ない問いを、すっかり眠気が飛んだ頭の中で何度も何度も繰り返した。

　やがて、涼花が寝がえりを打ったのか、こちらを向いていることに気がつく。

「んん……、お兄ちゃん……」

　かすかに漏もれ聞こえてくる涼花の寝ね言ごとを聞きながら、俺は思考を続ける。

　……とにかく、涼花を傷つけるようなことだけは、絶対にダメだ。

　だけど、桜田さんとの再会はもう明後日に迫せまっている。寝て起きたら、もう猶ゆう予よは明日一日しかない。そんな限られた時間でできることとなると──

「もう、アレしかないんだろうな……」

　俺は、唯ゆい一いつ浮うかんだ方法を思案しながら、眠れない夜を過ごすのだった。
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「ど、どうか俺とデートしてください!!」

　翌日。舞とＷピース先生の家出──という名めい目もくのお泊とまり会が終わり、朝食を終えて二人が帰った後、俺はリビングのテーブルに頭を擦こすりつけながらそんなお願いをしていた。

「な……っ!?」

　それを聞いた涼花は顔を赤くして固まり、

「お兄ちゃんとデート!?　なにそれなにそれ！」

　一方桜は、目を輝かがやかせながら身を乗り出した。

「もちろん妹萌もえの研究の一いつ環かんだ……。最後の仕上げとして、やっぱりこういう場合はデートって手段が欠かせないと思ってな……」

　と、桜もいるので表向きの理由で説明する俺。

　だが実際は、決戦を明日に控ひかえた今でも妹萌えへの道筋が見えていないため、ほとんど最後の手段という感じで思いついた案というのが真実だった。

「な、なるほど、そういうことでしたか……」

「妹萌えの特訓なら、もちろん桜も協力するよ！　お兄ちゃんとデートしたいもん！」

　桜のストレートな反応に、涼花は「むう……」と一瞬不ふ機き嫌げんそうな顔になったが、すぐに気を取り直した様子で、

「も、もちろん私も妹の義務として協力します。……というか、デートについては私の方から提案しようと思っていたんですが」

　お兄ちゃんに先に言われて驚おどろきました、と涼花。

　……俺が未だに妹萌えに目覚めていないことを、涼花も心配してたらしい。

「じゃあ、今日はみんなでデートだね！　楽しみだよ！」

「ですが桜さん、これは特訓であって普ふ通つうのデートではありませんよ。あくまでもお兄ちゃんから妹が好きだという感情を引き出すのが目的です。なので妹はそれを念頭に行動しないといけません」

「なるほどね。つまり桜と涼花ちゃんのどっちがよりお兄ちゃんを萌えさせられるかっていう勝負──『お兄ちゃんゲーム』の続きってわけだね！」

　桜がそう言うと、涼花は「ふ……、わかってるようですね」と答える。それに桜は「涼花ちゃんの方こそね……」とニヤリと笑い、お互たがい無言で頷うなずき合っている。

　……なんか、二人だけで謎なぞの理解が進んでてちょっと寂さびしい……。

「ありがとう二人とも……。俺のわがままに付き合ってくれて」

「こ、これも妹の義務ですからお礼など不要です。そんなことより、お兄ちゃんは妹好きになることだけを考えてください。実質的にこれが最後のチャンスなんですから」

　その『最後のチャンス』という単語に、俺は真しん剣けんに頷く。

　涼花の言う通り、明日には桜田さんを説得しないといけないのだから、二人の協力が得られたこの機会に正しよう真しん正しよう銘めいの妹萌えにならないといけない。

　……やるしかない。俺だってこの一週間でずいぶんと妹属性の良さを再確認したんだ。

　あとはそれを『理性』じゃなく『本能』に落とし込むこと。

　それだけを考えて、今日はこの二人の妹に萌えまくるしかねえ……！

「それでそれで、デートってどこに行くの？」

「えーと、一応候補はいくつか考えてるんだけど、特に場所が重要ってわけじゃないから、もし行きたいところがあるなら言ってくれ」

　俺がそう言うと、涼花がなぜか勢いよく挙手して、

「私がずっとやってみたかった──ではなく！　わ、私はオーソドックスに遊園地でのデートがいいのではないかと思っていました！　場所は五いつ花か園えんワンダーランドが近くて比ひ較かく的大きいのでいいのではないかと！」

「あそこか……、懐なつかしいな」

　五花園ワンダーランドとは、その名の通り五花園という地名の場所に今から十年くらい前に建てられた施設で、色とりどりの花をコンセプトに造られたテーマパークだ。

　もっともそれだけじゃ人が集まらなかったから、開園直後からアトラクションの増設を続け、すぐに雑多な遊園地になってしまった。おかげで人気は出たらしいが。

　俺も昔家族で何度か行ったことがある。……小さい頃ころの話だけどな。

「桜もそこ聞いたことあるよ！　なんかいろいろ変なアトラクションがあるんだよね！」

「遊園地ってのは確かに王道だし、じゃあそこで……デートだな」

「は、はい。特訓のため、がんばりましょう。……お兄ちゃんも妹好きになれるよう、いっぱいイチャイチャしてくださいね？」

　恥ずかしそうに頰ほおを染めて言う涼花に、俺はカッと顔が熱くなるのがわかった。

　……こ、こいつも俺が妹萌えになるため、嫌いや々いやながらこれだけがんばってくれてるんだから、俺自身もそれ以上にがんばらないとダメだ！

「あ、ああ、任せとけ！」

　だから俺は、自分の決意を固めるためにも、力強くそう返した。

「お兄ちゃん！　桜ともイチャイチャしてくれないとダメだからね！」

　涼花は可愛い。桜も可愛い。こんな可愛い妹達に囲まれているんだから、そろそろ俺だって妹萌えになれるはずだ！　うわはははははははは！

　俺はまるで心の底の不安を拭ぬぐい去ろうとするように、自分に言い聞かせるのだった。
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「……さ、さて、入場はしたけどなにで遊ぼうか……？」

　俺達はあの後すぐに家を出て、五花園ワンダーランドまでやって来た。

　それはともかく、俺が既すでにお疲つかれ気味なのは、両りよう腕うでにガッシリとつかまっている涼花と桜を見てくれれば大体理由がわかると思う。

　文字通り両手に花だ。ただし家からここまでずっとだ。

　周囲からリア充じゆう爆ばく発はつしろって感じで睨にらまれて、早くも精神的に消しよう耗もうしてしまった。

「私がやりたいことを──いえ！　い、妹好きになる特訓ですから、ここは私達主導でデート内容を決めさせてもらいます」

「うんうん、これは桜と涼花ちゃんの妹対決でもあるからね」

　と、相変わらず腕にしがみついたままの二人。

　……なにはともあれ、とにかく俺は妹に萌えることだけに集中しよう。

「では──」

「そうだね！」

　そんなことを考えていると、なぜか涼花と桜がいきなりジャンケンをし始めた。

「なにやってんだ……？」

「いえ、どちらが先にアトラクションを選ぶか決めていたんです。私が勝ちましたので、最初は私の選んだところに行きます」

　それはここです！　と涼花が手に持っていたパンフレットを指さす。

「えーと、……イリュージョンホラー？　最新のＣＧ技術を駆く使しした今までにない恐きよう怖ふ体験。新たな次元に到とう達たつしたホラーハウスをぜひご堪たん能のうあれ──ってつまりお化け屋や敷しきのスゴイバージョンか。涼花にしては珍めずらしいチョイスだな」

「そ、そうですか？　ただ普通に興味があったから選んだだけですよ？」

「……桜の目は誤ご魔ま化かされないよ涼花ちゃん？　お化けに怖がって自然にお兄ちゃんとイチャイチャしようってつもりなんでしょ？　桜だったら絶対にそう考えるからね！」

「ななななにを言ってるんですか!?　わわわ私はただ純じゆん粋すいな興味からですね……！　というか変に人の考え方を読まないでください！　と、とにかく行きますよ！」

「あ、おい！」

　涼花が真っ赤な顔で足早に歩きだしたので、俺と桜も慌あわててその後に続く。

「……ここがそうか。外観はいかにもって感じの洋館だな」

　アトラクションの建物を見上げながら呟く。……こんなの昔はなかったなぁ。

　幸いそれほど混んでなかったので、俺達はすぐに中に入ることができた。

　重々しい音がして入ってきた扉とびらが閉まると、薄うす暗ぐらい光とともに内装が浮うかび上がる。

　派手さはないが堅けん実じつな不気味さに、なんかもうちょっと怖こわくなってきた……。

「お、お兄ちゃん？　け、結構雰ふん囲い気きあるよね」

「そ、そうだな」

「……どうして入ったばかりなのに腰こしが引けてるんですか？　というか桜さん！　私の選んだアトラクションなんだから抜ぬけ駆がけしてお兄ちゃんにくっつかないでください！」

　そう言って、涼花も俺の腕を取る。

　桜は俺の手をギュッと握にぎりながら、半分俺の後ろに隠かくれるようにして震ふるえていた。

　とりあえず目的はこの洋館の脱だつ出しゆつらしいので、俺達はおっかなびっくり進んでいく。

　俺を先頭に歩いていると、間もなく洋人形が大量に飾かざられた廊ろう下かに出た。

「お、俺こういう雰囲気苦手なんだよな……」

「桜もだよぅ……っ」

「ホラーハウスとはこういうものなんですね」

「お前は平気そうだな……」

「え？　そ、そんなことないですよ!?　わ、私もこういう雰囲気は苦手なので、お兄ちゃんに引っ張ってもらわないと困ります！」

　そう言って涼花は腕につかまる力を強める。

　……なんか白しら々じらしいような……、などと思っていると、突とつ然ぜんガシャアアァンという音が響ひびき渡わたり、俺と桜が同時に悲鳴を上げた。

「な、なんだ!?　大音量のビックリ系は心臓に悪いからやめてくれ！」

「窓ガラスが割れたみたいですね。……ん、あれは？」

　涼花の指さす方に視線を向けると、散乱したガラス片の中に人形が一つ転がっていた。

　しかし、それはカタカタと揺ゆれていたかと思うと、間もなく勝手に動き出し、

「キャハハ……、キャハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ」

　と、笑い声を上げながら俺達に迫せまって来たじゃないか！

「ひいいいいいいいいいいいぃっ!?」「きゃああああああああああぁっ!?」

　俺と桜の悲鳴が響き渡る中、何を思ったか涼花がその人形目がけて手を伸のばす。

「あれ？　消えてしまいました。……ＣＧだったみたいですね。ガラスも」

「どどどどんだけ冷静なんだよお前は！」

「い、いえ、私ももちろん怖かったですし、別に子供だましだとか思ってないですよ!?……というかお兄ちゃん、こういう場面では妹を守るように動いてくれないとイチャイチャできないじゃないですか！　も、もちろん特訓的な意味で！」

　こっちはビビりまくりだってのに、そんな余よ裕ゆうあるか！

「も、もうヤダ怖い！　早く出ようよお兄ちゃん！」

　半泣きの桜に俺も同意だったので、小走りに廊下を駆かけ出す。

「……？　なにか音が聞こえませんか？」

　だが、間もなく涼花がそんなことを言いだし、意思に反して耳を澄すましてしまう俺。

　……ピチャ、ピチャ、と不気味な水音が後ろから迫ってくるかと思った瞬しゆん間かん、

「きゃああああああああああああああああああああああああああぁっ!?」

　辺りの真っ白な壁かべにビチャビチャビチャアッと血の色をした手形が無数に浮かび上がり、俺と桜は悲鳴を上げながらお互い抱だき付いた。

「ちょ、ちょっと！　それは私がするはずだったのに……！」

「言ってる場合か！　脱出！　一刻も早く脱出だ！」

　俺は左脇わきに桜を抱かかえ、右手で涼花の手を握りながら走り出す！

　その間も床ゆかから無数の手が生えてきたり、壁にかかっていた絵が動きだしたり、飾ってあった鎧よろいが動きだし追いかけてきたりと盛もり沢だく山さんのイベントがあったが、もはやいちいち驚おどろいている余裕さえなかった。

　広さ的にそろそろゴールのはず！　そう思った瞬間、通路の先にぼんやりとＥＸＩＴという文字が見えたので、俺達は夢中でそこを目指す。しかし、

「あ、あれ!?　消えた!?」

　さっきまであったはずの出口が忽こつ然ぜんと消えたかと思ったら、急に辺り一面の照明が落ちて、完全な暗くら闇やみの中に閉じ込められた。

「ぶ、無事かお前ら！」

「おおおお兄ちゃん！　いるよね!?　そこにいるよね!?」

「って桜さん！　私が抱き付くスペースがなくなるので少しは遠えん慮りよしてください！」

　一応声はするし感かん触しよくはあるので無事なようだが、どうなってんだ!?

　そうやって俺が身動きできずにいると、急にまたパッと明かりがついた。

「……な、なんだったんだ？　おい、大だい丈じよう夫ぶか…………って」

「す、涼花ちゃん……？」

「ど、どうしたんですか二人とも？　私の方をじっと見て……」

　不思議そうに首を傾かしげる涼花だが、俺と桜は声を出すこともできなかった。

　なぜなら、さっきまでなんともなかったはずの涼花が、全身ずぶ濡ぬれの血まみれ姿になっていたからだ！

「だ、だから、どうして逃にげるんですか!?　ちょっと！」

　後ずさる俺達に、涼花はポタポタと血を滴したたらせながら迫ってくる。

　そして次の瞬間には、俺と桜はひっしと抱き合いながら絶ぜつ叫きようしたのだった。




「……す、すごかったな。まさかあれが全部ＣＧだったとは……」

「そ、そうだねぇ……。桜、ボイトレでもここまで叫さけんだことないよ……」

　アトラクションから出た俺達は、フラフラになりながらやっとの思いで立っていた。

「なんですか、なんなんですかこの展開は……！　本当なら怖がる私にお兄ちゃんが格好よく手を差さし伸べてイチャイチャするはずだったのに……！」

　涼花だけが、こんな感じで元気に憤いきどおっていたわけだが、もちろんさっきの血まみれ姿もＣＧであり、本人は傷一つない健康体だった。

「……妹萌もえとか考える余裕もなかった……。マジで怖かった……」

「む、むううううぅ……っ!!」

　思った通りにいかなかったのか、涼花は超ちよう絶ぜつ不ふ機き嫌げん顔でパンフレットを睨みつけ「こんなことなら選ぶんじゃありませんでした……！」と悔くやしそうにしていた。

「えっと、次は桜の番だね」

　しばらく休きゆう憩けいして落ち着いたところで、今度は桜がアトラクションを選ぶ番になった。

「桜が行きたいのはここ！　温水プール！」

　パンフレットの指さすところを見ると、どうやらここには大規模な温水プールとそれに付ふ随ずいしたアトラクションがあるらしい。

　……それにしても、ざっと眺ながめた限りマジで雑多なテーマパークだな……。

　温水プールとか、普ふ通つうは遊園地に付随してないもんだと思うんだが。他にも果樹園とか水族館とかが併へい設せつされてるし、コンセプトに迷走の跡あとがハッキリと見える。

「ここにウォータースライダーがあるから、お兄ちゃんと一いつ緒しよに乗りたい！」

「……なるほど、絶叫系のアトラクションでか弱いところをアピールしてお兄ちゃんとイチャイチャしようというつもりなんですね」

「む、さすが涼花ちゃんだね。桜の作戦はお見通しのようだな！」

「いい加減、私も少しずつ桜さんの思考が読めるようになってきましたからね」

　やるなお主ぬし！　あなたも油断できません──と、またまた俺を放り出して二人だけでわかり合っていて寂さびしい……。

　それはともかく、俺達は桜の希望通り温水プールへとやって来た。

　水着なんて当然持っていなかったので、その場でレンタル。更こう衣い室に分かれて入り、さっさと着き替がえを済ませてプールの傍そばで待っていると、間もなく涼花と桜がやって来た。

「こ、この水着はどうですか……？」

「似合ってる？　ねえお兄ちゃん？」

　水着姿で現れた二人に、俺は「う……」と言葉に詰つまる。

　涼花も桜もフリルのついた同じデザインのビキニで、涼花は薄水色、桜はピンク色のものを着用していた。まさか間もなく冬になろうってのに水着を拝めるとは思っていなかったので、その分インパクトも大きかった。

「あ、ああ、二人とも似合ってるぞ」

「そ、そうですか。まさか遊園地で水着姿を披ひ露ろうするとは思ってませんでしたが」

「お兄ちゃんに見てもらえてラッキーだったよ！　温水プールを選んで正解だね！」

　素直に喜んでいる二人を見ていると、なんだか急に照れくさくなってきた。

「そういや二人とも、同じデザインの水着にしたんだな」

「なんでも今、このデザインメーカーの水着がキャンペーン中なのだそうです。これを着用していたら特典？　らしいものがあるとのことでしたから」

　……ふうん、そういうのもあるのか、と俺が感心していると、

「じゃあ早さつ速そく、ウォータースライダーに乗りに行こうよ！」

　桜に腕うでを引っ張られたので、俺達は乗り場へと向かった。

　ウォータースライダーは人気のアトラクションらしく、結構な人数が並んでいた。

　しかし回転率がいいのか、十分と待たずに俺達の番が回ってきた。大きな丸いゴムボートに乗ってスライダーを滑すべっていくらしく、最大四人まで同時にいけるそうだ。

「みんなで一緒に乗れてよかったね！」

「それはいいのですが、こうして見るとコースが急なような……」

　涼花の言う通り、高さも結構あるし曲がりくねったコースがスタート位置から見下ろせる形になっていたので、俺も少し不安になる。

「まあいいです……。今度は私が桜さんを出し抜いてお兄ちゃんと──」

　涼花がなにやらブツブツ呟つぶやいていたが、ボートは俺達が乗り込んだ途と端たんに滑り出し、あっという間にかなりのスピードになった。

「あはははははははははは！　楽しいねえええええええ！」

「ちょ、ちょっと速すぎないか!?　か、カーブが……！」

「お、お兄ちゃん……！」

　桜が笑顔全開で楽しんでいる一方、俺は結構な迫はく力りよくにビビっており、涼花なんてほとんど目をつぶって俺にギュッとしがみついていた。

　そして、スライダーの勢いはさらに加速していき、

「あはははははははは！　あははははは！　いけいけええええええ！」

「うわあああああああああ!?　か、身体からだが横よこ倒だおしに！　止めてくれえええ！」

「お、お兄ちゃ……っ！　……お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん……っ！」

　らせん状の連続スクリューやら、遠心力全開の錐きりもみカーブやら、途と中ちゆうでコースがなくなっているフライングスライダーやらが連続で襲おそってきて、一人興奮している桜を除き、俺と涼花はお互たがい抱き合ってとにかく早く終わるのを祈いのっていた。

「…………っ！　ぶへっ!?　がはっ、ごほっ!?」

　そしてついにゴールに到とう着ちやくしたのはいいが、最後にボートごと射出され、着水した衝しよう撃げきで思いっきり水が鼻に入ってむせた。

「がはっ、げへ……っ！　だ、大丈夫か、涼花……？」

「お、お兄ちゃん……、もう終わったんですか……？」

「ん？　どうしたの二人とも？　もうゴールだから、早くボートから降りないと」

　ケロッとした桜とは対照的に、俺と涼花はお互い支え合いながらなんとかボートから降りられた。……なんかまだ世界がグルグル回ってる気がする。

「あー楽しかった！　でも、イチャイチャは涼花ちゃんにとられちゃったね」

「……はっ!?　耐たえるのに必死でほとんど記き憶おくがありません……！　せ、せっかくお兄ちゃんとくっついてたのに……！」

「じゃあ、もう一回乗ろっか？」

「それは勘かん弁べんしてくれ……」

　ゲッソリしながら言う俺に、さすがの涼花も同調するのだった。




　しばらくプールの傍のベンチに座って休憩していたが、回復してくると、これからどうするという話になった。

「……なんかわざわざ水着になったのに、これだけってのはもったいない気がするな」

「それはそうだね。お兄ちゃんにはもっと水着姿を見ててほしいし……。じゃあやっぱりもう一回スライダー？」

「い、いえ、それより他に温水プールエリアでなにか探しましょう。せっかく水着になったのにお兄ちゃんとイチャイチャできないとか……っ」

　そう言ってパンフレットを開く涼花だが、ふと視線を遠くにやったかと思うと「あれは何でしょうか？」と指さした。

「……なんかステージっぽいところでイベントをやってるみたいだな。……えーと？　水着コンテスト？　リールー主しゆ催さいとか書いてあるけど、どういう意味だ？」

「リールーと言えば、私達の水着のデザインメーカーですね」

「そう言えば特典がどうとか言ってたし、ちょっと行ってみようよ！」

　俺達は桜に促うながされ、そのステージの近くまで行ってみることにした。

「あ、お客さま達も参加ご希望ですか？」

　すると係の人と思おぼしきお姉さんが俺達に話しかけてきたので、俺はどういうイベントなのか訊たずねてみた。

「これは当社リールーが主催しているイベントで、当社の水着を一番美しく着こなしていただいている方を選ぶコンテストです。優勝者には、この五花園ワンダーランドでのみ使える商品券を五万円分お贈おくりさせていただくことになっております」

「あー、なるほど。水着の宣伝を兼かねたイベントってことですか」

「さようでございます。当社は女性用ブランドのメーカーですので、参加者の方も女性のみ、かつ当社の水着を着用している方のみとなっております。お客さま達の水着も当社のものだったので声をかけさせていただきました」

「どうやら特典とはこのことだったらしいですね」

「商品券五万円分ってかなり大きいね！」

「でも出場して優勝しないといけないんだろ？　出るのか？」

　俺が訊ねると、涼花は「まさか」と首を振ふり、桜も困ったような笑顔になった。

「うーん、自信ないし、今はお兄ちゃんと遊ぶの優先かなぁ」

「失礼ですが、お客さま達はご兄妹きようだいなのですか？」

　係のお姉さんが意外そうな顔で俺達を見る。

　……まあ桜は本当は違ちがうけど、いちいち説明する必要もないので頷うなずいておこう。

「それなら是ぜ非ひご出場いただけないでしょうか。実は参加者を探しておりまして、ちょうどあとお二人いれば開かい催さいできるのです。それにお兄さまにもご協力いただければ」

「え？　でも出場者は女性限定なんでしょう？」

「はい。ですがお兄さまには審しん査さ員として協力していただきたいのです。男性からの視点もあった方がいいと思いますし、それなら妹さま達も出場していただけるのではと」

　……打算的というか、ビジネスライクな提案だな。

「お、お兄ちゃんが審査員……!?」

「じゃあ出る！　桜、出場するよ！」

　なぜか俺が答える前に桜がはいはいと申し出ると、涼花までもがそれに続いた。

「……本当に出るのか？　桜は人気声優なのに、こんなのに出て大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫。桜は今まで一度も顔出ししてないから、バレたりしないよ。それにせっかくお兄ちゃんに正式な場で審査してもらえる機会なんだから！」

　ノリノリで言う桜に、

「さ、桜さんが出てお兄ちゃんが審査員とあらば、私も出ないわけにはいきません！」

　は、恥はずかしいですけど……！　と涼花も真っ赤な顔で頷く。

「ありがとうございます。ではこちらにお越こしくださいませ。お兄さまはこちらから壇だん上じようのあちらの席におかけください」

　……な、なんか妙なことになっちまったな。

　涼花達は舞ぶ台たい裏に行き、俺は言われた通り舞台上の席に座った。

　両りよう隣どなりの審査員席にも女性が座っていて「ご協力ありがとうございます」と頭を下げられた。どうやらこの人達もメーカーの人らしい。

　観客席の方に目を向けてみると、そこそこ人が集まっており、当然女性が多いが男性客もそれなりに見られた。

　……こいつらは間ま違ちがいなく水着の女の人目当てだな……。

　これはミスコンじゃなくてあくまで水着の着こなしコンテストなんだけど、男にしてみれば水着のデザインなど二の次だ。うん、その気持ちはわかる。

「それでは、ただいまよりリールー主催、水着コンテストを開催いたします」

　司会の人がコンテストの趣しゆ旨しを説明し、一通り会社の理念などをアピールすると、間もなくコンテストの出場者達が舞台へと姿を現した。

　開催が危あやぶまれていたくらいだから全部で五人と少ないが、その代わり全員かなりレベルが高かった。

　１番はスラリとしたスタイルのカッコイイ系の女性。２番は胸が大きなちょっとギャルっぽい人。３番は大人っぽくてグラマラスなお姉さん。４番が桜で、５番が涼花という感じだった。

「それでは１番の方から順に水着の感想を言っていただき、舞台前方を歩いて一周していただきたいと思います」

　司会の声に促されるように、さっそくコンテストが始まった。

　一人一人、今着用している水着の感想を述べていく。着心地ごこちやデザインなどの意見が多数だが、俺を含ふくめ男連中はただただ水着姿だけに集中していた。

　……別にそれならプール付近でいくらでも見られるんだけど、なんかコンテストって場で見るとまた雰ふん囲い気きが違って感じるよな？

　とまあ、そうこうしているうちにすぐに桜の番になったのだが、

「お兄ちゃんがいいって言ってたからいいデザインだと思います！　お兄ちゃんにもっと褒ほめてもらえるように着こなしたいです！」

　顔出しをしたことないとはいえ、さすが声優。物もの怖おじした雰囲気もなく慣れた様子でこっちに手を振ってきたので、会場の視線が俺に集中する。……クスクスという笑い声ももちろん居心地が悪いが、それ以上に野や郎ろうどもの嫉しつ妬との視線が痛い。

　しかもそれは、次の涼花の番になると、より一層強く感じるようになった。

「わ、私もお兄ちゃんにか、可愛いと思ってもらえればと……！」

　涼花もつられてそんなことを言ってるが、桜とは対照的にガチガチに緊きん張ちようしているのがわかる。……ってか、もう水着云うん々ぬんは完全に頭から抜ぬけてるな涼花のやつ。

　そんなこともあって桜と涼花は無む駄だに目立っていたが、やっぱりその主おもな理由は二人が段違いの美少女だからだと思う。

　桜が舞台上を歩いて一周した時も他の参加者より野郎どもの視線が熱かったように感じたし、今ああやって歩いている涼花に対しても、観客席からの注目度が明らかに高い。

　……って考えてたら、なんか急にモヤモヤした気分になってきた……。

　コンテストなんだから見られる前提とはいえ、お前ら俺の妹を無ぶ遠えん慮りよにジロジロと見すぎじゃないか？　涼花は本当はこんなことするキャラじゃなくて、俺の特訓のために無理にやってくれてるんだから、あんまり変な目で見てんじゃねえよ？
















「それでは全ての参加者のアピールが終わりましたので、これより早さつ速そく審査に移りたいと思います。審査員は手元にある番号札で、誰だれが一番リールーの水着を着こなしていたと思うか提示してください」

　そんなことを考えていたら、いつの間にかこっちの出番になっていた。

　さてと、誰を選ぶか……、って当然涼花か桜の二択たくなんだけど──……え？

　と、そこで俺は初めて、重大な事実に気づく。

「……ど、どっちを選べばいいんだ？」

　や、ヤバイ、どっちを選んでも角が立つ気がする！　あいつらなんか対決とか言ってたし、片方を選んだらもう片方から絶対に問い詰つめられる！

　……じゃあここは、間を取って他の参加者を選べば──って、その時は二人から問い詰められるだけじゃねえか！　マゾか俺は！

「……どうかなさいましたか？」

　司会の人が、身動き一つしない俺を見て怪け訝げんそうに声をかける。

　……と、とにかく涼花と桜のどっちかだ！　どっちを選んでも角が立つなら、ここはいっそランダムで……！　い、いや、それより普ふ通つうにどっちがよかったかを選べばいいだけじゃないか!?

　とその時、ふと頭に浮うかんだのは涼花の姿だった。

　だが次の瞬しゆん間かん、大勢の人から視線を向けられてすごく緊張していた涼花を思い出す。

　……こういうのが苦手なくせに、特訓のためだからってあんな無理を……っ。

　そんなことを考えていたら、気づけば俺はいつの間にか番号札をかかげていた。

「お兄さまは４番の番号札を提示されました」

　そんな声が響ひびく中、桜の顔がパッと輝かがやき、涼花の顔が愕がく然ぜんとした色に染まったのを、俺は冷ひや汗あせを垂らしながら眺ながめていたのだった。




　ちなみに俺以外の審査員が二人とも１番の番号札を上げたため、優勝は１番の人のものになった。……まあ、ミスコンじゃなく水着コンだしな。

「優勝できなかったのは残念だけど、お兄ちゃんに選んでもらえたからよかったかな！」

「お、お兄ちゃん……!?　もちろん説明してもらえるんですよね……!?」

　コンテストが終わって涼花達と合流すると、二人は案の定な反応を見せる。

　……涙なみだ目めで俺を睨にらみつける涼花が怖こわいような、胸が痛むような……。

「まあまあ涼花ちゃん落ち着いて。桜、なにか飲み物買ってくるから」

　桜がそう言って行ってしまうと、もちろん俺は涼花と二人きりになるわけで、

「お、お兄ちゃんは私よりも桜さんのほうがいいんですか……！　な、何が悪かったというんですか……！　やっぱり胸……!?　胸の差が……！」

「ち、違う！　違うから！」

　全身からどす黒いオーラを出しながら胸むな元もとでスカスカッと手を上下に動かしている涼花に、俺は慌あわてて「そうじゃないんだ！」と首を振る。

「じゃ、じゃあどういうわけで私より桜さんを選んだんですか！　さ、桜さんの方が私より可愛いからですか……！」

「そういう理由で選んだんじゃなくてだな！　……お前、ああいう場は苦手だろ？　人前で水着姿を晒さらすとかさ……。もし優勝なんかしたらますます目立つし、また前に出ないといけないだろうし、そう思ったら自然とあんな風になってたんだよ……」

「え……？」

　俺が正直に理由を告げると、涼花はピタッと動きを止めて俺の顔を見た。

　そして間もなくその顔が赤く染まったかと思うと、

「じゃ、じゃあ私のことを心配して……ですか？」

「桜ならああいう場も平気だろうって思ったのも……あるかな」

「ででででは、もしそういうのがなかったら、お兄ちゃんは私と桜さんのどっちを選んでいたんですか……？」

「まあ最初はお前を選ぼうとしたんだけど……。って勘かん違ちがいはするなよ!?　あ、あくまでも水着の着こなしコンテストだから、ミスコンじゃないんだからな!?　変な意味はないから、そこは安心してくれよ!?」

「わわわわかってます！　わかってますけど……！　そ、そっか……、そうだったんですね……。お、お兄ちゃんは実は私を……！　えへ、えへへへへへ」

　顔を真っ赤に染めて、えへえへとだらしない笑みを浮かべながら身体からだをクネクネと踊おどらせる涼花。こんなにもうれしそうなのは、桜との対決をそれだけ意識してたからか？

「お、お兄ちゃんもなかなか妹好きというのがわかってきたのではないですか!?　ま、まあそれを引き出せたのはひとえに私が本物の妹だからなんだと思いますけど！　残念ながら桜さんではこうはいかないと思いますけどっ！」

　……にしても涼花さん、ちょっと喜びすぎじゃないですかね？

　あと背中をバシバシ叩たたかないでください！　服着てないから痛いし！

「……痛いつつつ……っ。……ん？」

　背中バシバシをやめてもまだブツブツ言いながら身体をクネらせていた涼花はさて置き、俺がふと目をやると、自じ販はん機きの前にいる桜の姿が見えた。

「……あれ、誰だ？」

　だが桜は一人じゃなく、見知らぬ男と話をしていた。

　しかもなんだか雰囲気が穏おだやかじゃなく、遠目にも桜が困っている様子だ。

「ちょっと行ってくる」

「えへへへへ……、えへ？　え？　お兄ちゃん？」

　俺はそれだけ言い残し、気づいたら桜の方へと駆かけ出していた。

「き、きみって声優の水無月桜だよね!?」

「だ、だから違いますって」

「ウソだよ！　声でわかるんだ僕は！　さっきのコンテストで声を聞いた時にすぐ気づいたんだ！　こ、こんなところで桜ちゃんに会えるなんて！」

　近づくにつれ、二人の会話が耳に入る。そして男の方が桜に手を伸のばそうとしたのを見た瞬間、俺は気づけば二人の間に立ちはだかっていた。

「お、お兄ちゃん！」

「え？　だ、誰？」

「……それはこっちの台詞せりふなんだが？　うちの妹になんか用か？」

　俺が男を睨み付けると、男は一瞬怯ひるんだ様子を見せたものの、

「い、妹？　その子は声優の水無月桜ちゃんで、僕はファンで──」

「本人が違うって言ってるんだから人違いだろ？　それとも、人を呼ぶか？」

　できるだけ迫はく力りよくが出るように凄すごんで見せると、男は「ひっ」と一声上げて小走りに去って行った。……気弱そうな典型的なオタク風で助かったな。こっちも内心は相当ドキドキもんだったけど……。

「ありがとうお兄ちゃん！　怖かったよぉ！」

　俺がホッと胸をなで下ろしていると、桜が涙目で抱だき付いてきた。

「い、いやあの、大だい丈じよう夫ぶか？　変なこととかされてないよな？」

「うん、大丈夫！　でも本当に怖かった……！」

「あ、おい!?」

　そう言ってますます強く抱き付いてくる桜を、俺はなんとか引き剝はがそうと焦あせる。

　そうやって桜と絡からみついていたからか、俺はいつの間にか涼花が近くまでやって来ていたことに気がつかなかった。

「……うう、このままじゃダメです……！　やっぱり、このままじゃ……！」








第四章　俺は妹に萌もえていい









「まだ二か所しか回ってないけど、なんかもう結構疲つかれたな……」

　俺は池のほとりにあったベンチに一人で腰こし掛かけながら、そう呟つぶやいた。

　あの後、結局温水プールからはもう出ようということになり、女子は身だしなみに時間がかかるからということで、この池の周りで待ち合わせすることになった。

　俺は早々にシャワーと着き替がえを済ませて、こうやって涼すず花か達を待っているわけだが、まだ二人が出てくる気配はない。

「……なんか池で釣つりしてる人もいるし、マジで何でもアリかよここは……」

　俺は改めてこのテーマパークのブレ具合を眺めながら、しかし頭では別のことを考えていた。

　それはもちろんこのデートの目的──妹萌えに目覚めることだ。

　涼花や桜さくらのおかげで、妹の可愛さは十分に堪たん能のうできていると思う。もうすぐ自分も胸を張って言えるくらい妹萌えになれるのでは──そういう予感がしないでもない。

「でも、いや……、なんつーかなぁ……」

　しかし、やっぱりあと一歩足りないような、まるで透とう明めいな壁かべが行く手を阻はばんでいるような感覚はずっと残っている。

　開き直って「俺にはこんなに可愛い萌え萌えな妹が二人もいるんだぜヒャッハー」って感じの気分になれない以上、やはり桜さくら田ださんを説得できないのでは……。

「そういや涼花のやつ、最後の方でまた不ふ機き嫌げんになってたな……」

　考えが泥どろ沼ぬまスパイラルに陥おちいる前に、俺はそんなことを呟いて思考を転てん換かんさせた。

　直前までは機嫌が良かったように見えたのに、桜を助けてからまた目に見えて機嫌が悪くなっていた。

　……理由はわからないけど、どうせまた俺が気づかないうちに変なことをやらかしたんだろう。今回の妹萌えの件も含ふくめ、あいつにはいつも迷めい惑わくかけっぱなしだ。

　俺のことを嫌きらってるはずなのに、特訓だからって妹とイチャイチャなんてシチュエーションをすすんでやってくれている。

　永遠とわ野の誓ちかいのことだから、真の作者である涼花にはその義務がある──なんてあいつ自身も言ってたけど、それでもやっぱり頭が下がる思いだ。代理人のくせに、これだけ涼花に迷惑をかけていると思うと自分が情けなくなってくる。

「お兄ちゃんはもうちょっとしっかりしてください……か」

　涼花にとっちゃ俺は、頼たよりなくてバカな兄貴だ。嫌われて当たり前といえる。

　今回の件でその認識には拍はく車しやがかかってることだろう。なにせ嫌いな相手を自分に萌えさせようとしてるんだから、不機嫌になっても無理はない。

「まあそれでも──いや、だからこそか？　……俺はあいつの力になれるよう、全力を尽つくすだけなんだけどな……」

　なにせ、あいつは俺の妹だ。

　……兄貴が妹の力になるのは、当たり前のことなんだからな。

「あ、いたいた！　おーい、お兄ちゃーん！」

　その時桜の声が聞こえてきて、俺の思考は中断された。

　振ふり向くと、桜がブンブンと手を振りながらこちらに走ってくるところだった。

「あれ？　一人なのか？　涼花は？」

「まだ身だしなみを整え中だよ。涼花ちゃんは髪かみ長いし綺き麗れいだから、お手入れにも時間かかっちゃうみたい。待ってようか？　って言ったけど、いいって言われたから」

　だから先に出てきちゃった、と笑うと、桜は俺の横へと並ぶように腰掛けた。

「そうか。じゃあ涼花が来るまで、改めてここで待っとこう」

「うん！　涼花ちゃんが来たら、またアトラクション巡めぐりだね！」

「……それなんだけど、俺としてはもうちょっとソフトなのを希望したいんだが」

「ソフト？　柔やわらかいのがいいなら、このパンフに載のってる『悶もん絶ぜつスライム地じ獄ごく！』っていうのはどうかな！　ブニョブニョ柔らかそう！」

「そういう意味じゃない！　ってかなんだよその意味不明なアトラクションは！」

　冗じよう談だんだよーと笑う桜だが、悶絶スライム地獄ってのはマジでパンフレットに載っていたし、その他にもよく見ると怪あやしそうな名前のがチラホラ……。

「ここ、珍めずらしいアトラクションがたくさんあって面おも白しろいよね！　ネットで調べても結構人気あるっぽいし！　このカオス感はなかなか出せないよ！」

「カオスっていうか、節操がないだけのような気もするけどな……。まあ人気があるなら経営的には正しいのかもしれん」

「うん、実際に楽しいしね！　お兄ちゃんも、桜達との遊園地デート楽しい？」

「……まあ、うん、楽しいよ」

　いろいろ引っ張り回されたり疲れたりすることはあるけど、楽しいのは本当だった。

　だから俺は正直にそう答える。

　すると桜は「そっか、よかった」と言ったきり、なぜかそこで黙だまってしまった。

「…………」

　ふと音の空白が生まれて、迷子を報しらせる園内放送がそこに入った。

　俺達は無言のまま、何をするでもなくただボーッと池の方を眺ながめていたが、

「ねえ、お兄ちゃん」

　やがて、桜がポツリと口を開いた。

「桜、一つお兄ちゃんに訊ききたいことがあるんだ」

「なんだよ、改まって」

　いつもと少し違う、どこか静かな感じの桜に、俺は少し戸と惑まどう。

　しかし桜は池の方に顔を向けたまま、まるで独り言を口にするかのように続けた。

「お兄ちゃんは妹萌えになろうと特訓してて、桜達はその協力をしてるんだけど、そもそもどうしてそんなことをしないといけないのかな？」

「……それはこの前説明しただろ？　実は俺は妹萌えってのがよくわからなくて──」

「うん、だからどうしてかな？」

　その疑問とともに、桜は静かに俺の方を向いた。

「お兄ちゃんは今までにあんなすごい妹萌えの作品を書いてるよね？　たとえお兄ちゃんが、自分は妹萌えがわからないって感じていても、あれだけの作品を書けてるなら十分だと思うんだ。なのに、どうして今いま更さらこんなことをしようと思ったのかな？」

　それは、いつもふわふわしている桜の口から出たとは思えないほど、とても鋭するどい質問だった。

　……でも確かに、客観的に見ればその通りなんだ。

　永遠野誓は飛ぶ鳥を落とす勢いの大人気ラノベ作家で、第一巻の実売が三十万部というあり得ない数字を叩たたき出した。ハッキリ言って、それ以上を望むというのは非現実的ともいえるほどの実績だ。

　現状でそれだけの実力があるなら、こんなわけがわからない特訓なんてする必要あるのか？　そんな疑問は、当然といえば当然なもの──だが、

「ま、まああれだ。俺は現状で満足がいく男じゃないってことだよ。作品ってのは完かん璧ぺきな形で世に出さないといけないからな。自分の中で欠けてるものがあると、なんというか気持ち悪くて筆が進まないんだよ」

　俺はそんな風に、いかにもこだわりがあるタイプの作家っぽいことを言った。

　あくまでも自分の主観的な問題だから、一いつ般ぱん的な常識は関係ないんだぜーといった感じで誤ご魔ま化かそうと思ったのだが、

「うん、それウソだよね？」

「え？」

　なぜか桜は即そく座ざにそう言って、俺を真まっ直すぐに見つめてきた。

　そこに一切の迷いがなかったからか、俺は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

「……い、いや……！　ってか、なんでウソだなんて思うんだよ!?」

「うーん？　根こん拠きよはないんだけど、なんとなくかな？　同じ家で暮らしてると、なんとなくわかってくるんだよね。お兄ちゃんってわかりやすいところがあるし」

「うぐ……っ、涼花と同じようなことを言うんだな……」

「……そっか、そうだよね。涼花ちゃんはもちろんお兄ちゃんのこと、いろいろわかってるよね」

　どこか寂さびしそうに笑う桜だが、俺はそれどころじゃない。

　桜に本当のことを知られるわけにはいかないので、なんとか誤魔化そうと必死になる。

「と、とにかく……、う、ウソじゃないぞ？　俺は本当に──」

「お兄ちゃん」

　だが、桜は俺の言葉を遮さえぎって、




「大事なことで、お兄ちゃんが妹にウソついちゃダメだよ」




　今まで見たこともないくらい真しん剣けんな顔で、俺にそう言った。

「……なにか都合があるのかもしれないし、相手のことを考えてのことかもしれない。けどねお兄ちゃん、ウソをつかれたら、やっぱり悲しいよ？」

「さ、桜……」

「どうしても言えないことなんだったら、仕方ないこともあるかもしれない。でも、一人で抱かかえ込んでるお兄ちゃんを見てると、桜は心配になっちゃう。だから、やっぱり話してほしいなって思うよ。妹だって、お兄ちゃんの力になってあげたいからね」

　その言葉に、俺の心臓がドクリと跳はねた。

「…………」

　もちろん、桜に俺と涼花の本当の関係を打ち明けるつもりはなかった。

　俺が代理人で涼花が永遠野誓だという事実は、たとえなにがあっても誰だれにも話さない、世界で一番大事な秘密だ。

　……だけど、その秘密に触ふれない程度なら、明かしていい事実はまだある。

　たとえ桜が本当の妹じゃなくても、ここまで心配してくれる女の子を「なんでもないから」とただ突つき放はなすことは、俺にはとてもできそうになかった。

「実は、妹萌もえ作家としては恥はずかしいことなんだけどな……」

　だから俺は、話していいところまでは桜にも話してしまおうと思った。

　もしかしてそれは、行き詰づまった現状に対する悪あがきのようなものだったのかもしれないけれど、少なくとも俺は、桜が心配してくれているというその気持ちは信じていた。

「この前、ある人と妹萌えについてちょっとした議論というか、言い合いみたいなことになっちまったんだよ。で、俺はその人から、お前は妹萌えがわかってないってなことを言われてな……」

「妹萌えがわかってない？」

「ああ。……で、俺はその人に言い返せなかったんだよ。妹萌え作家だってのに、妹談義で負けちまったわけだ。でも、そんなことはあっちゃならないだろ？　だから俺はその人に勝つために、妹萌えってのを心底理解しないといけないんだよ……！」

「お兄ちゃん……」

　俺は桜田さんとの出来事を、桜に言える範はん囲いで正直にぶっちゃけた。

　これで桜も、俺がどうしてこの特訓をそこまで必要としてるかってことを理解してくれるだろう。

「……えっと、それだけなの？」

「へ？」

　だが、なぜか桜はキョトンとした顔で首を傾かしげている。

　……あ、あれ？　なんか予想してた反応と違ちがうんだが。

「あの、それだけかって言われても……、それだけなんですけど……」

「本当の本当にそれだけ？　桜、なんだか全然ピンとこないよ？」

「いや、そこはピンときてくれよ……。だって俺は妹萌え作家なんだぞ？　なのにその妹萌えって点で言い負かされるとか、存在意義を根底から揺ゆるがされる事態で──」

「ううん、そうじゃなくて」

　桜は俺の言葉を遮って、不思議そうな顔で続ける。

「桜がピンとこないのは、どうしてお兄ちゃんが『妹萌えがわかってない』なんて言われて引き下がっちゃったのかがわからないからなんだよ」

「……だって、そりゃ、そんなこと言われたらショックだろ普ふ通つう……」

「ショックなのは図星だったからでしょ？　つまり、お兄ちゃんにその自覚があったからだよね？　まず、そこが桜にはわからないんだよ」

　ギクリと、俺の身体からだが強こわ張ばる。

　桜の言葉はつまり、そもそも俺に永遠野誓としての自覚がないと言っているからだ。

「い、いやそれは！　相手の意見が思いがけず鋭かったってのもあって！」

　俺はしどろもどろになって、なんとか怪しまれないよう必死になる。

　だが、桜はそんな俺の様子など気にした風もなく、

「そもそも、桜はお兄ちゃんが妹萌えをわかってないとは思えないんだよ」

　遠い目で虚こ空くうを見つめながら、まるでなにかを思い出すような口調でそう言った。

「……なんで、そう思うんだ？」

　俺はその桜の表情がよくわからなくて、気がついたらそう訊たずねていた。

　すると桜は「だって──」と軽く笑って、




「妹萌えがわからないっていうのは、昔の桜みたいな状態のことだから」




　と、まるでなにかの告白をするかのように、そう続けたのだ。

「……え？　昔の、桜みたいな……？」

　俺は最初、桜が何を言ったのかわからず、オウム返しにそう呟つぶやいた。

　しかし桜は俺の動どう揺ようなんて気にした様子もなく「うん」といつも通りの笑顔で俺の方を向いた。

「えーと……？　わ、悪い、どういうことなんだ……？」

「ん？　言葉通りだよ？　桜は昔、妹萌えっていうのが全然まったくこれっぽっちも理解できなかったんだよ。だから、お兄ちゃんが妹萌えをわかってないって言われても、昔の桜と全然違うなーってピンとこなかったんだ」

　……つ、つまり？　桜は自分の経験と照らし合わせて、俺が妹萌えをわからないってのは違うんじゃないかって思ってると──そういうことか……？

「……って待てよ？　お前は昔、妹萌えのことを理解できなかったって言ったよな？」

「言ったよー？」

「でも今は、妹ヒロインキャラの役を絶対取るって息巻いたり、普ふ段だんからその妹キャラを演じたりしてるよな……？」

「うん！　だって桜、今は妹キャラが大好きだからね！」

　じゃあ──昔と今とで何がどう違うんだ？

　俺は言葉に出さなかったが、そんな疑問を抱いだきながら桜の方をジッと見つめた。

　すると桜も、そんな俺の考えがわかったのか、しばらくの間「んー」と宙を見上げて悩なやんでいるそぶりを見せて、

「お兄ちゃん、桜の告白、聞いてくれる？」

　やがて、普段通りの明るい笑みを浮うかべながら、そんなことを言い出した。

　俺が若じやつ干かん戸と惑まどいつつも「あ、ああ」と頷うなずくと、桜は「ありがと」と言って、また視線を遠くへと馳はせた。

「……お兄ちゃんも知ってると思うけど、桜はちょうど今から一年くらい前に声優としてデビューしたんだよ。いきなりメインヒロイン役に抜ばつ擢てきされて、大変だったけどなんとかやり遂とげて、それで人気も出て……、運が良かったんだね」

「運だけじゃないだろ。実力がなかったらできるわけない。その証しよう拠こに、次の『虹にじの欠片かけらのユートピア』でもメインキャラを務めてたし、今やってる『星空テレポート』でも主役じゃないか。三連続で大役とか、大人気声優の証拠だろ？」

　俺がそう言うと、桜は少し恥ずかしそうに「ありがとね」と笑う。

「うん。桜も自分で、声優って仕事が天職なんだって自覚してるよ。すっごく楽しいし、いろんな人が桜の力を認めてくれて、なかには天才だーなんて言ってくれる人もいる。それはちょっと大げさだとは思うけど、でも桜も声と演技に関しては自信があるから、これからもどんどんがんばろうって思ってるよ」

　普段はふわふわしている桜だが、声優という仕事を語っているその姿はとても力強く見える。これが、大人気実力派声優・水無月桜の顔なのだろう。

「……頼たのもしいな。そういう姿勢だから、今まで三本やって三本とも大成功ってすごい結果が出たんだろうな」

「うん、それは桜にとってもうれしいことなんだけどね」

　苦笑。そして含ふくみのある言葉。

「けど……？　何かあったのか？」

「特別なことじゃないよ。桜は完かん璧ぺきな人間でも何でもないから、成功の裏には当たり前みたいに挫ざ折せつもあったってだけの話」

　でも──と桜は続ける。

「その挫折は、桜にとっては結構大きな挫折だったんだよね」

「……え？」

「これはほとんどの人が知らないことなんだけど、実はデビュー作と『ユートピア』の間に、桜、一回オーディションに失敗しちゃってるんだよ」

　桜は何気なく言っているが、それはものすごく違い和わ感かんのある言葉だった。

　……オーディションに落ちたではなく、失敗した？

　そりゃどんなすごい声優さんでも１００％オーディションに合格するわけじゃないだろうし、選考から落ちるなんてのはごく普通なことのはずだ。

　だけど、桜の言う『失敗』って単語は、明らかにそういったニュアンスじゃなかった。

　俺がその意味がわからずに黙だまったままでいると、桜は苦笑しながら、

「失敗した理由はね、桜にはどうしても演じられない役があったからなんだよ」

「それって…………、まさか」

「うん、そう。妹役だよ」

　サラリと、なんでもないことのようにそう言った。

「ま、待ってくれ。確かにさっき、自分は妹萌えを理解できないって言ってたけどさ、声優の仕事として演技できないくらい──オーディションに失敗するくらい深刻なことだったってのか……？」

　驚おどろく俺に、桜は「うん」と小さく頷く。

　桜は、俺が妹萌えをわからないって状態がピンとこないと言っていた。

　それは、桜にとって役が演じられないほど重大なことだったからなのか？

　……でも、じゃあどうして桜は、そこまで妹萌えが理解できなかったんだ？

「その理由……だよね？　うん、ここからが桜の告白の本番だよ」

　桜はそう言って、ふぅ……と小さく息を吐はいて、続けた。

「この前、桜には兄が一人いるって言ったよね？　理由──というか原因は、その兄なんだよ。桜の兄は、どうしようもなく困るくらいのシスコンなの」

「し、シスコンって……、あのシスコンか？」

「そう、シスターコンプレックスの略のシスコン。もちろん妹の方での意味ね。桜の兄は妹を溺でき愛あいする筋金入りのシスコンなんだよ……」

　そう言った瞬しゆん間かん、桜の顔から笑みが消えた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ？　この前聞いた限りじゃ、桜の兄貴はせいぜい過保護とか心配性しようとかってレベルなんじゃなかったっけ……？」

「それはその通りだよ。何て言うのかな……？　ほら、妹萌えでよくあるような『桜ハァハァ』とか、そういうのじゃないんだよ。実際に桜に手を出したりとかも全然ないし、そういう意味じゃ真ま面じ目めなんだけど……」

　ただ──と桜は、どこかウンザリしたような顔で続ける。

「とにかく愛が重いというか、鬱うつ陶とうしいというか……。『お前のことが大切だから言ってるんだよ』とか『お前は天使なんだから心配なのは当たり前だろ？』的な感じで干かん渉しようしてくるタイプで……」

「あー、それは……」

　ウザい。ちょっと想像しただけでそう感じるくらいウザかった。

「そう、わずらわしいんだよ本当に……！　言ってることは間ま違ちがってないんだけど、根底にあるのはシスコンだし、細かい注意をしてくるわりに自分はだらしないし、桜の前で妹萌もえ作品を見てても平然としてるほどデリカシーはないし……！」

　ヒートアップしてきたのか、声に力がこもってくる。

　表情もだんだん暗く──というか、黒く染まっていくような……。

「注意しても『怒おこってる桜も可愛いぞ』とかフザケた反応だし、無視したらしたでジメジメするし、愚ぐ痴ちをこぼしても『桜のお兄さんってカッコイイからいいじゃない』とかあり得ない反応されるし……！　こんな環かん境きようで長年暮らしてきた桜の気持ちはどんな感じだと思う!?」

「き、きっと最悪だと思いますです！」

　真顔で問い詰つめられて、俺はなぜか背筋を伸のばして敬語でそう返していた。

　桜から発せられる淀よどんだオーラが、ものすごい威い圧あつ感を伴ともなって迫せまってくる。

「そう、最悪なんだよ……。最悪の兄なんだよ……。だから桜は、妹萌えなんてのがまるで理解できなかった。っていうか、大っ嫌きらいだったんだよ……！」

　遠い目をして言う桜からは、どこか哀あい愁しゆうのようなものが感じられる。

　……な、なるほど、そんな状じよう況きようじゃ妹萌えが嫌いになっても当然だと思える。

「……でもね、そんな最悪の兄だけど、今までは実害がなかったから桜が我が慢まんしてればとりあえずはよかったんだよ。……でも、最近になって事情が変わってきて」

「というと？」

「何がきっかけか知らないけど、だんだん兄のシスコン具合が『ハァハァ』的な感じに変化してきたんだよ！　もちろんウザさも倍増！　だからいい加減耐たえかねて、兄の部屋に文句を言いに行ったんだけど──」

「そういや詳くわしく訊きいてなかったけど、そこで何があったんだ……？」

「……部屋の壁かべが桜の写真で埋うめ尽つくされてた。それから桜がプリントされた等身大抱き枕まくらもあった。しかも勝手に桜の声を使って作った『おにぃたんだーいすき（はぁと）』なんて台詞せりふがエンドレスで流れてた」

　……う、うわぁ、悪夢のような光景だ……！

「それでもちろん大ゲンカして、桜はついに家出して来たってわけなんだよ……」

「な、なるほどな……。そりゃ大いに納得だわ……。まさか桜の兄貴がそんなへんた──じゃなくて！　行きすぎた妹萌えな人だったとは……」

　変態でいいよあんな人、とゲンナリした顔で言う桜。

　……あれ？　でも待てよ？

「そんなシスコン兄貴と一いつ緒しよにいたのに、何がキッカケで妹萌えを理解したんだ？」

　そう、重要なのはそこだ。そこまでシスコン兄貴に苦しめられておきながら、どうして今は進んで俺の妹になろうとするくらいに変わったのか。

　しかし桜は俺の問いに「本当にわからない？」と笑みを浮かべる。そして、




「そんなの、お兄ちゃんの作品に出会ったからに決まってるじゃない」




　当たり前でしょ？　とばかりにそう言ったのだった。

「すず──い、いや！　俺の作品のおかげ……？」

「そうだよ。ほんの偶ぐう然ぜんからお兄ちゃんのラノベを手に取って、それで桜の世界は変わったの。それまでは妹萌えなんてこの世からなくなれって本気で思ってたのに、気づいたら価値観がガラッと変わってた」

　そう言う桜の声には、まるで大事な思い出を語っているような響ひびきがあった。

「どうしてそんな急激な変化が……!?」

「お兄ちゃんのラノベの中では、妹が本当に幸せそうに生きてたからだと思う」

　お兄ちゃんのことが大好きだって妹の気持ちが真まっ直すぐに伝わってきて、それから兄も優しくて温かくて理想的なキャラだった。そうして読み終わった時には、妹って存在がとても愛いとおしく思えた────と桜は語った。

「気がついたら、桜もこんな妹になりたいって思ってた。そんなの初めての経験だったから、自分でもすごく驚いたよ。まるで呪のろいが解けたみたいだった……」

　しかもそれで終わりじゃなかったの、と桜は続ける。

「当然桜は永遠野誓先生の大ファンになった。それでサイン会に行った時、お兄ちゃんと出会ったの。お兄ちゃんはまさに作中の兄と同じ人で、あんな人がリアルにいるんだって本当にうれしかったんだ」

「そ、それは前も言ったけど気のせいだぞ？　俺はあんな理想的な兄貴じゃない」

　俺はそう答えるが、桜は「ううん、そんなことないよ」と返して、

「とにかくそういうわけで、桜にとって永遠野先生は──お兄ちゃんは大恩人なの。桜を解き放ってくれたヒーローなんだよ」

　輝かがやかんばかりの笑顔で、そう締しめくくったのだった。

　俺は、もちろん返す言葉がない。

　桜の話の内容に驚いているというのもあるが、それ以上に、涼花の作品が与あたえた影えい響きようのすごさってやつに戦せん慄りつしていたからだ。

　まさか妹萌え嫌いを妹萌え好きに転向させるほどのパワーがあったとは……！

「だから、桜はお兄ちゃんに恩返しをしないといけないんだよね」

「い、いや、別に恩を売った覚えはないからそんなこと気にしなくていいぞ」

　そもそも俺は代理人だから恩人じゃないしな……と、口にはもちろん出せないが。

「ううん、今この状況で、桜にしかできない恩返しがあるんだよ。自分が妹萌えじゃないって悩なやんでるお兄ちゃんに、同じ悩みを抱いだいていた桜ならバッチリ答えを返してあげられるからね」

「な、なに!?」

　だが俺は、桜の言葉に思わず身を乗り出す。

　……ま、まさかそんな特効薬みたいな答えを桜が……？

「って言っても、すごく簡単な答えなんだけどね。お兄ちゃんがただ自覚するだけでいいんだから」

「自覚って、なにを……？」

　俺が恐おそる恐る問い返すと、桜は「にゅふふ」と笑って、

「お兄ちゃんは自分で気づいてないかもしれないけど、もう既に十分すぎるくらい妹萌えだってことだよ」

「はいっ!?」

　俺はそれを聞いて、とてつもない衝しよう撃げきを受けた。

　まるで、今まで見えなかった壁にいきなりぶん殴なぐられたかのような衝撃。

　……いやいや、いやいやいや！　いやいやいやいや!!

「な、なに言ってんだお前!?　お、おおお俺が既すでに十分な妹萌え!?」

「そうだよ？　どうしてうろたえてるのかな？」

「い、いやだって、なあ!?　そんな荒こう唐とう無む稽けいな話……！　ってか、何を根こん拠きよにそんなことをおっしゃる!?」

「そうだなぁ、わかりやすいのなら、妹キャラとして接した時のお兄ちゃんは、明らかにデレデレだったでしょ？」

「いっ!?」

「本当に自覚してなかった？　炎えん竜りゆう先生の時もアヘ顔さんの時もそうだったし、桜の時だってハッキリとわかったよ？　桜がお兄ちゃんって呼んでると、お兄ちゃんはすっごくうれしそうにしてたし」

　桜の無慈じ悲ひな宣告が、グサリと俺の胸に突つき刺ささる。

　……そ、そんなことあるわけないだろ!?　お、俺が『お兄ちゃん』って呼ばれてデレデレしてただと!?　可愛い妹に囲まれてうれしそうだっただと!?　そそそそんなことあり得ない！　リアル妹がいる身として、そんな、妹萌えなんて！

「……ウソ、ですよね？」

「ほんと」

「即そく答とう!?　う、ウソだ！　そんな、そんなことが……！」

　絶対あり得ない！　俺が妹萌えなはずがない！

　俺の理性は心の中でそう叫さけび続けていた。だが、なぜか口に出すことはできない。

　まるで理性以外の何かが、そんな俺の行動を縛しばり付けているような、そんな感覚。

「お、俺が実は妹萌え……!?　ば、バカな……！」

「……お兄ちゃん」

　頭を抱かかえて「うおお……」と唸うなる俺に、桜はそっと声をかける。

「お兄ちゃんはやっぱり優しい人だね。でも、ちょっと優しすぎるかな」

　それは、今までにないくらい温かい声だった気がする。心配しているのでも、呆あきれているのでもない。ただただ俺を認めてくれる──そんな包容力のある声だった。

「お兄ちゃんが悩んでいるのを見てると、お兄ちゃんは『妹』を本当に、心の底から大事にしてるんだってことが伝わってくるよ。……でも心配しなくていいんだよ？」

　桜が静かに寄り添そってくる気配を感じた。

　直接触ふれていないのに、温かな空気が俺を包み込んでくれる。

「お兄ちゃんが大事に想おもってる『妹』も、きっと同じように『お兄ちゃん』のことを大事に想ってるから。だから、もっと自分に正直になっていいんだよ」

「だ、だからって……」

「自信を持って、お兄ちゃん。『妹』は何があってもお兄ちゃんを受け入れてくれるよ」

　その時、ふっと気配が近くなった。

　耳元に、桜の息いき遣づかいを感じる。「だって──」と囁ささやく声も聞こえた。

　そして、




　──お兄ちゃんはこんなにも最高の『お兄ちゃん』なんだから──




　その時、とても柔やわらかくて熱い感かん触しよくが頰ほおに触れた。

「な……っ!?」

　俺が弾はじかれたように振ふり向くと、頰を染めてこちらを見ている桜の姿があった。

　何をしたんだ、とは言えない。

　だって、そんなのわかりきっていたからだ。

　キス。

　でも？　どうして？　桜が？

　俺が混乱していると、桜は赤い顔のままふわりと笑って、

「告白、聞いてくれるって言ったよね？」

　ドキリと、俺の心臓が跳はねた。

　告白って、さっきの妹萌もえの件じゃなかったのか──そんな台詞さえ口にできないくらい、俺はガチガチに緊きん張ちようしていた。

「この一週間お兄ちゃんと一緒のお家で暮らして、お兄ちゃんはやっぱり優しい人なんだって改めてわかったの。……だから桜は、そんなお兄ちゃんのことが大好きです。作中のお兄ちゃんそのもののあなたが、本当に、心から、大好き、です……」

　桜はいつもの笑顔で、胸の前で手を組んで、まるで祈いのるように──そう告白した。

　それは、演技の類たぐいには見えなかった。なりきったキャラの台詞ではなかった。

　俺は動けない。身じろぎ一つできない。

　まるで時間が止まったような感覚。永遠に続くかのような瞬しゆん間かん。

　だが──
















「…………お兄、ちゃん？」

　時は間もなく動きだした。

　聞き慣れた声に、振り向く。見慣れた姿に、息を吞のむ。

「涼、花……？」

　俺の声に、ビクリと身体からだを震ふるわせる涼花。そして次の瞬間には、

「涼花!!」

　俺の妹は、その場から一目散に駆かけ出していた。




　　　　★




　告白しよう。

　この溢あふれんばかりの大好きという気持ちを、お兄ちゃんにぶつけよう。

　……そう思っていました。もう、そうするしかないと、思っていました。

　お兄ちゃんに妹好きになってもらうために、私も覚かく悟ごしないといけないって思ったんです。だから、この遊園地デートの終わりに、この想いを伝えようと考えていました。

　ですが、それをした『妹』は私ではありませんでした。

　やっと身だしなみを整え終えた私は、お兄ちゃんと待ち合わせた場所に急ぎました。

　でも、そこで見た光景に、私はハッとしました。




　──作中のお兄ちゃんそのもののあなたが、本当に、心から、大好き、です……。




　最初、それが現実のものとは思えませんでした。

　きっとまた、桜さんが変なことをしてお兄ちゃんを困らせているんだろうと、そう思っていました。けれど、

「…………お兄、ちゃん？」

　私の声はかすれていて、理性よりも心の方が正確に把は握あくしていました。

「涼、花……？」

　愕がく然ぜんとした表情でこちらを見るお兄ちゃん。

　そんなお兄ちゃんの声に、私の身体と心はビクリと震えます。

「涼花!!」

　そして、気がついたら私はその場から逃にげ出していました。

　お兄ちゃんの声を振り切るように、あの光景を振り切るように、私はなにもわからないまま、ただがむしゃらに走り続けました。

　なにがどうなっているのか。お兄ちゃんと桜さんは何をしていたのか。桜さんの言葉の意味はなんだったのか。わからない。わからない。わかりたくもない。

「はぁはぁ……っ！」

　息が切れるのもおかまいなしで、私は全力で足を動かし続けました。

　ですが、やがて限界は訪れます。

　私はやっと立ち止まり、肩で息いきをしながら荒あらい呼吸を整えようとします。

　そんな中、ふと顔を上げると、目の前には小さな──本当に小さな庭園が広がっているのが見えました。

　なにかのアトラクションの陰かげになり、通りからは木々で隠かくされ、まるで忘れ去られたかのような場所。小さなベンチが一つあるくらいですが、花か壇だんの花々はそれでも美しく咲さき誇ほこっていて、私はなんだかとても羨うらやましく感じました。

　気がつけば、私はそのベンチに腰こし掛かけていました。すると、どこか懐なつかしいような、ずっと昔にもこんなことがあったような、不思議な感覚を抱きました。

「お兄ちゃんの……バカ……！」

　自然とそんな言葉が口から出て、私はさっきの光景を思い出します。

　あれは──告白でした。

　桜さんからお兄ちゃんへの告白。自分の気持ちを正直に伝える言葉。

　私よりも早く、私よりもずっと強い勇気を持って、桜さんはお兄ちゃんに告白したんです。その事実が、私の心に重くのしかかりました。

「私の…………バカ」

　そして私は、その場から逃げ出して来たんです。

　現実を受け止める力がなかったから。

　……本当に、バカです。私は、大バカの弱虫です。

　素直になれなくて、ずっとお兄ちゃんに迷めい惑わくをかけて、想いを伝えることもできずに先送りばかりして、そして今はこうやって一人ぼっちで泣いている。

「う……、ぐす……っ」

　視界がぼやけて、鼻の奥がツンとして、胸がきゅぅっと締しめ付けられます。

　泣いてはいけない。泣くもんか。そう思えば思うほど、涙なみだが溢れてくる気がします。

　……だ、ダメです。気をしっかり持つんです私……！　桜さんがお兄ちゃんに告白したのが事実だとしても、お兄ちゃんの返事はまだわからないじゃないですか……！

　一いち縷るの望み。希望的観測。

　そんな単語が浮うかんできても、私はまだわからないと自分に言い聞かせます。

　楽観的になっているのではありません。私はただ、そういった思考をしていないと、自分がバラバラになるような気がして怖こわかったのです。

　だから私は必死に、まだ大だい丈じよう夫ぶまだ大丈夫と唱えます。それはまるで祈りでした。

　ですが間もなく、私の弱った心はこんな言葉を呟つぶやきます。

　……もしお兄ちゃんが桜さんの告白を受け入れたら？

「…………っ!!」

　その瞬間、私は心臓を鷲わし摑づかみにされたような痛みを覚えました。

　もうこうなっては、弱々しい祈りなどあっという間に消えてしまいます。

　ただただ不安で、どうしようどうしようと、まるで迷子の子供のように不安な思考の中をがむしゃらに歩き続けるしかありません。

　……もし、もしお兄ちゃんが桜さんの気持ちを受け入れて、お付き合いするようになったらどうすればいいんですか？

　……その時、私の居場所はあるんですか？

　……私は、お兄ちゃんにとって可愛くない妹のまま、いずれ忘れ去られるんですか？

　……そんなのは嫌いやです！　そんなのは……絶対に……！

　……でもでも、そうなるかもしれないんですよ!?　いえ、もうそうなっているかもしれないんですよ!?

　……逃げ出した私なんて忘れて、二人で楽しい時間を過ごしていたら……！

　……そして、私はずっと忘れられたまま、もう二度とお兄ちゃんに振り向いてもらえなくなってしまったら……！

「……あ、……うぅ」

　ふと、お兄ちゃんがずっと遠くへ行ってしまったような感覚が襲おそってきました。

　こうやって、誰だれも来ない忘れられた庭園のベンチに座っていると、まるで自分が世界に一人取り残されたような錯さつ覚かくに陥おちいります。

　永遠にこのまま、たった一人で、お兄ちゃんに二度と会えなかったら──

　そんなあり得ない仮定でさえも、今の私の心を深く抉えぐります。

　いつの間にか身体が小刻みに震え、堪こらえていたはずの涙が再び溢れて、ひっくひっくという声が聞こえてきます。

「お兄ちゃん……、お兄ちゃん……っ」

　もうなにも考えられなくなって、私はひたすらお兄ちゃんを呼びます。

　私の声なんかが届くはずもないのに──そう考えながらも、私は止まりませんでした。

　……お兄ちゃん、お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん……っ！

「ふえぇ……、おにぃちゃぁん……っ」

　ポツリと、膝ひざに置いた手に、雨ではない雫しずくが零こぼれた──その瞬間でした。




「こんなところにいたのか！」




　息が、止まりました。

　あり得ない光景だと、そう思ったんです。

　ですが、涙でぼやけた私の視界の中に、その人は確かにいました。

　ぜえぜえと荒い息を吐はきながら全身汗あせだくになって、真しん剣けんな瞳ひとみで、それでもどこか安心したような表情でこちらを見ている、私の大好きなその人が。

　……お兄、ちゃん……っ！




「……捜したんだぞ、涼花」




　そう言ってお兄ちゃんは、安心したように優しく笑いました。

　その時私の心を支配していた感情は、悲しさでも寂さびしさでもありません。
















　それは、言葉で表現しきれないほどの幸せと、ほんの少しの懐かしさだったのです。




　　　　★




「おい涼花！　待ってくれ！」

　走り去って行く背中に再度声をかけるが、涼花が振ふり返ることはなかった。

　俺はすぐさま追いかけようとしたのだが、その時ガシッと腕うでを摑つかまれた。

「待って、お兄ちゃん」

「なんだよ!?　離はなしてくれ！　早く涼花を追いかけねえと！」

「うん。でも、まだ告白の答えを聞いてないよ」

　桜のその言葉に、俺の心は急激なブレーキをかけられたような気がした。

　走り出そうとした姿勢のまま、俺は一いつ瞬しゆん固まる。

　そして間もなく、自分が桜から告白されたことを思い出した。

　桜は真剣な顔で、俺をジッと見つめている。答えを聞くまでこの手は離さない。

　まるでそう言っているような迫はく力りよくがあった。

　だけど俺は──

「……ごめん。それでも俺は涼花を追う」

　心に浮かんだことを、正直にそう告げた。

　今は、他のことは何も考えられそうになかった。

「…………そっか」

　俺の言葉を受け取った桜は、一瞬とても寂しそうな顔をして俯うつむいた。

　だが、すぐにまた顔を上げると、そこにはいつも通りの桜の笑顔があった。

「ここまでやったけど、勝負は桜の負けみたいですね」

「……へ？」

　そして、あははーと笑いながら、そんなことを言った。

　口調もなぜか妹演技じゃない敬語になっていて、俺はその変化に呆気あつけに取られる。

「もう先生、なにを驚おどろいてるんですか？　さっきのはもちろん勝負用の演技ですよ？　どうでした？　ドキッとしちゃったりしました？」

「……え？　え？　……演技って？」

「だーかーらー、妹対決で勝つための演技ですよ。妹に突とつ然ぜん告白とかされたら、やっぱり萌もえちゃうでしょ？　そういう効果を狙ねらったんですけど、不発でしたねー」

　あっけらかんと言い放つ桜に、俺は開いた口が塞ふさがらない。

　だがやがて、桜の言ったことが脳内で回り始めると、ようやく状じよう況きようを理解した。

「演技……。そ、そうか、そうだよな！　一瞬マジで焦あせったぞ！」

　俺がホッと胸をなで下ろしていると、桜はどこか寂しそうな──でもそれ以上にうれしそうな顔で、そんな俺を見つめていた。

「……先生は、本当に最高のお兄ちゃんなんですね……」

「え？　それはどういう意味で──ってかそういや、いつの間にか俺のこと先生って呼んでるけど……、妹演技はやめたのか？」

「んー……、今はそんなことより、涼花ちゃんのことじゃないですか？」

「!!　そ、そうだった！　悪いけど行ってくるから！」

「はい、早く追いかけてあげてください。涼花ちゃん、きっと先生のことを待ってると思いますから」

　俺はもう一度「すまん！」と桜に頭を下げてから、走り出した。

　そうすると、さっきまでのやり取りを忘れ、俺の頭の中は涼花一色になる。

　その時、俺の背後からポツリと、

「……やっぱり、本物には敵かなわないんだなぁ……」

　そんな呟きが、聞こえた気がした。




　　　　▼




「……くそっ、出ねえ！」

　俺はスマホを耳から離して乱暴にポケットに突つっ込む。

　涼花に電話をかけてみたのだが、呼び出し音は鳴るけど出てくれない。

　……とにかく、こうなったら涼花が行きそうな場所を中心に、園内を虱しらみ潰つぶしに捜さがし回るしかないか……！

「そうだ！　園内放送で呼び出すってのは──」

　と、自分で口にして「いやいやいや……！」とすぐに首を振る。

　迷子ならともかく、自分の意思で逃にげている相手が呼び出しに応じるはずがない。

「やっぱ虱潰ししかねえ……！」

　言って、俺はまた走り出した。

　休きゆう憩けい所、売店、カフェ、レストラン、観覧車などなど、そこにいるんじゃないかと思える場所を片かたっ端ぱしから捜そう索さくしていく。

　いない。見当たらない。けれど、俺は決して足を止めることはなかった。

　ぜえぜえと自分の息いき遣づかいがうるさいが、無視する。

　流れる風景の中に涼花がいないか、それだけに集中してとにかく走り続ける。




　──お兄ちゃんは自分で気づいてないかもしれないけど、もう既すでに十分すぎるくらい妹萌えだってことだよ。




　そんな時、俺の頭の中に桜のあの言葉が響ひびいた。

「……ああくそっ！　わかってるよ！　本当は俺もわかってたんだよ……！」

　そして俺は荒あらい息の合間を縫ぬって、吐き捨てるようにそう呟く。

　……そう、わかってた。自覚はあったんだよ。俺がどれだけ妹って属性が好きなのか。どれだけ妹って属性が可愛いって思ってるか。どれだけ──妹萌えなのか。

　だけど、俺は意識的にそれを認めることができなかったんだ。

　……なぜかって？　そんなの、理由は一つしかねえだろ！

　俺には涼花がいるんだよ！　兄貴を嫌きらってるリアル妹がいるんだ！　なのに妹萌えなんてことを大っぴらにしたら、今以上に涼花から嫌われちまうじゃねえか！

　だから、蓋ふたをしてた。だから、自分は妹萌えじゃないって言い聞かせようとしてた。

「でも……っ」

　それが結果的に桜田さんとの一件を引き起こし、今はこうやって涼花を傷つけてるじゃねえか……！　何をやってんだよ俺は……！

「マジで、マジで何やってんだよこのクソ兄貴……っ!!」

　歯は嚙がみする。自分で自分をぶん殴なぐりたくなる。涼花を──俺の妹を傷つけるやつは、たとえ俺自身だとしても許さない！　いや、俺自身だから余計に許せない！

　……けど、今はそんなこと考えてる場合じゃない。とにかく涼花を捜すことがなにより重要だ。でも……、くそっ、一体どこにいるんだよお前は……！

「あれ……？」

　と、その時だった。

　自分でもわけがわからないけれど、なぜかふと、とても懐なつかしい感覚になった。

　なんだか、ずっと昔にもこんなことがあったような既視感デジヤヴ。

　それがなんなのかハッキリ思い出せないけれど、なぜか俺の足は無意識の内にその感覚に沿って動き出していた。

　あの建物の隣となりを通り過ぎて、あの道を真まっ直すぐ行って、あの木々に囲まれた小道を抜ぬけていくと、そこには確か──

　いた。

　記き憶おくよりもはるかに小さな庭園。そのベンチに、涼花は一人で座っていた。

「こんなところにいたのか！」

　気がつけば、俺は息を整えるのも忘れて、そう呼びかけていた。

　振り向いたその顔に涙なみだが頰ほおを伝った跡あとが見えて、胸が痛む。

　だけどそれ以上に、こうやって無事に捜し出せたことへの安あん堵どの方が強かった。

「……捜したんだぞ、涼花」

　俺が声をかけると、涼花は一瞬泣き出しそうな顔になった。

　だけどすぐにプイッとそっぽを向くと、グシグシと涙をぬぐいながら、

「な、なにをしにきたんですか……！」

　震ふるえる声でそう答えた。

「お、お兄ちゃんは桜さんに告白されたんでしょう……！　こんなところに何の用があるんですか……！　あんな可愛い人に好意を持ってもらって、イチャイチャできるなんてよかったですね……！」

　涼花は俺と目を合わせようとせず、どこか拗すねた様子で一気にまくし立てる。

「い、いや、あれは違ちがうんだって！　お前、誤解してるぞ！」

「ご、誤解……？　あれのどこに誤解できる要素があると言うんですか……！」

「桜は勝負のためにあんなことをしただけで、あの告白も全部演技だったんだよ！」

「そ、そんなのウソです！　桜さんのあれは演技なんかじゃ……！」

「本当だって！　桜本人がそう言ってるんだから！」

「ウソですウソです！　ウソに決まってます！　お兄ちゃんはそんなウソばかりつかないでください……っ！」

　涼花は首をブンブンと振って、ウソをつくなと聞く耳を持たない。




　──大事なことで、お兄ちゃんが妹にウソついちゃダメだよ。




　桜の言葉を思い出す。

　……ああ、わかってるさ。考えてみれば、今回のことは全部俺のウソから出たことだ。

　全ては俺の責任──だったら、俺には全てを償つぐなう義務がある。

　たとえその結果、俺がこれ以上涼花に嫌われたとしても、それは罰ばつだ。

　……でも、どんな罰だって、涼花が傷ついてる姿を見ることに比べたら、１００万倍はマシなんだよっ！　だから！

「……っ！　俺はここに宣言する！　今から俺の言うことは全部真実であり、一かけらのウソもない！　俺の全てをかけて誓ちかう！　だから涼花も信じてくれ！」

「お、お兄ちゃん……!?　い、いきなりなにを」

「そのうえで、もう一回言う！　桜の告白は演技であって、本当のことじゃない！」

「ま、また……！　だからそんなのはウソだと──」

　だが、俺は涼花の言葉を遮さえぎって「それから！」と続けた。




「俺は、昔からずっと妹萌えだったんだっ!!」




「…………………………………………………………………………え？」

　俺の言葉に、思わず振ふり向いた涼花が固まる。

　けど、こっちはそれどころじゃないんだ！

　……言った！　言っちまった！　もう後あと戻もどりはできない！

　だから──ここから先は全力で突っ走るしかない！

「ああそうだよ！　俺は根っからの妹萌え人間なんだ！　なんせ俺の持ってるラノベのほとんどは妹ヒロインが出てくるし、その中でも半分以上はバリバリの妹モノだ！　エロゲだって妹ヒロインがいるやつしか買わないし、攻こう略りやくも絶対に最初は妹ルートからだ！」

「な……！　な……っ!?」

　涼花が真っ赤な顔で目を見開いたまま絶句している。

　だが、俺はかまわずに、自分でもさっき自覚したばかりのことを全て口に出すつもりで言葉を吐はき出し続ける。

「そもそも、俺がラノベにハマったキッカケの作品だって、妹モノのラブコメだったんだよ！　それ以来、俺はずっと妹萌もえばかりを求めてきたんだ！　そんな中で、お前の作品のヒロインは最高に萌える妹キャラだと、今ならいくらでも断言できる！」

「う、ううううううウソです！　おおおお兄ちゃんが、そんな……！　い、いいい、いいい妹をそんな……！　ウソですウソですウソですっ!!」

「ウソじゃない！　宣言した通り、俺の言ってることは全部本当だ！　いいか？　妹ってのは最高の属性なんだ！　守るということを運命づけられた存在！　甘えられたり頼たよられたりする喜び！　年下の可愛さ！　そしてなにより『お兄ちゃん』という呼び方だ！」

「お、お兄……、あうあう……！」

「全てが萌える！　萌えないところがない！　あらゆる属性の頂点に輝かがやく究極最強の萌え属性──それが妹なんだよ！」

　俺は自分の言葉をかみしめるように、グッとこぶしを握にぎりしめる。

　すると涼花は、今にも爆ばく発はつしそうなくらい顔を赤くしながら、

「な、ななななななにを恥はずかしいことを大声で口走ってるんですかっ！　だ、大体急にどうしたと言うんです!?　今までずっと、別に妹が好きなわけじゃないって言ってたじゃないですか！　それなのにどうして……！」

　核かく心しん部分を的確に突いてくる。

　もちろん、もはやそれを隠かくし立てするつもりはない。全てをさらけ出すと決めた以上、俺は正直に、今さっき自覚したばかりのことも口に出す。

「……それは、ずっと誤ご魔ま化かしていたからだ。お前相手だけじゃなく、自分自身をもな。自分は妹萌えなんかじゃないってずっと思い込もうとしてたし、実際そう思い込んでた。妹萌えなんて、絶対にダメだって」

「そ、それは……、どうしてですか……？」

「お前にこれ以上嫌われたくなかったからだよ！」

「…………え？」

　それは、これ以上ないくらい最低にカッコ悪い告白だったと思う。

　でも、正直に言うと決めた以上、絶対に避さけられないものだ。

「リアルにお前っていう妹がいるのに妹萌えとか、そんなキモイことがバレたらより一層嫌われると思ったんだよ……！　それで……、自分は妹萌えなんかじゃないって思い込みながら、今まできたんだ……」

　けど──と俺は続ける。

「そのせいで、お前にこんなにも迷めい惑わくをかけることになっちまった……。だから、俺は覚かく悟ごを決めたんだ。お前に嫌われるのはかまわない。でもその代わり、お前を傷つけることだけは絶対にしない！」

「お、お兄ちゃん……」

「だから、桜田さんのことは俺に任せろ！　自覚した以上、妹萌えに関して俺は誰だれにも負けない！　あの最高な妹キャラを改変なんてさせないから、安心してくれ!!」

　そう言って、俺は全てを語り終えた。

　沈ちん黙もくが立ち込める中、俺の荒い息いき遣づかいだけが辺りに響く。

　……きっと涼花は俺の告白にドン引きだろう。そりゃ目の前で妹萌えについて力説する兄貴なんて、キモイ以外のなにものでもないからな……。

　返ってくるのは罵ば倒とうの言葉か、それとも無言の拒きよ絶ぜつか──と思っていたら、




「……わ、私がそんなことでお兄ちゃんを嫌ったりなんて、絶対にあり得ません！」




　涼花は涙目で俺をキッと睨にらみつけながら、まるで言葉をぶつけるようにそう言った。

「なんですか！　なんなんですか！　自分一人で勝手にそんなことを思い込んで……！　それで自分一人で苦しんで……！　お兄ちゃんはどういうつもりなんですか！」

「え？　す、涼花？」

「私は怒おこってるんです！　どうしてもっと早く言ってくれなかったんですか！　そうしたら、そうしたら私はもっと……！」

「い、いや、そんなこと言われても、俺も今さっき自覚したばかりで……」

「でも、なにより許せないのは自分自身です……！　お兄ちゃんにそんなことさせたのは私です……！　私のせいでこんなことになったのに……！　なのに……！」

　涼花はプルプルと身体からだを震わせながら、なにかに耐たえるようにギュッと手を握りしめて俯うつむいている。そして、

「……なのに、なんでこんなに喜んでるんですか私は……！　お兄ちゃんにそこまで想おもってもらえてたからって、どんだけ幸せなんですか……！　えへ、えへへへぇん！」

　泣いているのか笑っているのかよくわからない表情で目元を擦こすり続けている涼花に、俺はどうしていいかわからずに戸と惑まどう。

　……え？　え？　こ、これはどういう反応なんだ……？

「あ、あの、涼花さん……？」

「……な、なんですか」

「えーと、結局俺は許されたんでしょうか……？」

「ゆ、許すもなにもありません……！　お兄ちゃんが妹好きだっていうのなら、全ての問題が解決じゃないですか……！」

「い、いやまあそれはそうかもしれないけど！　で、でもあれだぞ!?　俺は妹萌えなんだぞ!?　そこんところ、お前は──」

「だからそれについてはさっきも言ったじゃないですか！　私はそんなことでお兄ちゃんを嫌きらうことは絶対にありません！」

　そう断言する涼花に、俺は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「……な、なんでそこまでハッキリ言い切れるんだ……？　その、キモイとかそういうのはないの……？」

「むしろうれし──違います！　お、お兄ちゃんはそういう変態だってもうわかりきってることですから、今いま更さらすぎて驚おどろきもありませんから！」

「ヒドイな!?　普ふ通つうにキモがられるよりよっぽど傷ついたわ！」

　とはいえ、今のやり取りで俺がずっと抱いだいていた不安は霧む散さんしてしまった。

　涼花は、俺が妹萌えでも嫌うことはない。

　そう考えるだけで、なんだか心の重しが取れたような気分だった。

　……はは、なんか自然と笑いがこみ上げてくるな。

「……涼花、俺のせいで妹萌えの特訓なんかに付き合わせちまって悪かったな。お前にとっちゃかなりの負担だっただろうに」

「い、いえ、むしろ役得といいますか！　桜さんの存在はイレギュラーでしたけど、でも結果的にはオールＯＫでしたし！　お兄ちゃんが妹好きだと自覚してくれたことがもう、えへへ、えへへへへへへへへ……！」

　……うん、なんか知らんけど意味不明な反応だ。

　でも、意味不明だけどこれだけはわかる。

　あの告白の後でも、俺と涼花の関係はなにも変わっちゃいない。

　それだけで、俺は救われた気分になる。自分という存在が涼花から認められたような、そんな安心感に満たされる。……本当に、よかった。

「あー……、そ、そろそろ戻もどるか」

　なんだか急に気恥ずかしくなって、俺はそう切り出した。

　涼花は頰ほおを染めて、一人で何かブツブツと呟つぶやきながらしきりにクネクネと身体をクネらせていた。「お、お兄ちゃんが……！」とか「妹好きだって認めて……！」とか漏もれ聞こえて来たけど、たぶん自分の中で折り合いをつけているんだろうな。うん。

「おーい、桜のとこに戻るぞ！」

　俺がもう一度声をかけると、涼花は「ぴぅ!?」と変な声を出しつつも、我に返って頷うなずいた。そして俺が庭園を後にしようとした時だった。

「あ、あの、お兄ちゃん？」

　涼花が俺の服の袖そでをクイクイとつかんで引き留める。

「……その、勝負の結果なんですけど、結局どっちの勝ちですか？　私と桜さん、どっちの方が妹として、その、可愛かったというか……」

　顔を真っ赤にして恥ずかしそうにしながらも、ハッキリと訊たずねる涼花。

　上うわ目め遣づかいでなにかを期待するような表情に、俺はなぜかドキリとする。

「そ、そうだな……」

　今まで、こういう場面だといろいろ悩なやんでいたはずだが、不思議と今はすんなり答えが出た。妹萌えを自覚したことで、俺の中でなにかが変わったのだろう。

「こういう場合は、普ふ段だんはツンツンの妹がデレてくる方がギャップがあっていいから、そういう意味じゃお前の勝ちかな」

　俺がそう言うと、涼花は一いつ瞬しゆん「あ……」と顔をほころばせたかと思ったのだが、すぐにバッと俺とは反対方向を向いて、

「そ、そうですか！　まあ私は全然うれしくないんですけど!?　というか、私は本物の妹だから勝って当たり前なんですけど!?」

　と、いまいちよくわからないことを言いながら、バタバタと手を振ふった。

　……俺はもう妹萌えになったってのに、それでも勝負にこだわるとか、やっぱ涼花は負けず嫌ぎらいというか完かん璧ぺき主義者だな……。

　俺はしばらくの間、耳まで真っ赤にして勝利を嚙かみしめている涼花を眺ながめていたが、やがてふと涼花が動きを止めて、今まさに後にしようとしている庭園を振り返った。

「……昔と同じですね」

「ん？」

「お兄ちゃん、この場所のこと、覚えてますか？」

　そう訊きかれて、俺は「ああ」と頷いた。

　昔と比べてアトラクションの拡張やらの影えい響きようですっかり小さくなってしまっているけれど、それでもあの当時の面おも影かげは残ってる。……つっても、今さっき思い出したんだが。

「子供の頃ころも、これと似たようなことがあった気がする。家族で遊園地に来てて、お前とはぐれちまって俺が捜しに行って、ここでお前を見つけたんだよな」

「……はい。私もここに辿たどり着ついたのは偶ぐう然ぜんでしたけど」

「でも、なんではぐれたんだっけ……？　迷子かなにかだったっけか？」

「いえ、そうじゃありません。……覚えていないんですか？　あの約束──ペンネームの由来にもなった……」

「約束……？　それにペンネームって……」

「……いえ、覚えていないんならいいです。……さあ、桜さんのところに戻りましょう。ずいぶんと待たせてしまってますから」

　俺が首を傾かしげていると、涼花は早々に話を打ち切って歩き出した。

　なにかが引っかかったものの、結局何も思い出せず、俺もその後に続こうとする。

　……にしても、なにか俺が忘れてることがあるのか？

　思い出せなかったが、その時ふと、涼花に大事なことを言い忘れていると気がついた。

　……や、ヤバイ！　これだけは、絶対に忘れちゃいけないことだったのに！

「す、涼花！」

「……？　なんですかお兄ちゃん？」

　俺が呼び止めると、涼花は不思議そうな顔で振り向いた。

「俺は確かに妹萌もえだ！　けどな、あくまでもそれは妹って属性が好きなだけで、だからってリアル妹のお前相手にどうこうってことじゃないから、それだけは安心してくれ！」

　俺はハッキリと、涼花の目を見み据すえてそう言った。

　これだけは、絶対に知っておいてもらわないといけないことだったし、妹萌えを自覚した今でも絶対に自覚しておかなければいけないことだった。

「…………はぁ」

　だが涼花は、俺の言葉を聞いて小さくため息を吐つくと、

「そんなこと、わかっています」

　そう言って、小さく笑って歩き出した。

　俺はそのあっさりとした反応に拍ひよう子し抜ぬけしながらも、ほっと胸をなで下ろす。

　……よかった、そこを誤解されてなくて。

「それだけですか？　じゃあ、早く戻りましょう」

「あ、ああ」

　俺は涼花に促うながされて、慌あわてて庭園を後にする。が、少ししてから、

「…………今はそれでもいいです」

　隣となりに並んで歩く涼花がなにかを呟いた気がしたが、それは戻ってきた遊園地の喧けん騒そうにかき消され、俺の耳に届くことはなかったのだった。




　　　　▼




　池に戻ると、桜がさっきのベンチで大量のお菓か子しを食べながら俺達を待っていた。

「もう、待ちくたびれちゃったよ！」

　どうやら暇ひまを持て余あましていたらしい。にしても、ちょっと量が多すぎる気も……。

　俺達が謝ると、桜はいつもの調子で、涼花ちゃんと会えてよかったねと笑った。

「でも、勝負は桜の負けだね。……あーあ、悔くやしいなぁ……」

「ふ、仕方ありません。なにせ私は本物の妹ですから」

　本気で悔しそうな桜に、なぜかご満まん悦えつの涼花。

　その後、もう特訓の必要がなくなった俺達は、遊園地を後にして家に帰った。

　もうすっかり当たり前になった三人での夕食を終え、明日に備えてその日は早めに寝ねることになったのだが、

「……なんか、眠ねむれないな」

　夜中、ベッドの中から天てん井じようを見上げ、そう呟く俺。

　なにか飲もうと思ってベッドから抜ぬけ出し、一階へと下りると、リビングに人の気配があった。

「桜か？　どうしたんだ、こんな遅おそくに」

「……なんだか眠れなくて。お兄ちゃんも？」

　どうやら桜も夜を持て余していたらしい。

　俺は頷いて、桜の分も飲み物を用意する。

　ホットココアのカップを手て渡わたすと、桜は表情を緩ゆるませて、美味おいしそうに口をつけた。

「……今日は遊園地、楽しかったね」

　しばらく無言でココアを飲んでいたが、やがて桜がポツリと言った。

「ああ……。まあいろいろ大変だったこともあったけどな」

「そうだね」

　意外なことに、桜は俺が涼花を追いかけた後に何があったのかを訊ねてはこなかった。

　……もしかしたらある程度の察しはついているのかもしれないが、俺もそのことについては確かめるつもりはなかった。

「……桜は、妹としてはまだまだでしたね」

　やがて、桜はまた呟くようにそう言った。

　口調から、それは『妹』のものではなく、水無月さん本人の言葉らしい。

「遊園地デートはもちろん、先生の家に泊とめてもらってからも桜はずっと妹として振る舞まってきたわけですけど、それって全部先生の作品の妹──祐ゆう花かちゃんを真似してただけだったんですよね。……気づいてました？」

「あー……、まあ、なんとなくそうじゃないかなーとは思ってましたけどね」

「でも、結局真似は真似でしかなかったです。本物には敵かなわなかったから」

「水無月さん……」

「あ、でも桜は諦あきらめたわけじゃないんですよ？　キャラの真似じゃなく、自分の理想の妹に、演技じゃなく本当の意味でならないといけないって思ったんです。先生の一番の妹になるっていう夢は、ますます強くなりましたから！」

「そ、それは……、なんといいますか、がんばってください……」

　適切なコメントが見つからずにかろうじてそう返した俺だが、水無月さんは「はい！」と笑顔で答える。

「それに先生が妹萌えを自覚したっていうことは、桜のアピールがダイレクトに届くようになったって意味ですから、ますますやる気ムンムンです！」

「お、お手て柔やわらかにお願いします……」

　俺が冷ひや汗あせを流していると、水無月さんは「そう言えば」と話題を変えて、

「明日は改めて、先生に妹萌えがわかってないって言った人と対決するんですよね？　そもそも、先生に向かってそんなことを言ったのってどんな人なんですか？」

　……ああ、そういや桜田さんのことは何も話してなかったな。

　水無月さんもここまで事情を知ってしまったのだから、もう隠かくしておく必要は何もないだろう。そう思って、俺は桜田さんとの一件をキャラ改変の件も含ふくめて全て打ち明けた。

　だが、

「……え？　桜田監かん督とく……？」

　なぜか話が進むにつれて、水無月さんの表情が険けわしくなっていった気がした。

　そして俺が最後まで話し終えると、どこか青ざめた顔色で「まさか……」と、何度も何度も呟つぶやいていたのだ。

「……あの、どうかしました？」

　俺が訊ねると、水無月さんは「あ、いえ……」と首を振る。

　だがやっぱり様子がおかしくて、俺はもう一度声をかけてみたのだが、

「ちょっと気分が悪くて……、今日はもう寝ますね。ココア、ごちそうさまでした」

　そう言って、水無月さんは早々に和室へと帰ってしまった。

　俺は仕方がないのでカップを片付けて部屋に戻もどり、ベッドに入って眠りにつこうとしたが、やっぱりさっきの水無月さんの様子が気になった。

　とはいえ、俺はそれから間もなく眠ってしまい、気がつくと朝になっていた。

　顔を洗おうと一階に下りた時、なぜか涼花が慌てた様子でやって来て、

「お兄ちゃん！　桜さんがいなくなってるんです！　代わりにこんなものが……！」

　そう言って、一枚の紙を俺に手渡した。

　そこには『ここ数日お世話になりました。このお礼は後日必ずします。やらないといけないことができたので帰ります。挨あい拶さつもできずにごめんなさい。水無月桜』と、そんな文章が書かれていて、俺は驚おどろいた。

「どうも、朝早くに家を出て行ったみたいです。荷物もなくなってますし、お布団もちゃんと片付けてありました」

　俺は涼花の言葉を聞きながら、どういうことだ……？　と首を傾げる。

　……昨夜のことが関係あるのか？　桜田さんとの話をした時から何か変だったけど、でもそれがなぜなのかはわからない。それにこの置手紙にある『やらないといけないことができた』ってのも気になるが……。

「……俺もどういうことかわからないけど、何か事情があるのかもしれない。とりあえずこうやって本人が手紙も残してるし帰るって書いてあるから、水無月さんのことは桜田さんとの件が終わってからまた考えようぜ」

「……そうですね」

「なんか心配そうだな、涼花」

「べ、別にそういうわけじゃないですが、一週間近く一いつ緒しよに暮らしてきたので突とつ然ぜんのことに驚いているだけです」

　プイッとそっぽを向いて、そのまま洗面所から出て行く涼花。

　俺は水無月さんのことがひっかかりながらも、とりあえず今片付けないといけないことに神経を集中させようと思うのだった。




　　　　▼




　朝食を食べてから家を出た俺と涼花は、一週間前と同じ道筋で編集部へと向かった。

「……いよいよ、ですね」

「心配するな。俺が絶対に桜田さんを説得して、キャラ改変なんてさせないから」

　編集部の建物を見上げながら呟く涼花に、俺はキッパリそう言い切った。

　妹萌えに目覚めた今、もはや不安など一切ない。

「……べ、別に心配しているわけでは……。な、なにせお兄ちゃんは妹が好きだと自覚したわけですし、それはつまり潜せん在ざい的には、その、えへへへ……！」

　なぜか耳まで赤く染めて悶もだえている涼花。

　……もし俺が桜田さんの考えを覆くつがえせなかったらどうしようと悩なやんでいるのか？

　それなら悩む必要なんてない。今の俺は負ける気がしないんだからな。

　俺は「任せておけ」とだけ言って、涼花と一緒に建物へと入る。

　受付で用件を告げると、間もなく篠しの崎ざきさんがやって来て、

「わざわざ来てもらって申し訳ない。桜田のやつがどうにも頑固でな……。今まで後輩と思って甘くしていたが、他でもない永遠野先生にこうも迷惑をかけている以上もう容赦ならん！　こうなれば大学時代のように、私が直接あいつを締め上げて反省を──」

「い、いえ、桜田さんに関しては俺自身が説得しますんで、落ち着いてください」

　剣けん吞のんな雰囲気の篠崎さんをなだめながら、俺達はこの前と同じ打ち合わせスペースへ。

「……永遠野先生、今日もまた妹さんと同どう伴はんですか」

　そこには既すでに桜田さんが待ち受けていて、なぜか涼花の方を一いち瞥べつした後、敵てき愾がい心しんを隠さない視線を俺に向けてくる。

　相変わらずのスタイリッシュイケメンでメガネを直す動作まで様になっているが、一週間前には感じた威い圧あつ感を、今はもう感じなかった。

「で、今日は何の御ご用ようですか？　先せん輩ぱいにどうしてもと言われたから来ましたが、永遠野先生とはこれ以上話をすることはないはずです」

「そうはいきませんよ。そっちにはなくても、こっちにはあるんですから」

「……それは、なんのことですか」

「もちろん、アニメ化に際して妹のキャラを改変するって話です。ハッキリ言いますけど、そういうのは許可できませんから、先日の発言は訂てい正せいしてください」

　俺があまりにキッパリ言うので、桜田さんは驚いたように目を見開く。が、

「やはりその話ですか。ですがもう決着済みのはずです。先日も言いましたが、先生の作品は素晴らしくても先生自身が妹萌もえを理解していない以上、僕もこのままのキャラでアニメ化するわけには──」

「お言葉ですけど、俺以上の妹萌えはなかなかいないと思いますよ」

　俺は桜田さんの言葉を遮さえぎるようにそう言った。

　その態度が自信に溢あふれていたからか、桜田さんは明らかに怪け訝げんそうな顔をする。

「とはいえ、先週までは胸を張ってそんなことを言えなかったわけですけど、それについては謝罪します。ですが今の俺が妹萌えじゃないっていうのは明らかな誤認ですし、キャラ改変していい理由にもなりません」

「……どうしたんです？　まさかこの一週間で急に妹萌えに目覚めたとでも？」

　俺はその問いに「いえ」と苦笑しながら首を振ふる、

「目覚めたわけじゃありません。ただ単に思い出しただけです。俺がいかに妹萌えだったのかってことをね」

　俺の答えに、桜田さんはピクリと眉まゆを動かして真顔になった。

　端はたで見ていた涼花と篠崎さんは、そんな俺を見て「おおおお兄ちゃん……！」「と、永遠野先生……、なんと頼たのもしい……！」などと呟いていた。

「逆に言わせてもらうと桜田さん、あなたの方こそどうなんです？　先週の俺と違ちがって、今の俺にはあなたがキャラ改変を云うん々ぬん言う正当性がイマイチわからない。あなたは俺にそれが言えるほど、妹萌えを理解しているんですか？」

「……驚いたな。僕と論争をしようというおつもりですか？」

「そういうわけじゃありません。ですが、そう言えば聞いてなかったと思い出したんですよね。……あなた自身の妹論ってやつを」

　ピキリ──と、周囲の空気が張りつめた気配がした。

　そしてしばらく沈ちん黙もくが辺りを包んだが、やがて桜田さんが「ふ……」と笑うと、

「いいでしょう、そこまでおっしゃるのなら僕の考えを披ひ露ろうします。ですが、結論は変わりません。アニメ化に際しては僕の考えで妹キャラを変えさせてもらいますし、そこに先生が口出しする権利も必然性もないからです」

「まずは、お聞きしましょう」

　俺は桜田さんの脅おどしに屈くつすることなく、悠ゆう然ぜんと先を促うながす。

「……妹というのは、この世で最高の存在と言っても過言ではありません」

　すると桜田さんは、メガネをクイッと直しながら、静かに語り始めた。

「異性でありながら家族という相反した存在です。もっとも身近な存在でありながら、もっとも遠い存在でもある……。そしてそこから生まれる背はい徳とく性は、他のあらゆる属性を俯ふ瞰かんしても、敵うものは決してないと言い切れるでしょう」

　穏おだやかだが、揺ゆるぎのない言葉。自信に裏打ちされている証しよう拠こだった。

「それはまさに麻ま薬やくと同じです。一度知ってしまえば決して忘れることはできない……！　単に可愛いからとか、庇ひ護ご欲よくをかき立てられるからとか、妹の真の素晴らしさはそんな表面的な次元にはないのですよ！　その先を垣かい間ま見みてこそ、真に妹という属性を理解する資格があるというものです！」

　そして桜田さんは、語気を強めてさらに続けた。

「妹とはまさに神！　至高の萌え属性です！　そして私はその神域に挑いどむ者です！　妹をペロペロしたりクンカクンカしたりハグハグしたりしてなお萌え尽つきることのない欲よく望ぼうを永遠に表現し続ける者だけが、妹萌えを語るべきだと僕は主張を──」

　だが、

「よく、わかりました。もう結構です、桜田さん」

　俺はそんな桜田さんの言葉を途と中ちゆうで止めて、首を振った。

「……どういうことです？　もしや、付け焼やき刃ばの妹萌えでは私に敵わないと──」

「いえ、その逆です。今のお話を聞いてよくわかったんですよ」

　そして、




「あなたの方こそ、妹萌えというものをまるで理解してないってね」




　俺は、それだけ言って、桜田さんの妹論をぶった切った。

「な、なんですって……？　ぼ、僕が妹萌えを理解していない……？　バカな！　あなたにそんなことが言えるわけがない！」

「……いえ、残念ですが、あなたはやっぱり妹萌えというものをわかっていません。今そう確信しました。なぜなら──」

　そこで俺はほんの一いつ瞬しゆんだけ横目で涼花を見て、続けた。

「あなたの妹論にあるのは自分の欲望だけで、妹の気持ちというのがすっぽり抜ぬけ落ちているからです。そんなものは妹萌えとは言えない」

「い、妹の気持ち……!?」

「妹が最高だというのは同意しますし、至高の萌え属性というのも全くその通りです。ペロペロもクンカクンカもハグハグも、そういった欲望は俺もよーく理解できる。……ですが、それらが許されるのは全て妹が喜ぶことが前提のはずだ」

「な、何を言っているんですか！　そんなあり得ないことを！」

「あり得ない、と断言するところが、あなたが妹萌えを理解していない証拠です！　あなたはただの妹狂いであって妹萌えじゃない！　真の妹萌えなら、妹が嫌いやがることなんて絶対にできないんですから！」

　俺はビシッと桜田さんを指さしながらそう断言する。

　すると桜田さんはワナワナと身体からだを震ふるわせて、耐たえかねたように叫さけんだ。

「ば、バカな！　妹に嫌きらわれようが欲望を追求することが真の妹萌えだ！　むしろ妹に嫌われるくらいの勢いでなければ、神域に至ることなどできない！　リアル妹に嫌われていないあなたの妹萌えなど偽にせ物ものだ！」

「はっ！」

　俺はその反論に、鼻で笑ってしまった。

「本ほん音ねが出たみたいですね！　その一言が、あなたがただの妹狂くるいだってことを証明してますよ！　たとえリアル妹でも、嫌われることを容認する妹萌えなんていない！　それはあなたの限界にすぎない！　だけど俺は違いますよ！　こうやって──」

　そう言いながら、俺は隣となりにいた涼花の身体をギュッと抱だきしめる。「お、おおおおおおおにぃひゃんっ!?」とテンパった声が聞こえてくるが、俺はお構いなしに続けた。




「リアルの妹にまで好かれてこそ、真の妹萌えなんだからな！」




　自信満々に、なんの疑念もなくそう言い切る俺。

　そんな俺を桜田さんは目を見開きながら愕がく然ぜんと見み据すえて、篠崎さんは腕うでを組んでなぜかうんうんと大きく頷うなずいていた。

　……俺一人ではこの結論には至れなかった。涼花が、妹萌えだって告白したくらいで嫌いにならないって言ってくれてなかったら、俺もこうは断言できなかっただろう。

　俺が好きなのは妹という属性であって、リアルの妹じゃない。

　でも当たり前のことだけど、リアルの妹も妹であることに変わりはないんだ。

　妹に萌えるためには『妹』という存在を大事にすることが大前提だと俺は思う。

　だからこそ妹萌えなら、リアル妹を傷つけるようなことがあっちゃならないんだ。

　そのためにはまず、自分がいい兄貴でいなくちゃならない。

　考えてみれば、当然のこと。

『妹』と名のつくものは全て大事にする──それが妹萌えの根こん幹かんであり『お兄ちゃん』としての、最低限の役割なんだから！

「……ぐっ」

　桜田さんは、涼花を抱きしめている俺を睨にらみつけ、歯を食いしばる。

　だがやがて、ブンブンとすごい勢いで首を振り始め、

「認めない……！　僕は認めないぞ……！　リアル妹に好かれる妹萌えなんて、そんなの僕は絶対に認められない……！　認めてたまるか……！」

　俺をキッと睨み付けると、完全にブチギレてこうまくし立てた。

「そんなの認めるもんか！　こうなったらもう本気でキャラ改変してやるからな！　僕の妹そっくりにして思いっきりハァハァしてやるんだからな！」
















「え？　ちょ、ちょっと？」

　そのまるで駄だ々だっ子のような姿に俺が呆ぼう然ぜんと──していた時だった。




「いい加減にして!!」




　突とつ然ぜんものすごい音量の声が響ひびいて、その場にいた全員がビクッと振り向いた。

　すると、そこに立っていたのは──

「さささ桜たん!?」

「桜たん言うな！　それよりこれはどういうことなの!?　先生の作品をキャラ改変してアニメ化するとか、なにふざけたこと言ってるの兄さん！」

　それは確かに今朝姿を消したはずの水無月さんで、俺は呆気あつけにとられる。

　……ってか、桜たん？　……それに兄さんって……。

「ち、違ちがうんだ桜たん！　これには事情が……！」

「へぇー、どんな事情があって先生を困らせて、しかもキャラ改変とかバカみたいなことを言ってるのか、是ぜ非ひ聞かせてもらいたいなぁ！」

　水無月さんが凄すごむと、桜田さんは椅い子すから飛び上がって「ごごごごめんなさいぃっ！」とヘコヘコ頭を下げまくり始めた。

　……な、なんなんだこれは。

「あ、あの、水無月さん……？」

「……永遠野先生、もうなんというか、本当にいろいろとごめんなさい。うちのバカな兄のせいでこんなことになっちゃって……」

　俺が恐おそる恐る訊たずねると、水無月さんはいつもは絶対に見せないような疲つかれ切った顔で俺に謝罪してきた。……ってか、やっぱ兄ってことは、

「も、もしかして、水無月さんが言ってた変態シスコン兄貴っていうのは──」

「……そう、これなんです」

　水無月さんは大きくため息を吐つき、壊こわれた機械みたいに「桜たんごめん桜たんごめん」と繰くり返しながら頭を下げ続けている桜田さんを睨む。

「ご覧の通りのバカな兄でごめんなさい。まさかうちのこれが先生に迷めい惑わくをかけてたなんて思わなかった……。昨日先生から話を聞いて、全身から血の気けが引きました」

　……ああ、昨夜のあの反応はそういうことだったのか。

「本当は今日、ここに来る前に兄を捕つかまえて事情を訊きこうと思ってたんです。でもギリギリで入れ違いになっちゃって、ここまで追って来たんですけど……。で、キャラ改変アニメってどういうことなのかな……？」

「違うんだ桜たん……。それは言葉の綾あやというか勢いで……」

「じゃあちゃんと説明しなさい！」

　水無月さんが一いつ喝かつすると、桜田さんは「ひいいぃっ!?」と情けない声を上げて、涙なみだ目めで事情を語り始めた。……ちなみに、言うまでもないことだが、もはや理知的な爽さわやかイケメンという雰ふん囲い気きはどこにもない。

「ぼ、僕は本当は永遠野先生の作品を神作品だと思ってて、原作に忠実にアニメ化するつもりだったんだ！　先生のことも妹萌もえの神だって崇すう拝はいしてたし、打ち合わせに美少女のリアル妹と一いつ緒しよに来てて、やっぱりすごい人だなって感激してたんだよ！」

　でも……、と桜田さんはシュンとしながら続ける。

「実際に会って話したらあんまり妹萌えって感じがしなくて……。僕の思い描えがいてた永遠野先生像と全然違ってたから幻げん滅めつしてさ……」

「あー……、それは確かに俺のせいですね……」

「……そしたらリアル妹同どう伴はんだったことが急に腹が立ってきたんだ……。その時ちょうど桜たんに家出されたばかりで凹へこんでたから、変なスイッチが入って……」

「そっちは完かん璧ぺきな逆さか恨うらみだ!?」

「じ、自分でもそれはわかってたんだけど、どうしても怒いかりが収まらなくて……。それで気がついたら腹立ちまぎれに、キャラを改変するなんて言っちゃってたんだよ……」

「そのおかげでこの一週間、永遠野先生がどれだけ苦労したかわかってるの……？」

　水無月さんがゴゴゴゴ……って擬ぎ音おんが聞こえてきそうなほどの怒ど気きをはらんでそう言うと、桜田さんはまたヘコヘコと頭を下げながら、

「も、もちろん口だけで、本当にそんなことするつもりはなかったよ！　……でも後日、先生がなぜか桜たんのラジオ収録スタジオにいたのを見て、おかしいなって思ったんだ。それで桜たんのマネージャーさんに訊いたら、桜たんが先生の家にお邪じや魔ましてるって聞いて、また頭に血が上って……」

「あ、もしかしてあの日あそこにいたのって、水無月さんの様子を見にきたとか……？」

　そういや挙動不ふ審しんだったし、そういうことだったのか……。

「ふうん？　それで、本気でキャラ改変しようとしたと？　情状酌しやく量りようの余地なしだね」

「ご、誤解だ！　ただ、もうちょっとだけ困らせてやれって思っただけで！　どうせ今日にはまた会うんだし、そこで原作通りに作りますって言えばいいかなって！」

「言えてないよね？　覚かく悟ごはいいかな？」

　う、うわぁ……、水無月さん笑顔でブチギレてるな……。

「ちちち違うんだよ！　まさか永遠野先生があんな論争を仕し掛かけてくるとは思わなかったんだ！　僕も妹のことになると冷静じゃいられなくなる性質たちだし……！　でも、そもそも僕は永遠野先生の作品のおかげで新たな妹萌えのステージに進めたんだから、そんな恩を仇あだで返すようなことは本気でするつもりはなかったんだ！」

「え？　まさか妹萌えが悪化した原因って、俺の作品だったってこと……？」

「そうなんですよ！　先生の作品が素晴らしすぎて、こんな神作品をアニメ化するなら、僕自身も真の妹萌えにならないとって痛感したんです！　……で、それにはどうすればいいかって真しん剣けんに考えたら、僕の愛する桜たんに本気で萌えるしかないと思って……」

　……そ、それってつまり、涼花の作品は桜を妹萌えに目覚めさせたと同時に桜田さんを妹狂いにしてしまい、家出の遠因にもなったってことでは……。

「そ、それであんな気持ち悪いことになってたって言うの!?」

「だ、だってそれくらいしないと永遠野先生の妹愛にはとても追いつけないって思ったんだよ！　アニメ監かん督とくとして、そんなの許されないだろ!?」

　今、俺は確信した。

　この人は本当に真ま面じ目めで真まっ直すぐで、そして紳しん士し的な人なのだ。

　……けれど、ただひたすら自分の妹と涼花の作品を愛してしまった結果が今回の騒そう動どうの発ほつ端たんだと考えると、正直同情を禁じ得ない。

「でもそこまでしておいて、結局恩を仇で返そうとしてるんじゃない！」

「そ、それは、先生に図星を突つかれて……。なんか負けた気分になって、腹立ちまぎれについ、こうなったら本気で妹キャラを桜たんそっくりに改変してやろうかなと……」

「気分じゃなくて事実として負けてるの！　妹に嫌な思いをさせて家出されてる兄さんと違って、先生は本当に妹を大事に考えている『お兄ちゃん』なんだから！」

「うう、桜たん……。そ、それで取り乱してあんなこと言ったけど、先生の作品は本当に神作品だって思ってるから、キャラ改変するつもりなんてこれっぽっちもありません！　本当に申し訳ありませんでした！」

「ちょ、ちょっとやめてくださいよ！」

　そう言って土下座してくる桜田さんに、俺は戸と惑まどう。

　実のところもう桜田さんに対しての怒りなんてないし、事情を聞いた今でも結局悪いのは俺だったわけだし、キャラ改変さえされないならもうそれでいいと思ってるんだ。

「も、もういいですから……。もう怒おこってません」

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます永遠野先生……！」

　だから俺はそう答えて、桜田さんも感激していたのだが、

「言っとくけど、先生が許しても桜は許してないからね。ちょうどいい機会だから、そのふざけたシスコン魂だましいを心の底から反省しなさい！」

　水無月さんの怒りはまだ冷めていないようで、桜田さんは今度は自分の妹に向かって、延々と額を床ゆかに擦こすりつけ続ける。

「うーむ、桜田がまさかここまで妹萌えなやつだったとは……。作品にはそんな気配は一切なかったのに、人間にはまだまだ知らない一面があるものだ……」

　篠崎さんはそんな光景を見つめて、感かん慨がい深い様子でそう呟つぶやいていた。

　俺も桜田さんを叱しかりつける水無月さんを見て同じような気分を抱いだきながら、しばらく終わりそうにない兄妹きようだいゲンカの顚てん末まつを無言で眺ながめるのだった。




「い、いいいいつまでこうやっているんですか……！」

　水無月さんの説教がまだ続く中、突とつ然ぜん腕うでの中から声が聞こえてきた。

　見ると、涼花が真っ赤な顔でこちらを睨みつけていて、その時初めて俺はずっと涼花を抱だきしめていたことを思い出す。

「す、すまん！」

　俺が慌あわてて解放すると、

「お、お兄ちゃんはどこまで妹が好きなんですか……っ！」

　なぜかニヤケた顔でそっぽを向きながら、そんなことを言う涼花。

「さ、さっきも人前で大きな声であんなことを……！　ぺ、ペロペロとかクンカクンカとかハグハグとか……！」

　そう言われて、俺はさっきまでの桜田さんとの論争を思い出し、今いま更さらながらに顔が青ざめる。……お、俺はなんつーことを……！

　しかも、その中でも特に問題だった発言があった。

　……あ、あれだけは、ちゃんと涼花に言い訳しておかないとヤバイ！

「ご、ごめん涼花！　さすがにリアル妹から好かれてるってのは言いすぎだった！」

　そう、涼花は妹萌えだからって嫌きらうことはないと言ってはくれたが、俺のことが好きだなんて一言も言ってないのだ。

　なのに勢いであんなことを……！　あの時の俺はなにを考えてたんだよ……！

　俺は頭を下げて、涼花からの非難を待っていた。

　……だが、涼花はなにも言ってこない。

　俺がゆっくり顔を上げると、涼花はなぜか恥はずかしそうにモジモジしながら、

「わ、わわ、私は本当にお兄ちゃんのことがす、すす、すすす──…………ま、まあ嫌いじゃないから、別にいいです……っ」

　そう言って、バッと俺から視線を逸そらして向こうを向いてしまった。

　涼花の首筋は真っ赤に染まっていて、俺がぼんやりそれを眺めていると、

「……ありがとうございました。お兄ちゃん……」

　なぜか礼を言われて、俺の心臓がドクリと跳はねた。

　それは、今回のことへのねぎらいなのだろうか……？

　よくわからないけれど、俺の口は自然と動いて、こう返していた。

「こちらこそありがとうな、涼花……」








エピローグ









「とにかく、兄さんは先生を少しでも見習うように！　先生は最高のお兄ちゃんなんだから、これからは神のごとく崇すう拝はいするんだよ！」

「……い、いや、そういうのは勘かん弁べんしてほしいんですが……」

　水み無な月づきさんの説教は、もうかれこれ三十分以上は続いていた。

　俺達はその様子を半ば呆あきれながら眺ながめていたのだが、だんだんと話が怪あやしい方向に進みつつあったので、さすがに傍ぼう観かんできないと口を挟はさむ。

「いや、桜さくらたんの言う通りだ！　先生！　これから僕は先生を見習っていきたいと思う！　心を入れ替かえて、妹を大事にすることを肝きもに銘めいじる！」

「ま、まあ……、それはいいことだと思いますけど」

「そして、僕も先生みたいなリアル妹エンドを迎むかえるよう努力するよ！」

「やっぱ全然わかってないですよねあんた!?」

　ってか俺は別にリアル妹エンドなんて迎えてねえよ！

「先生──いや、これからは尊敬を込めて『師し匠しよう』と呼ばせてくれ！　それとも、ともに妹道を歩んでいく『同志』の方がいいかな!?」

「しかも完全にキャラが変わってますよねぇ!?」

　俺がすっかりキャラ崩ほう壊かいしてしまった桜さくら田ださんに翻ほん弄ろうされていると、水無月さんが「まだお説教は終わってないよ！」とその首根っこを引っ張ぱって行く。

　その時桜田さんが「桜たんに怒おこられるのもなんだか気持ちよくなってきたかも……！」とか呟つぶやいていた気がするが、闇やみが深すぎるので速そつ攻こうで忘れよう。うん。

「……なんかもう疲つかれたんで、俺達はこれで帰ります」

「ああ、今回の件はすまなかったな。桜田の件はこっちでちゃんとしておくから、先生はもう心配しなくていい。……今回の先生は、いつにもまして素晴らしかったぞ」

　珍めずらしく真ま面じ目めに言う篠しの崎ざきさんに見送られ、俺達は編集部を後にした。

「あー……、これで今回のことは一件落着だな」

「そ、そうですね……」

　外に出て俺が伸のびをしていると、涼すず花かが落ち着かない様子でそう返した。

　俺は全てが終わって肩かたの荷にが下りたと思ったのだが、その瞬しゆん間かんに違い和わ感かんを抱く。

　……気まずい。

　涼花と二人きりになるのが気まずい！　今朝もそうだったけど、あの時はまだ桜田さんの件があったから気が逸それてただけで、落ち着いてみるとすごく気まずいぞ！

　……俺が実は妹萌もえだってバレちまって、これから涼花とどう接していけばいいんだ？

「……お、お兄ちゃん」

「ななななんでしょう!?」

「お兄ちゃんは、その、妹が好きなんですよね？」

　……うぐっ！　早さつ速そくその件でイジられた！

　な、なんか涼花のやつ顔がニヤケてるし、これはまさか、俺をイジるネタとして活用するつもりなのか!?　そ、そんなことされたら俺は恥はずかしさで死ぬ！

「そ、そうだけど、でもお前をそういう目で見ることはないから！」

　だからその話はおしまい！　というニュアンスを込めながら俺はそう返すのだが、

「そ、それはわかってます……。でも、妹は好きなんですよね？」

　ヤケに食い下がってくる涼花に、俺は「ぐうぅ……」と唸うなる。

　ニヤニヤと謎なぞの笑えみを浮うかべる涼花。これは絶対に有効なネタとして使いまくってやろうという腹に違ちがいない……！　で、俺はどうすりゃいいんだよ……！

「お兄ちゃんは[image: ～][image: ～]♪　妹が[image: ～][image: ～]好き[image: ～][image: ～]♪　です[image: ～][image: ～]♪」

　どこかで聞いたような歌を口ずさみながら歩き出す涼花。

　俺はその攻こう撃げきに耐たえることしかできず、誰だれか助けてくれ！　と天に祈いのる。

　その時──なんと俺のスマホから着信音が鳴りだした。

　……助かった！　こうなりゃ誰でもいい！　舞まいでもＷダブルピース先生でも神かん坂ざか姉妹でも、涼花と二人きりでいたたまれない空気でいるくらいならよっぽどマシだ！

　俺はそう考えて、相手も確認せずにすぐさま電話に出た。

　だが、

　その電話が、俺の運命を大きく変えることになるとは、予想もしていなかったんだ。




『もしもし、永なが見み祐ゆうさんでしょうか？　私はＮエヌＪジエイ文庫大賞の者ですが、あなたの作品が最終選考に残りましたのでご連絡を──』

















あとがき









　恵え比び須す清せい司じです。「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」四巻を手に取っていただき、ありがとうざいます。

　今回は押し掛かけ妹（自じ称しよう）桜さくらとのドタバタ劇と、涼すず花かの作品のアニメ化問題が交差した物語でしたが、いかがだったでしょうか？　楽しんでいただけたなら幸いです。

　面めん倒どうくさい兄妹きようだいの関係も少しずつ進展していってるようで、ついに祐ゆうも『妹』というものへの認にん識しきを改めざるを得なくなってしまいました。

　今後それが二人にどんな影えい響きようを与あたえていくのか、作者である私自身も、書いていくのが楽しみだと感じている次し第だいです。




　さて、本シリーズも無事一周年を迎むかえられたわけですが、これも応おう援えんしてくださった読者の方々と、いろいろな人に支えられての結果だと思っています。

　私個人の印象としては「あっという間だった」というのが一番しっくりきます。

　毎回毎回ヒイヒイ言いながら原げん稿こうを書いているわけですが、その甲か斐いもあってシリーズが続いていると思うと、がんばってきてよかったなぁとしみじみ思います。

　これからも相変わらずヒイヒイ言いながら、何とか進んでいこうと思っていますので、生温かい目でいいから見守っていてくれるとありがたいです。




　そして、イラストレーターのぎん太た郎ろうさんには今回もすさまじく可愛かわいくて素す晴ばらしくハイクオリティなことこの上ない（いくらでも褒ほめ言葉が浮うかんでくるのでこの辺りで省略して）イラストを描かいていただいたわけですが──

　ここでちょっと質問です。

　表紙のイラスト、皆みなさんどう思われましたか？

　これ、ヤバくないですか？

　いや、断言します。これはヤバイ。なにがヤバイって可愛すぎてヤバイです。

　何なんですかねこのすさまじい可愛さは？　作者である私自身が多分一番度ど肝ぎもを抜ぬかれていると思います。もうそれくらい可愛くてたまらないです。

　とにかく涼花と小学生という属性の親和性が高すぎて目まいがするレベルですね。

　まさかこれほどまでとは……！　と、完成版イラストが届いたその日は以後なんの作業もできずにずっとニヤニヤ眺ながめてました。あと速そつ攻こうでＰＣの壁かべ紙がみにしました。（完かん了りよう形）

　一巻の制服涼花、二巻の私服涼花、三巻のメイド服姿の涼花と、これまでも最高のイラストを描いていただいてきたわけですが、今回の小学生涼花はそれらを軽く凌りよう駕がしてしまいましたね。……少なくとも私の中では。

　こう書くと私のロリコン疑ぎ惑わくが浮ふ上じようするかもしれませんが、そんなことはありません。

　誤解のないように言っておきますが、私は巨きよ乳にゆうでグラマラスな女性キャラが好きです。

　あくまでも『なぜかメインヒロインが小こ柄がらで胸が遠えん慮りよがちな女の子になってしまう』病という不治の病やまいに侵おかされているだけで、ロリコンではないのです。ほんとに。




　……とまあ、そんな下らない事を書いている間に、余白も少なくなってきました。

　本書が世に出るにあたり尽じん力りよくしていただいた全すべての方々にお礼を言いつつ、この辺りで失礼させていただきたいと思います。本当にありがとうございました。




　それでは、また皆さんと会える日が来ることを願って──





二○一七年六月二十八日　恵比須　清司










恵比須清司

●えびすせいじ



第26回ファンタジア大賞で金賞を受賞。業界の片隅で細々と生きているラノベ作家。早いものでこのシリーズも一周年です。この一年間妹のことばかり考えてきたわけですが、真の妹萌えに目覚める日はまだまだ遠そうです。……ところで真の妹萌えってどういうものなんでしょうね？


















カバー・口絵・本文イラスト／ぎん太郎

カバーデザイン／草野剛










俺おれが好すきなのは妹いもうとだけど妹いもうとじゃない４








恵え比び須す清せい司じ
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